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　かの《英雄騎兵キヤバルリー・ヒーロー》ウイリアム・ヘンリー・クラウンはこう言った。

　正義の戦争など存在しない。勝利した者が正義を決めるのだ──と。

　だが、勝者のいない戦争はどうすれば良いのか。




　空を黒こく煙えんが覆おおい尽つくし、夜のように染めている。大地には屍しかばねが山と積み重なり、赤く濡ぬれたサボテンがさらに血を被かぶって上うわ塗ぬりされていく。

　勇ゆう猛もう果か敢かんな雄お叫たけびは店じまいだ。聞こえてくるのは断だん末まつ魔まの叫さけびばかりで、その声も片かたっ端ぱしから途と絶だえる。絶ぜつ叫きようを上げた者の喉のどが、黒い炎によってズタズタに引き裂かれるからだ。

　騎き兵へい隊たいが一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつする光景をみた増ぞう援えん部隊の老将校が、青ざめながらもサーベルを敵陣じん地ちへと向ける。

「敵の新兵器などに怯ひるむなッ、突撃ラッパを鳴らせサウンド・チヤージ！」

　吹すい奏そう突とつ撃げき曲が響ひびき渡わたると、カービンライフルを構えた騎兵たちが突撃する。愚ぐ策さくの代だい償しようは、先頭の兵士が支し払はらうハメに陥おちいった。

「ぐはァアアッ！」

　炎ほのおを通過した途と端たん、人だけが細切れに分解される。残ったのは落ちたライフルと、主あるじを失った馬だけだ。突撃が完全に止まる。ラッパを吹ふいた兵士も、吹き続けることができなくなる。

　老将校はカイゼル髭ひげを震ふるわせる。

「ありえんぞ……。人肉だけを刻み尽くす炎など……聞いたこともない」

　腕うでを負傷した伝令が駆かけつけてくる。

「黒い炎は敵部隊にも襲おそいかかってます」

「バカなッ、自分たちも破は滅めつするような代しろ物ものをなぜ使うッ!?　こんな無差別な殺さつ戮りくが、許されて良いのか」

　惜おしい表現だな、将校さん。殺戮じゃない────生け贄サクリフアイスだ。

　勝利者はいない。戦争ですらない。正義などあるものか。あいつの魂たましいに残ったのは凶きよう気きだけなのだから。

「魔女ウイツチゾォードが、炎に呪のろいをかけたんだッ！」

　この戦争は魔女戦争ウイツチ・アツト・ウオーと呼ばれている。誰だれがそう呼び始めたのかは判わからないが、長い戦いの中でいつしか定着した。

　わたしたちは史上最悪の魔ま女じよ、ゾォードを止めようと戦った。結末はこの有あり様さま。愚おろかな歴史として記されるだろう。記す者がいれば、の話だが。

「黒い炎が来るぞッ……」

　風向きが変わり、騎き兵へい隊たいへとゆっくり迫せまってくる。兵士が逃にげだす。腰抜け野郎カワードは増え続け、陣じん形けいまで崩くずれる。

　兵士たちが逃げる中を、わたしの主人マスターは歩み抜ぬけていく。その足はよろめきがちで、いまにも倒たおれそうだ。血の筋が、彼女の足あし跡あとと重なっていく。

「フォート・ウェンズリーは終わりね」

「言ったろう、アリス。ここだけじゃない。《毒蛇の空マアピア・ナドワ》が来れば世界は破は滅めつする」

　アリスは空を見上げる。黒ずんだ雲と、戦場の煙けむりとカラスの群ればかり。

「ひどい空ね……」

「これで見納めとは、まったくもってひどい結末エピローグになったな」

　そう……未来は潰ついえた。だが、わたしにとっては小さな出来事だ。

　アリスがよろけ──、なんとか立て直す。歩いているのもやっとだろう。

「ホワイトバードは、あれで最後だったわよね？」

　疑問形であるにせよ、アリスはその答えに疑問を抱いだいてはいない。わたしは「ああ」と答えるが、誤作動ジヤムしたときのように掠かすれている。

「なんて色をしているの。輝かがやきが台なしよ？」

「どうだって良い」

　わたしはそう言いつつも、自らの輝きを増そうともしている。

　去りゆこうとしている相棒に──、

　友に──、

　永遠に手の届かない恋人に──、

　好きだと言ってくれた、炎ほのお色いろの光こう沢たくを見せようと努力しているが、どうにも巧うまくいかない。

「サラマンデルの……次の主人マスターは、どんな人でしょうね」

「アリス。おまえが最後のマスターだ。わたしはもうマスターを選ばない」

「哀かなしいことを言わないで」

　アリスはぎこちない動作で、わたしに触ふれる。愛いとしげに、優やさしく──冷たい表面はだを撫なでる。

「誰だれかが……貴方あなたを必要とする。あたしが必要としたように」

　咳せきこんで……空を見る。どす黒い雲が信じられない速度で飛来し、雷らい光こうを散らしている。雨が来る。人間にとって《死》を意味する雨が──……‥

　わたしも溶とけるだろう。イヤな最後だ。形もなくなり、記き憶おくからも消される。

　岩場まで行ったところで、アリスは前のめりに倒れた。

「毒蛇ナドワの雲が来る。埋うめるわ」

「待ってくれ、わたしは……」

「起き上がれないのよ、サラマンデル。迷う時間すら、もう……」

　最後の力をふり絞しぼって、アリスはわたしを岩の深い亀き裂れつに投げ落とし、土をかけ始める。

「アリス！　アリス──」

　わたしは、マスターの名を叫さけぶ。七回叫んだところで、微かすかに返事が聞こえた。




「サラマンデル…………あたしが巡めぐり逢あったのは……最高の銃じゆうだったわ」




　亀き裂れつが──わたしを呑のみこむ。

　石が──わたしを押おしこめる。

　土が──わたしを埋まい葬そうする。

　闇やみが──すべてを覆おおい隠かくす。




　埋うめられてしまった。深く、とても深く。地上には戻もどれないぐらいに。

　意識遮しや断だんが自動オートで開始される。人間でいうところの《眠ねむり》に該がい当とうする。意識が闇やみに閉ざされ──……、

　次に目覚めたときには、酷むごたらしい運命が訪おとずれていた。

「──ッ、」

　口が土に埋まって悲鳴すら上げられない。銃じゆう把はが溶とけて、灼やけるような痛みが襲おそいかかってくる。内蔵されている時計を確かく認にんした。埋められてから六〇年経過している。

　そうか……これは毒蛇ナドワの酸だ。強酸の雨が長い年月をかけて大地を抉えぐり、ようやくわたしのいる地層へと届いたというわけか。

　痛みは大きい。が、滅びそれは喜びでもある。ようやく、マスターの元に逝いける──。

　酸は容よう赦しやなく染しみて、部品の連結を断って分解する。いよいよ最後の刻ときが来た。血石宝珠カリオーブという部品が溶け始めたのだ。これが溶ければ、わたしは死ぬ。







　アリス。ようやく、一いつ緒しよだ…………おまえ……と──……







　その昔、魔女戦争ウイツチ・アツト・ウオーと呼ばれる大きな戦いがあった。

　だが、わたしにとっては些さ細さいな出来事だ。

　最初で最後の、主人マスターを失ったことが──わたしにとって、大きな傷きず痕あととなった。
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　さて、ここで問題。

　わたしは誰だれ──、だ？

　いやいや、ふざけているのではない。わたしはいまわたしを意識している。考える葦あしは、考えるゆえに生きているとも言える。すなわち意識があるなら、わたしが生きているという仮説も成り立つ。

　もちろん、わたしは死んだ。酸に分解され、人間の脳にあたる部分を溶とかされる壮そう絶ぜつな最さい期ごは記き憶おくに残っている。いまも恐きよう怖ふのあまりシリンダー固定バネハンド・トーシヨン・スプリングがギィギィ軋きしんでいるほどだ。

　確かに死んだはず……。

　なら、ここで生きている《わたし》は──誰だ？　いま見ているこの光景は──何だ？




「……………………………………………………はぁ……キレイね…………」




　視覚装置ボルトレンズを起動して最初に見えたのは、幼い頃ころの丸みをたっぷり残した輪りん郭かく。

　年の頃は十五、六くらいか。そばかすの多い少女だ。

　人なつっこそうな瞳ひとみで、わたしを食い入るように眺ながめ、撫なで回している。

「……指し紋もんがつくので、あまり触ふれないでもらいたいが」

「あ。喋しやべった……拳けん銃じゆうなのに……」

　さほど驚おどろかない。たぶんアタマが鈍にぶいのだろう。顔もそんな感じがする。

「よければ、また埋うめてもらいたい」

「お日様がキライな吸きゆう血けつ鬼きとか、そんな感じ？」

　鋼こう鉄てつの吸血鬼がどこにいる。

「キライというわけではないが、わたしは人殺しの道具だ。小こ娘むすめが扱あつかうなどもっての外だ」

「ヒトゴロシーノ・ドゥーグって名前なの？」

　…………こいつアホだ。完全にアホだ。

「名前は別にある」

「教えてよ！」

「……サラマンデル45マグナム──」

「長いよ！」

「…………なら好きに呼べばいい」

「うーん……じゃあ、ぴかぴかさん」

　あまりのセンスのなさに脱だつ帽ぼうだ。まあ、わたし用の帽子などありはしないが。

「絶対に断る」

「なら、何にするの？　ミスター」

「ミスターだと？」

「だって男でしょう……？」

「拳けん銃じゆうに性別を訊きいたヤツは、おまえが人類初だろうな」

「先駆者パイオニアってやつでしょ？　学校で習ったわ」

　ドヤ顔するな。うざい。

「ミスターか。じゃあ、それにマグナムをつけて、ミスター・マグナムとでも呼べ」

「まあステキなお名前で！」

　おしゃまな年とし頃ごろなのだろう。意識してちょっと大人っぽい言い方をしたり。すごく不快だが。

　というか、はやくこの拷ごう問もんから解放されたい。

「レディ、さっさと埋うめてくれないか？」

「お話ししましょうよ。ミスター」

　倒とう木ぼくに腰こしかけ、わたしを膝ひざに乗せる。目がうざいくらいにキラキラしている。この調子じゃトークを終えるまで解放してくれなさそうだな。やれやれ……。

「で──どんな話を？」

　少女はニワトリ泥どろ棒ぼうの犯人をみたという、実にたあいもない話を始めた。学校で言ったら信じてもらえず、フリードというクソガキとケンカになったそうだ。

　右から左にイライラしながら聞き流していると、ぽつりと気になることを言った。

「アリスはナマイキだぞ、って言うのよね……」

「アリス？」

「そう。あたし、アリスよ」

「…………。皮肉な巡めぐり合あわせだな。わたしの前の持ち主もアリスだ」

「へえ」

　小さなアリスは大きく口を空けてにっこりし、キラキラの瞳ひとみをさらに輝かがやかせわたしを眺ながめる。

「運命かもね！　結婚しよっか？」

「断る」

「あー。ミスターはオカマヤローなのね」

「──はあ？」

「お姉ちゃんが、オトコにフラレたらそう言えって」

「…………教育に悪い家庭だな」

　空をカラスの群れが過ぎっていく。沈しずみかけの夕ゆう陽ひが荒あれた丘きゆう陵りようにかかる。

　妙みようだ…………埋められたときと地形がちがう？

　毒蛇ナドワが使われれば草木一つ生えない不毛の地になるはず。なのに自然環かん境きようもあまり変わらない……どうなっている!?

「そろそろ帰る。埋うめるね」

「あ、待て……」

　埋められた──。勝手なものだ。まあ相手は小こ娘むすめだ。往おう々おうにしてこんなものだろう。

　どちらにせよ、六〇年も過ぎれば魔ま女じよ戦争など関係あるまい。魔女ゾォードも死んだろうし、黒き《毒蛇の空マアピア・ナドワ》も失われたろう。

　わたしは意識を遮しや断だんした──。




　　　　‡




　魔女マスクに工場は要いらない。彼女たちに必要なのは、材料となる幾いくばくかの鉱物と、長年努めて採取した呪じゆ物ぶつ、始祖の文字を彫ほりこんだ粘ねん土どの窯かまと、精霊タク・ワカンの宿る地《オロゴ》──。

　最後に、生いけ贄にえだ。記き憶おくこそ受け継つげないが、生け贄となった者の意識は銃じゆうとして生き続けるという。わたしのこの魂たましいは、製造術クラフトによって死んだ誰だれかから受け継いだものなのだ。

　わたしにそうレクチャーした偉い大だいなる魔女、呪術師ウイチヤシヤ・ワカンにして我が母、炎の手《ダズリリ》の末まつ路ろは、あっけなくも平へい凡ぼんだ。脚あしを患わずらっての、餓が死しである。

　彼女を養っていた部族は騎き兵へい隊たいとの戦せん闘とうで全ぜん滅めつしたし、たとえ膨ぼう大だいな魔力を持とうとも平へい凡ぼんな日常生活を凌しのげるたぐいの魔術は一つもなかった。

「おまえはきっと良い主人をみつけるよ。星がそう語っている」

　最後の言葉。魔女の倒たおれた床ゆかからでは、星空がみえるはずもないのに。

　次に人間をみたのは二年後だ。

　荒々しい忍び足で魔女の家に踏ふみこんできたのは、彫りの深い顔立ちの騎国人ランスランダー。非常にお洒しや落れな紳しん士し服を着ているが、荒こう野やをさまよったらしく土つち埃ぼこりに汚よごれ、台なしになっている。まあ、腹の大きさがオバケ・カボチャジヤツク・オランタンな時点で、すでに台なしではあるが。

　男が握にぎっているリボルバーはヴォルカニック・ピストル。旧式のレバーアクションで、いわゆる安物だ。服の高級感とは正反対なのと、通常のヴォルカニックにはない、側面のドクロの形をした浮き彫りレリーフがどうもひっかかる。

「いねえな……」

　銃じゆうを下ろそうとして、床に視線がいく。ぎょっと目を剝むく。

　妥だ当とうな反応だろう。この暗がりで白骨死体をみつければ、誰だれもがそうなる。

「アリス、来い！　魔女をみつけた」

　今度の足音は、ずいぶんとマシだ。きっと忍しのび足あしも巧うまいだろう。

　現れたのは二十代の女性。ころっとした子犬のような瞳ひとみに、そばかすのある頰ほお。顔立ちは整っている。夕ゆう陽ひに染まる赤毛が身み震ぶるいするほど美しい──とはいっても、わたしは震えることもできない金属の身だが。

「良かった、これでゾォードを追う手がかりが……」

　骸むくろにようやく視線が向いた途と端たん、言葉は途切れた。表情が重く沈しずむ。錆さびの浮いた旧式ライフルを吊るしベルトスリングに落とし、ダズリリの骸に寄ると、小さく十字を切る。

「善人は早死にする」

「行くわよ。毒蛇ナドワの入手先を洗い直せば……、」

「あきらめろ。どだい魔ま女じよがらみの依い頼らいなんざ達成できねえってことだ」

　追っているのはゾォード、か。厄やつ介かいなヤツを相手にしているな。

《浸しん食しよくせし暗くら闇やみ》にて狂くるった呪術師ウイチヤシヤ・ワカン──ゾォード。ダズリリの……敵だ。

「依頼なんかどうだっていいわ、バンプ。アゴンロジが死んだのよ？」

　バンプと呼ばれたデブのしゃくれた下した唇くちびるが、ムスッと盛り上がる。

「ヘタしたら俺らが死んじまうぜ？」

「だから……──なによ」

　声の調子が変わった──？

　アリスを見ると、変わったのは声だけでないことが判わかる。

　瞳ひとみに、地じ獄ごくが宿っている──どうにも詩的すぎる表現ポエテイツクだが、そうとしかアレを語ることは出来まい。大切なモノが何度も壊こわされ、心をドン底まで抉えぐられてしまった者は、ああいう目をする。痛みを伴ともなう哀かなしみから逃のがれるために、一つの救いにすがりつく。

　憎ぞう悪おという〝紛まがい物ものの救い〟に、どうしても手をのばすのだ。

「何を失っても思い知らせるのよ。ゾォードに……ッ、史上最悪の魔女マスクに、この真っ暗闇の痛みを刻んでやるッッ！」

　わたしは宗教を持たない。神よ、などと言いたくはないが、言いたくもなる瞬しゆん間かんだ。

　タル腹ばらよりは数段マトモだと思っていた女だが、とんだ病びよう巣そうを抱かかえてやがる。おそらくは、わたしの知る誰だれよりも《狂った死神ジヨーカー・オブ・デス》だ。

　さて──……こいつは面おも白しろくなってきた。目的を遂とげるためなら地獄への川アケローンすらも渡わたるであろう、凶きよう気きの魔手。こいつなら、わたしチヤームガンを使いこなすという途と方ほうもない労苦も厭いとわないだろう。

「話の途中で済まないが──、提案がある」

「誰だれ？　どこ？」

「棚たなだ」

「棚──？　呪じゆ物ぶつしか置いてないわ」

「わたしも呪物の一つだからな」

　アリスが────とうとうわたしに目を留める。

「バンプ……銃じゆうよ。あの銃だわ」

　うわごとのような呟つぶやきだ。瞳ひとみが恋するみたいに輝かがやいている。

「よせ！　呪いの銃カースドガンかもしれねえ。牧師に浄じよう化かしてもらってから……」

　肩かたを摑つかもうとするバンプの手を華か麗れいに避さけると、アリスはわたしに歩み寄る。

「よせってッ！　魔ま女じよの品にうかつに触さわるんじゃねえよ！」

　バンプはビクついて追ってこないし、アリスは聞く耳を持ってない。いいコンビだ。

「美しい銃じゆうだわ」

　わたしの表面を温ぬくもりが撫なでる。

「炎ほのおみたいな色の金属よ。綺き麗れいすぎて泣きそう」

「……光栄なことだな」

「あなた、名前は？」

「名前はない。つける前に彼女は飢うえて死んだ」

　アリスは床ゆかの白骨をしばしみやる。

「……丁重に埋まい葬そうするわ。あなたに名前つけていい？」

「ご自由に」

「…………サラマンデル……はどうかしら？　炎の精せい霊れいって意味よ」

「サラマンデルか……」

「気にくわない？」

「皮肉なものだ。ダズリリが一番得意にしていた精霊は炎アシールだからな。きっと彼女も気に入ることだろう」

「じゃあ決まりね」

　アリスはわたしに両手をかけ、宝物を扱あつかうかのように抱かかえる。

「提案がある、って言ったわよね？」

「毒蛇ナドワを復活させた魔女を、ダズリリは憂うれいていた。きっと災わざわいをもたらすと。おまえにはわたしの知識が必要だろう？」

　アリスは頷うなずく。

「なら──決まりだな。わたしには、わたしを構えてくれる手が必要だ。ダズリリの敵かたきを撃うつための手が──な。おまえが射しや撃げきの名人だと嬉うれしいが」

「任せて。ショートリーフ一の名手よ」

　しゃくれた唇くちびるが毒づく。

「噓うそつけ」
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「やあ」

　目覚めと同時の──「やあ」だ。即そく座ざに受け入れることはできないし、受け入れたくもない。

　翌日、アリスに掘ほり起こされたわけだ。あげく、またもや世間話をしてくる。

　奇き妙みようなことが起こった直後で困こん惑わくしているわたしに、機関銃ガドリングガンのようなトークを浴びせる。

　奇妙なことというのは、《夢》のことだ。

　意識遮しや断だん中、わたしに思考能力などないのだ。そもそも銃であるわたしに無意識の領域などあるはずがない。なのに大アリスとの出で逢あいを夢にみた。不可解だ。

　考えようとしても、小アリスが喋しやべりまくって邪じや魔まをする。ガマンして聞き、喋り飽あきるのを辛しん抱ぼう強く待った。

　翌々日も、さらに次も──雨の日も、風の日も、アリスはわたしを掘りに来た。




　気づけば────半年経過していた。




　季節を渡わたっても続く、一人トークショーを想像して欲しい。君ら人間ならウンザリする相手をアクティブに避さけることもできるし、つまらない会話から立ち去ることもできる。

　だが、わたしは銃じゆうだ。歩くこともできなければ、掘り出されることを妨ぼう害がいする手段もない。口でお願いするしかないのだが、聞く耳を持つような人物でないことは、半年の間にみっちりと身に染しみた。

　とにかく、このお喋りな小アリスの口が閉じられることを願うばかりだ。

「ショートリーフの街も、昔から較くらべれば大きくなってきたのよ？　銀行もできたし、駅馬車も着くようになった。あ、でも逆にギャングがのさばってきてるかも。クラップウルブス団っていう連中がちょくちょく暴れてる」

　ショートリーフ？　アリスが生まれた街か？　いや……地名など各地に受け継つがれるものだ。

「なあ、アリス……」

「なあに？　ミスター・マグナム」

「君はなにが楽しくて、拳けん銃じゆうに向かってお喋りをし続けるんだ？」

「んー？　楽しいよ」

「わたしは人殺しの道具だぞ。何百、何千人も殺してきた」

「そう。でね、この前、クラップウルブスの新入りが酒場で話してるのを聞いたのよ。隠かくれ家がにすごいお宝があるって」

　この調子だ。手に負えない。

　昔、《ファーストフィンガー》フランクがわたしに言ったことがある。

『よく喋る女と、人の言葉を聞かない女は抱だかないほうがいい。その両方だったら、ためらわず撃うち殺せ』

　フランク、いまなら君の気持ちが理解できそうだ。

　銃口からため息を漏もらし、アリスを見上げる。

　あのアリスに似ている。幼さをどこか残す顔立ちに、ころっとした小動物っぽい瞳ひとみ。鮮あざやかすぎる赤毛と、そばかす。喋しやべりまくるこの性格を除けば、生き写しだ。

　気になって家系を聞いたら、おばあちゃんもアリスだったという。もしかしたら六〇年の時を経て同じ家系の者に巡めぐり合あった──なんてのも、また安酒場での口説き文句っぽくて、わたしに似合わない。

　いつものように、落日と共にわたしは埋うめられた。

「また明日ね、ミスター」

　やれやれだ……。
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「グリンゴォ、グリンゴォ、たっぷり肥えた♪　妊にん婦ぷみたいにたっぷり肥えた♪」

　少女二人組の歌声が、神がヒマ潰つぶしで造ったような台地と盆地のくり返しベイスン・アンド・レンジの山やま肌はだにこだまする。

　愛らしい歌声だったにせよ、約一名──気にくわない者がいたことは事実だ。

「──その歌はよせ！」

　妊婦みたいに肥えたバンプが苛いら立だった声を上げる。本当に苛立ちたいのは彼の乗る馬のほうだろうが。グリンゴは大陸人の蔑べつ称しようでもあり、少年時代を他国ラテンで過ごしたバンプにとっては、散散言われまくったトラウマもあるのだろう。

　アリスと一いつ緒しよに馬上コーラスをしているのは、カウボーイ・ハットの下に流れる波打つブロンドが美しいロッキー嬢じよう。道すがら男を求きゆう婚こんにまで駆かり立てる西部の女神だ。

　海を思わせるような青の瞳に、無む駄だのない端たん整せいな輪りん郭かく──。

　極きわめつけはどんなシャツをも突つき破り、ボタンをダメにしていく豊かすぎる胸。

　おとなしくしていれば成なり金きんでも捕つかまえて豊かな人生を送れそうなのに、この娘むすめときたら賞金首を投なげ縄なわで生いけ捕どりにしてしまう、跳はねっ返かえりの真性カウガールだ。

　所有牧場を使用人のパイクに任せられるようになってからは、アリスのグループに合流して小こ金がねを稼かせぎまくっている。

　砂混じりの風と、乾かん燥そうしきった空気。馬が一歩進むたび、土つち煙けむりが上がる。

　あとはサボテン、どこまで行ってもサボテンと岩と土煙……ラテン国境に臨のぞむ西部地方は、侮ぶ蔑べつをたっぷり込めて〝土埃と岩ばかりスモーキー＆ロツクス〟と呼ばれている。アリスもロッキーもここの生まれで、神でさえ見放す不毛の荒こう野やに近づくと、妙みようなぐらいテンションが上がる。

「干し肉ジヤーキーばっかり食べてるから太るのよ」

　言われても悪びれずバッファロー・ジャーキーを頰ほお張ばるバンプの食欲は、もはや死後に地じ獄ごくの門をくぐるしかないレベルだろう。

「ほっとけ。こいつは俺様の親友だ」

「腹の肉の親友ですわね」

　ロッキーの皮肉にアリスが大きく笑い転げ、バンプは顔をしかめて馬に拍はく車しやをくれる。

　バンプの馬が苦く悶もんの表情をしながらも谷たに間あいの道を疾しつ走そうしていった。

「……あー、行っちゃった」

　ロッキーは深すぎる胸の谷たに間まにくいこんだ、吊るしベルトスリングを発はつ掘くつしながら笑う。背中に二挺ちようもショットガンを背負しよっているから、しょっちゅうくいこんで気になるらしい。

「ほっておきなさい、アリス。それよりも──博物館から黒き《切断キヤクサ》が盗ぬすまれたって話ですけど。本当にハバハリ族が絡からんでおりますの？　連中が欲しがるお宝ではないでしょうに」

「三日月型のトマホークが残ってたし、間ま違ちがいないと思う。あと、気になることもあって引き受けたの」

　わたしは口を挟はさんだ。

「追っ手が野生動物に襲おそわれた。ウルフとピューマが群れになっていたそうだ」

「──魔ま女じよがらみ、厄やつ介かいですわね……」

「ゾォード──青い魔女ダークブルー・ウイツチって呼ばれてる」

　急にロッキーは手た綱づなを引き、馬を止める。アリスも止める。

「…………お待ちなさい。ゾォードって…………スタンポールの虐ぎやく殺さつの……？」

「ええ。首しゆ謀ぼう者の、あの魔女よ」

「……わたくしは貴方あなたの親友だし、地じ獄ごくまで付きあうけれど。一回きり忠告させてもらいますわ。あきらめる、って選せん択たくも考えなさい」

　アリスの瞳ひとみに暗い陰かげが宿る。

　静かだ。だが、わたしには判わかる。静かさの陰には、泥どろ沼ぬまのように深い傷きず痕あとが潜ひそんでいる。

「引き返すには犠ぎ牲せいが増えすぎたのよ、ロッキー」

　ただ一言だけ、鋭するどくそう答える。

　直感で察したのだろう。ロッキーは「そう」とだけ返事してそのまま黙だまる。

「怖こわければこの件から降りてもいいんだぞ、ロッキー。誰だれも責め──、」

　失言だったらしい。ロッキーの目が怒いかりに染まっている。

「降りるわけありませんわ」

　わたしを見下ろすその視線は、通り名を体現するかのように女王然としている。

「アリスは言いましたの。《ショットガン・クイーン》が必要だと……」

　何もしない保安官に苛いら立だち、牧場を荒あらす無法者バンデイツツたちを自らの手で倒たおしまくって、丘おか一つを墓ぼ標ひようで埋うめてしまったという伝説から、いつしか彼女はそう呼ばれるようになった。

　暴ぼう虐ぎやく的なほど強すぎる牧場主クイーンを人々はただ恐おそれ、彼女を前にすると笑え顔がおを失う。普ふ通つうに接するのはアリスやバンプぐらいのものだろう。

「おまえには牧場の仕事もあるだろう」

「確かにわたくしは、ビッグホーン牧場を継つぎましたわ。最初は仕方なくでしたし、ピアノや服、故郷の国から持ってきた、キラキラした宝物もたくさん手放して……でも、それは良いのですわ。牧場を守るという人生に喜びも覚えましたし。でも、みんな……わたくしに、『親方ならこうした』と主張するのですわ」

　親方、というのはロッキーの父親《エジード・ラヴォワ》のことだ。困難を極きわめた開かい拓たくを成功させた、真に偉い大だいなカウボーイだったらしい。

「求めているのは、偉大なパパであってわたくしではない。本当のわたくし自身を必要としてくれるのは、アリスだけでしたわ……だから、」

　言葉は途と切ぎれたままになる──銃じゆう声せいがしたからだ。

「バンプが襲おそわれている。急げ！」

　二人は手た綱づなを打って、馬を猛もうダッシュさせて──……‥
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　‥……──掘ほり出された。

　夢の続きかと思いきや、空には青ざめた月が浮かんでいる。月明かりに照らされて、アリスの涙なみだがみえる。

「どうした？」

「ジャクリーンがピューマに襲われた」

「誰だれだ？」

「何回も話したじゃない。あたしの親友よ！」

「済まないが、半分も聞いてない」

　無言で、拳こぶしの倍ぐらいある石をふり下ろしてきた。

「よせッ！　判わかった！　話を聞こう」

「話はいいわ。カタキを討うちたい」

「カタキだと？」

「何度も襲われてる。家か畜ちくも、人も……恐おそろしく凶きよう暴ぼう化したピューマなの。討とう伐ばつ隊も返り討ちに遭あって……優やさしいジョージおじさんも怪け我がして……」

「……埋うめてくれ」

「銃でしょ!?　何千人も殺したって言ったじゃない！」

「弾たまがない」

「ちゃんとあるわ！」

　アリスは掌てのひらを突つき出す。

　──弾だん丸がんだ。たった二発。光こう沢たくの失われた、相当古い代しろ物ものだ。

[image: ]

「死んだ母さんの指輪と交こう換かんしたけど……これしか」

「残念だが、使えない」

「なんでよ!?」

「シリンダーを外して弾たまを込めてみろ」

「どうやって？」

「まず後ろの撃鉄ハンマーを引き──、」

「このＴみたいな形のレバー？」

「そうだ。半分のところでカチッと鳴ったら止めろ」

「……なったよ？」

「それがハーフコックという動作だ。で、銃じゆう身しんの付け根にあるスイッチを押しこめながら、下にある棒みたいのをずらせ」

「あ。外れた」

「外れた部分がシリンダーだ。穴が空いているだろう？」

「うん。六つ」

「そこに弾を込めろ」

　カラーンという音がして、穴に入れた弾だん丸がんが地面に落ちる。

「スカスカだけど……？」

「弾たまの口こう径けいがちがうのだ。わたしは45口径で、この弾は38口径だな」

「は？」

　アホみたいにぽっかり口を空けてやがる。

「意味判わかんない。要するに、何？」

「要するに、使用することはできない」

「うわぁああああん──っ！　形見売ったのに！　足元みられても売ってきたのにィ！」

「…………いいカモだな」

「なんとかしてよッ！」

「ムリだ」

「してッ！　してッ！　してッッ！」

　銃じゆう身しんを握にぎられて台だい尻じりを岩に叩たたきつけられ、さすがに分解の危機を感じて叫さけぶ。

「──わかった！　なんとかするから、わたしを壊こわさないでくれ！」

　きょとん、とアリスの手が止まる。

「出来るの……？」

　出来る──が。だからといって、やりたいわけではない。壊されそうになって咄とつ嗟さにそう叫んだが、よく考えたらコイツのカタキ討うちに付きあう道理などないし、壊されたところでわたしの人生はとっくに終しゆう了りよう済みだ。あの世逝いきになったところで痛くもかゆくもない。

　じわ、とアリスの目元に滲にじみ、月光に照ってきらりと光ったものがある。

「…………お願いよ、ミスター……あたし娼しよう婦ふの娘むすめで、お姉ちゃんも娼婦で、みんなにバカにされて。ジャクリーンだけは、ずっと良くしてくれたの……たった一人の親友なのよ……」

　……くッ、そうきたか。棄すてられた子犬みたいな目をしやがって。だんだん自分の思考が冷たく思えてきたではないか。

　仕方ない、少しは付きあってやるか。

「弾を精製できるか、やってみよう」

「せーせー？」

「シリンダーを戻もどしてわたしを構えろ。いいか、アリス。おまえの才能にかかっている。つまり精製が失敗したらおまえのせいだ。失敗したら岩に叩きつけずにわたしを埋うめて、鼻はな水みず垂たらして泣きながら家に帰るがいい」

「何回も失敗失敗言わないでよ！　成功するかもしれないじゃない！」

「魔弾の射手チヤーム・ガンナーは希け有うな存在だ」

「はぁ？」

「わたしは主あるじを選ばないが、だからといって誰だれでも扱あつかえるわけではない」

「よくわからないけど、偉えらそうね。やだわ。偉そうな人って」

「……もういい。さっさと構えろ」

　構えについていろいろ言おうと、待ち構えていたのだ。

　なのに──、

　アリスが構えた途と端たん、わたしは押し黙だまってしまった。

　しっかりとグリップを保持する右手。支えるように添そえられた左手。

　引き金に羽毛のように添えられる──人差し指。

　ありがちな、ガチガチに力を入れた構えではない。リラックスして、かつポイントを押さえた姿勢。

　アホなヤツだとは、何度も思ってきたが──これほど見事なアホだとは思わなかった。

　おそらく何も考えていないだろう。銃じゆうというものをイメージし、よけいなことを何一つ考えず形にしているのだ。

《千せん里り眼がん》ロックフェロー曰いわく、「素す直なおなバカほどよく当てるものだ」──と。

　お喋しやべりアリスは……お喋り以外にも才能がありそうだ。

「ミスター、これでいいの？」

「まあまあだ。詠えい唱しようするから動くな」

「詠唱？」

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　地面に燐りん光こうによって描かかれた無数の古代象しよう形けい文字が現れ、アリスが「ひゃぼっ!?」と間ま抜ぬけな悲鳴を上げる。

「なにごと!?」

「動くな。チャームのスタンバイだ」

　象形文字の内容は様々だ。弓でバッファローを追う狩かりの若者、太陽、サボテン、犬だかコヨーテだか判わからないそんな感じのケダモノだとか。地面を這はって大河のように流れてきて、アリスの身体からだを遡そ上じようして皮ひ膚ふへと浸しん透とうしていく。

「怖こわい……このヘンな文字、あたしのナカでどうなっちゃうの？　お腹なか痛くならない？」

「なら、やめるか？　銃を下ろすだけで、呪まじないの秘文字は消える。もちろんカタキ討うちもやめることになるが……、」

「──やめないッ！」

　意外と頑がん固こだな。視覚装置を切り替かえる。ロクでもない荒あれ地ちだが、光る地面が点在している。アリスからはこの光はみえない。わたしに備わった、チャームガンとしての機能の一つだ。

「構えたまま三歩歩け」

　アリスが従うと、象形文字の燐光が青から赤になる。

「なんか……地面から力みたいの、感じる……気のせい？」

「いいや、当たりだ。ここがオロゴだ。自然界には精せい霊れいの集まるパワースポットと、そうでない土地の二種類がある」

「へえ……」

「オロゴでのみ、チャームは使える」

「そーゆー土地っていっぱいあるの？」

「都会でなく、荒こう野やならな。この場所も小オロゴといって、チャームはできるが大きなクラフトが行えない土地だ」

「クラフト？」

「……そこまで知る必要もない。魔ま女じよに関かかわることはないだろうからな。《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈いのる──採さい掘くつ者の眼め》」

「びょッ」

　象しよう形けい文字から毛細血管状に上がってくる魔力に、アリスがビクッと震ふるえ上がる。

「いちいち驚おどろくな。伝導率が下がるから、動くなよ？」

　言いながらも内心舌を巻いている。アリスの伝導速度はありえないほど早い。ちゃんとしたほうのアリス並みと言っていいだろう。魔力はアリスの身体からだを通って、彼女の目に宿る。

「あっ……なんかみえる。地面が光ってる」

「成功したか」

　アリスと視覚同調キヤストアイする。びっくりするくらいクリアな視界が広がる。アリスのくせにとんでもない視力を持っている。きっと脳の育ちが目に回ったのだろう。

　地面に緑色の星が散らばっている。星雲のように固まる部分もある。この地上の星がオロゴを示している。わたしの内蔵機能でみたときより、はっきりしている。《採掘者の眼》のほうが精度が高いのだ。

「よし。前方八バレッセル、一時半の方向にある光のカタマリを狙ねらえ」

「バレッセル？」

「距きよ離りの単位だろ……学校で習ったはずだな？」

「………………」

「明日からお喋しやべりの前に補習してやる」

「まじですの!?」

「突とつ然ぜん喋り方を変えるな。うざい。タル八個分で数えろ」

「あ。判わかりやすくなった。ここね」

　すぃ、と銃じゆう口こうがポイントされる。当たる位置だ。

「──誰だれにアイアンサイトを習った？」

「あいあん……？」

「照星と照門のことだ」

「しょーせ……？　しょーもない……？」

　こいつダメだ。なんでもかんでも無意識にやってやがる。素人しろうとのまぐれ当たりほど怖こわいものはない。もしこいつに倒たおされるガンファイターがいたとしたら、地じ獄ごくでも屈くつ辱じよくにもだえ苦しんで、責め苦どころの話じゃないだろう。心から同情する。

「いいか。あの緑の光は鉱脈だ」

「地面の中の？」

「そう。地中の、だ」

「なんでみえてんのっ？」

「だから言ったろう。チャームだ。魔ま術じゆつの一種だ」

「じゃあ、あたし魔女ウイツチ？　うふ」

　──なぜ、流し目をした……………………。

　忘れよう。

「いいや。ウィッチではないな。プレ魔女ウイツチ、といったところか。それから、ウィッチではなく魔女マスクと呼べ。メソ文明での呼称だから、そっちが正式だ」

　メソ文明──古代人そのままの暮らしを続ける先住民族が、かつてこの大陸で繁はん栄えいしていた。彼らは魔術に特化し、数々の呪文チヤームや呪物クラフトを生み出した。わたしを造るのに用いられた技術も、我が母ダズリリの祖先たちがメソ文明人メソデイアンから継けい承しようしたものだ。いまは滅ほろんだが。

「めそぶんめーね。たしかにアレは美味おいしいと思う」

「……絶対、補習するからな。大陸の歴史からだ」

「なんでいぢわるすんのっ!?」

「アホすぎてみてられないからに決まっている。さっさと済ますぞ。星の位置は覚えたな？」

「うん」

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈いのる──金かな床とことハンマー》」

　魔力がアリスの目を離はなれ、わたしの銃じゆう身しんに宿る。

「……星、消えた」

「だから覚えろと言った。覚えているよな？」

「…………」

「アリスッッ？」

「おおおおおぼえてるよ！」

　こいつ。

　こいつ……ッ。

「──…………まあいい。撃うて」

「弾たま、入ってないのに？」

「いいから撃て」

「うん」

　アリスがトリガーを絞しぼる。ドシュウッ、と大きく銃じゆう口こうが跳はね、アリスはのけぞる。地中から噴ふき出た緑色の魔ま力りよくの束が、銃口へと潜もぐりこんでくる。

「弾たま出たァ!?」

「逆だ。入った──」

「ほへ??」

　目をまんまるにしながらアリスはシリンダーを外し、中をみる。弾だん丸がんが入っている。

「……どゆことっ？」

「だから、精製したのだ。土中から原材料を集め、加工して成形するチャームだ。これで弾を補ほ充じゆうできる。ただし物質の結びつきが弱いので、精製した弾丸はシリンダーから外せないし、外さなくても一時間ほどで消えてしまう」

「……ほへー。ミスターって、すっごいんだね」

「お世辞はいいから、あと五回さっきの場所を撃うて」

　シリンダーを戻もどし、地面にポイントする。反動リコイルに慣れてきたのか、アリスは五発一気に終わらせる。最後はなぜか片手で撃ち、ヒヤっとしたが、当てたので何も言わないでおいた。

　チャーム終しゆう了りよう。象しよう形けい文字が消える。

「さてと。狩かりだな。注意事じ項こうが二つ。弾が六発しかない、一時間しか保もたない、だ」

「うん……」

「つまり探たん索さくは一時間。過ぎたら帰る。六発で仕留められなかったら逃にげるか死ぬかしか、ない──ということだ」

「ミタクなんちゃらってやって、シュンカマーンってやれば、また弾作れるよね？」

「チャームは無限の力ではない。いまのおまえが二度目のチャームをすれば、オンゴロナに支配されかねん」

「オンゴロナ？」

「悪い精せい霊れい、といったところか。人の邪じや悪あくさをかためたような存在だ。心が弱ると襲おそって来る。取り憑つかれたら縛しばり首くびになるような女になるが、お望みか？」

「んー……美しき正義のヒロインでありたい女よ？」

「おまえと話していると、オンゴロナに取り憑かれてもいいような気になってくる」

「どゆ意味よ!?」

「行け。あの高台を目指せ。この月明かりならピューマもみえるかもしれん」

「……ごまかして」

　ブツブツ言いながら歩き始める。水の涸かれた谷間をあとにすると、樹木が途と切ぎれる。ごつごつした岩場の坂を登っていく。

　視界が開けてくる。砂と岩ばかりの荒こう野やがみえる。巨きよ大だいなサワロ・サボテンや、オルガンパイプ・サボテンが生えている。ウェンズリーにはない種類のサボテンだ。本当に……どうなっている？　たった六〇年で気候まで変わったというのか？

　アリスは高台へ登り終えると、周囲を見渡わたし始める。動物の影かげが多くある。

「あ。あそこ、なんかいる」

「スカンクだな」

「あれは？」

「食事中のフクロウだな」

「じゃあ、あっち」

「伏ふせろ」

「なに？」

「しっ……ゆっくり伏せろ」

　やっとアリスは言われた通りにする。小声で言う。

「ウルフの群れウルフ・パツクだ。あれは手て強ごわい」

「マジで？　銃じゆうあっても死ぬの？」

「わたしは死なない。死ぬのはおまえだけだ」

「……ずるい。っていうか、襲おそわれても逃にげきれるもん」

「はあ？」

「ここと家を往復するとき、ときどき遭あうけど、いつも走って逃げてるよ」

「馬か、おまえは……」

　様子を見守っていると、ウルフたちは丘おかの向こうに消えていった。

「よし、再開しろ」

「あれ、ピューマじゃない？」

「いいや。ハベリナだ」

「？」

「ボアいのししだ」

「あー……うん」

　どうでもいいが、このアリスは夜よ目めまで利きくのか。ちゃんとしたアリスもそうだったが。偶ぐう然ぜんにしては似すぎだろう。

「ねえ、ミスター探してるッ？」

「ああ……」

　それなりに探すさ。さっきは情にほだされて復ふく讐しゆうゴッコに付きあうと請うけ合あったが、こんなことをするぐらいなら、投げ出して土の中に埋うまっていたい……、

　…………。わたしも、ずいぶんとマイナス思考になったものだ。向こうのアリスには倫りん理り観や正義感を押しつけ、気け高だかき振ふる舞まいをしろ、ときつく言ってきたにも拘かかわらず、人助けにすら意欲が湧わかないこのザマだ。

　アリスを助けたい。だが、カタキ討うちなどさせたくない。追えば戦いに関かかわってしまう。だが、戦いたくはない。自分が溶とけて消え去るのは恐きよう怖ふだった。だが──、




　────消えて──生きることを、あきらめたい。




　何もかもあきらめたくて、でも、こうして関わってしまっている。

　相反する意思が渦うず巻まき、思考統一できない。これでは言動が矛む盾じゆんしてしまう。

　まるで人間ではないか。こんな銃じゆうではなかったはずだ。もっとスマートに考えて、理論的に行動していたはず。どうしてこうなってしまったのか……、あの夢のせいなのか？

「いた──っ！」

「どこだッ？」

　アリスは銃わたしを向ける。本当に、いる。でかいピューマだ。茂しげみを歩いているが、まったく隠かくれてない。毛皮が変色して白いまだらになっている。病気だろうか？

「とりあえずしゃがめ。なにか……くわえているな」

「金の袋ふくろ」

「は？」

「ジャクリーンは雑貨店の娘むすめなの。売り上げを銀行に運ぶ途と中ちゆうで、ピューマに襲おそわれたの。護衛のハンゼルと父親を嚙かんでから、袋をくわえて逃にげてったって」

「……そんな大事なことを、なぜ早く言わない？」

「えっ。そこ大事？」

「一番大事だ。というか帰るぞ」

「なにゆえそうなるのッ！　撃うとうよ！」

「この距きよ離りで撃っても外れるし、当たっても死なない。そもそも勝てない」

「勝てない？」

「相手はピューマだけじゃない。魔女マスクだ」

「魔女…………？」

「正確には魔女崩くずれ、だな。開かい拓たくでオロゴを奪うばわれ、放ほう浪ろうしている魔女だろう」

「意味判わかんないし、説明してよっ」

「獣けものを操あやつる術がある。《ファミリアー》というものだ。この術で、魔女と意識を共有したり、ピューマにチャームを施ほどこしたりできる」

「……えっと？」

「要するに魔女の手下で、魔ま術じゆつで強化されたバケモノだってことだ」

「あああっ──それで、ジャクリーンが拳けん銃じゆう効かないって言ってたんだ！」

「なんでッ、先にッッ、それを言わないッ!?　アホだなおまえ。ホント、アホだな！　びっくりするぐらいアホだな！」

「三回言わないでよ、三回傷ついたじゃない！」

「そもそも拳けん銃じゆう効かないと聞いて、なんで弾たま買ったッ？」

「気のせいかと思って……ほら、ジャクリーンの勘かん違ちがいとか、あたしの記き憶おく違いとか」

「四回目言うけど、いいか？」

「──やめて。泣くよ？」

「とにかく帰るぞ。絶対勝てない」

「方法ないの？」

「なくもないが──、」

「が？」

「刻紋弾エンブレムド・バレツトがあれば、な」

「なにそれ？」

「色つきカラーズとも呼ばれているメソ文明の出土品で、射しや撃げきによって魔ま術じゆつ的な効果を発揮できる」

「どんな？」

「弾によってちがう。たとえば赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》なら嵐あらしのように弾を浴びせて大勢の敵を倒たおせるし、白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》なら傷を癒いやすことが……」

　……白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》──大アリスが『ホワイトバード』と親しみを込めて呼んでいた刻紋弾だ。あのとき一発でも残していれば、アリスは死なずに済んだかもしれないのに。

「どんな形？」

「……ん？」

「カラーズよ」

「赤とか青とか白とか、色のついた紋もん章しようが刻まれている弾だん丸がんで……」

「紋章ってどんなの？」

「鳥やバッファローを記号化したような、シンプルなマークだ」

「えっ──」

「あるのか!?」

「あるある！　ヘッジストーンって大きな街の博物館にね、いっぱい飾かざってあるよ。赤と白と青と──黒のヤツ」

「黒だと……？　模様が入ってなかったか？」

「あ。うん。円の中に十字が入ってる、黒いマークがあったわ」

「……噓うそだ」

　声の調子が変わったことを察したのだろう。アリスがとまどいの声で訊きいてくる。

「…………ミスター？」

　ありえない。あの弾たまは一発しか存在していないのだ。

　魔ま女じよ戦争の最終決戦、フォート・ウェンズリーの激戦で使われた。多くの人々が死んだ。いまも忘れられない。あの地じ獄ごくのような光景を──。

「ねえ、ミスター・マグナム。魔女のほうはどうかしら」

「……ん？」

「魔女にも弾だん丸がん効かないの？」

「いいや、強化はファミリアーだけだ。魔女自身を強化できるチャームはごくわずかで、一部の高名な魔女だけが持っている」

「なら、あいつを尾つけてって、魔女を不意打ちすればいいんじゃないかしら？」

「ああ……それなら……、」

　…………──え。

　ちょっと待て。いま、信じられないことを耳にしたぞ。

　アホのアリスのアホが、マトモなアイデアを出したように聞こえたが。気のせいだろう。

「……いけそう、だが」

「だが？」

「いけそう、だ」

「いけるんじゃない！　なんで、『だが』つけたのぉ！」

「おまえのアイデアだったから」

「そうやって人を蔑さげすむのは、サイテーニンゲンのすることだよ！」

「わたしは銃じゆうだ」

「ならサイテーピストルでいいよ！」

「いいから、行くぞ。なるべくしゃがんで、物もの陰かげを伝って移動するんだ。ピューマは耳がいいぞ。あまり近づくな」

「うーっ。おぼえてなさいよ」

　アリスは移動を開始する。着ているお子様ドレスのスカートが、歩くたびに空気が入ってボフボフ鳴る。まあ遠ければ気づかれないだろうと指し摘てきせずにいたら、アリスはおもむろに小さなナイフを抜ぬいてスカートを膝ひざ上うえで裂さき始めた。かぼちゃなぱんつ丸見えだ。

「……羞しゆう恥ち心しんはどこに置いてきた？」

「あらやだ。ミスターったら、あたしのスカートの中身が気になるのね？」

「ムリ」

「ちょっと、ムリって何！　失礼しちゃうわ」

　裂き終わった布地を投げた先から、ジジジ──と虫の鳴き声のような音が聞こえてくる。アリスはいきなり茂しげみに身を躍おどらせ、何かを摑つかみ取る。猛もう毒どくで有名な蛇へび、サイドワインダーだ。

「おまえッ……素す手でで!?」

「肉は固いけど栄養食だし、皮はジャクリーンの雑貨店に買い取ってもらえるのよ？」

　ナイフを突つき立てようとするアリスに、断固として命じる。

「棄すてろ」

「え。うそ、鬼おに？　悪あく魔ま？」

「いいから棄てろ。蛇へびはアタマを切っても長時間動き続けるだろうが。ジージー鳴らしながら追つい跡せきできるのか、おまえは？」

「……いぢわる」

　泣きそうな声だ。崖がけ際ぎわに寄って蛇を転がす。

「バイバイ。五ディル──バイバイ。ロリポップと、ステキな幻げん灯とう映写会……」

「復ふく讐しゆうとどっちが大事だ？」

「ミスターはとんだサディストやろーだわ。そうにちがいないわ」

「おまえとは一生会話が嚙かみあわない気がするな」

　命の応おう酬しゆうの最中に珍ちん道どう中ちゆうをくり広げるのだから、小物が一〇回転半くらいして逆に大物と言えるかもしれない。

　ザク切りスカートの効果か──忍しのび足あしはかなりの成功を収めている。足音どころか土つち埃ぼこりもたてず、台地を下りていく。

「慣れているな」

「師し匠しようがいるのよ」

　いったい何の師匠だ……アホの師匠ではあるまいな。修しゆ行ぎようの成果だとしたら見事すぎる。

　ピューマは吊つり橋ばしを平然と渡わたり、人の道を通って峡きよう谷こくを下りていく。

「サンドバレーに向かってるわ。クラップウルブスの隠かくれ家がよ」

　ギャングか。ということは、この魔ま女じよ崩くずれはスポンサーをみつけたことになる。普ふ通つう、魔女を養うのは先住民エルダーズだが、大陸人を相手にしだしたわけだ。ゾォード以外に、こんな荒あら技わざを考えるヤツがいるとはな。本気で潰つぶしておくか？

　…………いや、どうでもいい。世界を揺ゆるがす凶きよう気きの魔女に育つわけでもない。アリスも復ふく讐しゆうの真ま似ね事ごとをすれば気が晴れるだろう。さっさと終わらせて埋うめてもらおう。

「警けい戒かいしろ。見張りがいるはずだ」

「高台に一人。ライフルを持ってるわ。あと崖がけの中腹に一人。あそこよ」

　……こいつ、本当に目がいいな。

「この位置から追ったら連中にバレるな。迂う回かいして谷へ下りられないか？」

「任せて。みつからないでキャンプに行けるわ」

「…………初めてじゃない、のか？」

「話したじゃない。クラップウルブスがお宝持ってるって」

　ギャングのお宝狙ねらう気だったのか……。呆あきれるほど実行力のあるアホだ。

「まあいい。行けるなら行け」

　アリスは峡きよう谷こくの裏に回りこむと、崖がけの割れ目クラツクを通って中腹に入りこみ、見張りの背後を通り抜ぬけ、茂しげみや岩場を利用して器用に侵しん入にゆうしていく。見張りは他ほかに八人ばかりいたのに、どれも巧うまく避さけて、谷底にある隠かくれ家がに辿たどり着いてしまった。

　惚ほれ惚ぼれするような手て際ぎわだ──さすがに、単なるアホではないと認めざるを得ない。

　篝かがり火びが四つ。焚たき火びが一つ。護衛が六人。十二頭の馬と、大きな天幕がみえる。天幕の中には木箱やタル、粗そ末まつなベッドがたくさんあり、寝ねているギャングもいる。小屋を建てようとしているのだろう。天幕の手前に切り口の雑な木材が三角積みしてある。

　一番奥にあるベッドに女の姿があり、ピューマを撫なでている。ランタンで女の顔が見え……、

「……バカな…………」

　思わず声を漏もらしてしまった。
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　自分の視覚装置の故障を疑う。心臓に悪い。わたしに心臓はないが。

「……ねえ。あたしの目がおかしいのかしら。あの女の人、肌はだが青色にみえるわ」

「あっている。あれは青い肌ダークブルー・スキンだ。メソディアンという古代文明人の末まつ裔えいだ」

「メソ……？　さっき言ってたアレ？」

「そうだ。滅ほろびた文明。ラテン人入植の際に根ね絶だやしにされた民族で……生き残りはいないはずだった……」

「でも、いるわよ？」

「そこが問題だ」

　じっくりと観察する。細い吊つり目めに、薄うす笑わらいするような表情に、細かく編みこんだ黒くろ髪かみ。着てるのは先住民の毛皮ドレス。骨などで造った呪じゆ物ぶつもぶら下げている。

　似てる。似すぎてる──。

「もしかしてミスターは彼女を知ってるの？」

「ゾォードという最悪の魔女マスクが、かつていた。魔女のくせに文明人を操あやつり、戦争を引き起こしたバカだ。彼女もメソディアンなのだが」

「本人なの？」

「いいや。六〇年前の話だ。別人だろう。だが……、」

　言う前に、もう一度メソディアンの顔を確かめる。

「……そっくりだ。年は下だが、うり二つだな。子孫かもしれない」

「あいつを撃うてばいいのね？」

「待て。この距きよ離りでは届かない」

「拳けん銃じゆうって意外と使えないのね」

「──ケンカ売っているのか？」

「あーらごめんなさい。ミスターも拳銃でしたわね」

「近づいたら見張りも相手にすることになる。護衛で全ぜん弾だん使ったらピューマの餌え食じきだ」

「武器を奪うばえば？」

「ピューマの全速力をナメるな。拾う間に嚙かまれている。そいつをいなしても、寝ねている連中が起きて撃ってくる」

　詰つみ──だな。魔女だけでも怖こわい相手なのに、人数が多すぎる。

　おまけにわたしの持ち主は銃じゆう撃げき戦初体験バージンときた。どうあがいても勝ち目はなさそうだ。

「今夜はこれで退ひくぞ。準備を整えて……」

「ミスター。天幕の中の木箱に、『爆ばく薬やく』って書かれてるものがあるわよ」

「……ッ!?」

　アリスは銃口を木箱に向ける。ＥＸＰＬＯＳＩＶＥＳばくやくと書いてある。ダイナマイトの木箱だ。

　女のいるベッドの手前には酒さか樽だるがある。爆発すれば中身が飛び散って発火するだろう。

　──いけるな。

「よくやった。いいか、まず敵全員の位置を覚えろ。覚えたら月に雲がかかるのを待て。かかったら、足音を殺して三つ先の岩まで移動しろ。そこからわたしを構えて、あの箱に三発だけ撃ちこめ。外れたら全力で逃にげろ」

「残り三発もあるのにッ？」

「二発は追っ手用に残す。一発は最後まで使うな」

「なんでよ？」

「自決用だ」

「……はいぃ？」

「捕つかまったときのおまえの運命を教えてやろう。男たちからくり返し乱暴されたあげく、馬で荒こう野やを引きずり回されて皮ひ膚ふがボロキレのように剝むけるだろう。最後は処しよ刑けいだ。丁てい寧ねいなギャングなら穴に薪まきを突つっこんで生きたまま火あぶりにしてくれるかもしれん。適当なギャングなら岩場に曝さらしてコヨーテに食わすかもしれん。ヤツらは内臓からパクつくから、おまえは自分が食われる感触を味わうかもしれんな……」

「……えっと、」

　アリスは凍こおる。わたしを握にぎる手が、一気に汗あせばみ始める。

「……………………えー…………とぉ……？」

　おっと、迷いが生じたようだな。良い機会だ。こいつにカタキ討うちをあきらめさせてしまえば、すべて丸く収まる。よく考えたら、元々わたしも乗り気ではなかったしな。

「可能性すら考えてなかったおまえのアホさには脱だつ帽ぼうだが、遊びではないのだ。おまえはカタキ討ちという言葉を口にしたが、そいつには途と方ほうもない重みがある。やりそこねれば、おまえの命は相手に握られる。ケンカではない。命の応おう酬しゆうだ。首尾良くいこうが失敗しようが、のちの憎ぞう悪おの火ひ種だねとなる。街には住めない。ギャングだけじゃない。へたすると保安官マーシヤルや住人も敵に回すからだ。すべて背負えるだけの怒いかりを、おまえはまだ持っているか？」

「…………」

「やめてもいい。というか、やめたほうがいいだろうな。もし、ここの暮らしが気に入っているなら……」

「やるわ」

　怖おじ気けづかせようと恐おそろしい言葉を選んでいたときに、言葉を断たれた。

「それでも、やるわよ────ミスター。ジャクリーンは左脚あしを失ったの。あいつのために、一生を台なしにされたのよ。保安官は見て見ぬふりだし、あれだけ失敗したらもう討とう伐ばつ隊は出ないわ。やるしかないの。あたしがやるしかないのよ」

　奇き妙みようなデジャヴが、わたしを凍こおりつかせた。

『何を失っても思い知らせるのよ。ゾォードに……ッ、史上最悪の魔女マスクに、この真まっ暗くら闇やみの痛みを刻んでやるッッ！』

　あのアリスと同じだ。このアリスも、瞳ひとみに地じ獄ごくを宿している。

　一五、六の小こ娘むすめのする目ではない。怒いかれる猛もう禽きんの瞳ひとみだ。

　関かかわるな、と心が警告を発する。にも拘かかわらず、わたしは自分でも驚おどろくほど、すんなりとこいつの意志を受け入れた。

　たとえ〝偶ぐう然ぜんみつけた紛まがい物もの〟だと理解していても、《復ふく讐しゆう者》アリスの面おも影かげは──、わたしにとって起き爆ばく剤ざいすぎるのだろう。

「…………了りよう解かいした。連中と弾だん丸がんを交かわそう」

　渓けい谷こくに闇やみが下りる。月を浸しん食しよくしている雲の長さを測る。

「すぐかかれ。時間はない」

　闇に紛まぎれてアリスは進む。

　一つ目の岩を通り過ぎる。見張りが気づく気配はない。明かりが炎ほのおだけになったので、長い影かげがアリスの背後に落ちている。

　二つ目の岩を通り過ぎる。見張りはまだ気づかない。傾けい斜しやがゆるまってくる。上り坂から、徐じよ々じよに下りに。

　三つ目の岩に着く。アリスはかなり抑おさえて囁ささやく。

「もう一つ先の岩まで行けるわ」

「やめておけ。下り坂だから、火に煽あおられて影がみえる。闇の中で影が動くとかなり目立つ。遠くてもここから狙ねらえ」

　アリスは両手でしっかりとわたしを構える。

　距きよ離り、二三バレッセル。ベテランでも一発目は〝棄すてる〟覚かく悟ごのレンジだ。正直、このアリスでは三発撃うっても危ないレベルだろう。

　だが、敢あえて──この距離だ。オフェンスは大事だが、撤てつ退たいのことまで考えれば、ここから狙うより他ほかない。

　アリスの掌てのひらがぐっしょりと汗あせばむ。

　銃じゆう口こうに微び細さいな震ふるえがある。呼吸が悪いな。囁き声で諭さとす。

「アリス……一回深呼吸。で、ゆっくり息を吸え。撃つ瞬しゆん間かんに息をとめろ」

　すぅ、と──深呼吸。銃口の震えが抑よく制せいされる。力を入れすぎてガチガチになっていたのだろう。アリスの瞳ひとみに、猛もう禽きんのような鋭するどい輝かがやきが宿る。

　デジャヴが、わたしの心を貫つらぬく。

　死んだ魔ま女じよの家で出で逢あった、猛たけ々だけしい《ライトニング・ワイルド》との旅が、鮮せん烈れつに甦よみがえる。

　あのアリスも、こんな瞳をした────譲ゆずれない戦いを、迎むかえたときに。

「アリス…………」

　咆ほう哮こうのような銃声が、わたしの想おもいを吹ふき飛ばす。

　我に返ったとき、銃身は反動リコイルで跳はね上がっており、状じよう況きようの認にん識しきが遅おくれた。だから爆音と同時に飛んできた木材に対して、有益なアドバイスができなかった。

「やッ──ンきゃあ！」

　木材にぶち当たったアリスが悲鳴を上げて吹ふき飛び、背中を打ちつける。

　大爆発。一発で……当てやがった！　まぐれ当たりもここまでくると魔法だ。

　馬がパニックを起こして派手にいななく。逃にげだした一頭が真横を駆かけ抜ぬけていく。アリスの腕うでを、紙かみ一ひと重えで蹄ひづめがかすめる。爆ばく煙えんが迫せまってきて、何もみえなくなる。

「──撃うたれたぞ！」

「おかしら、無事ですかい」

「死んでたまるか！　見張りはナニしてやがったッ」

　煙けむりの向こうから聞こえる声──全ぜん滅めつしてない。こいつはしくじりアウトだ。

「逃にげろ！」

「背中……くふっ…痛いィ……」

「背中の痛みと生いき埋うめ、どっちがマシだ？」

　へっぴり腰ごしで起き上がり、女走りで逃げ始める。

「魔ま女じよ死んだぁ？」

「判わからない。いまは気にせず逃げろ」

　銃じゆう声せいが二つ。一つが近くの崖がけに着ちやく弾だんして、小石が跳はねてわたしに当たる。

「追ってきてる！」

「無論だ」

「捕つかまったらどうするの!?」

「どうするも何も、捕まったら終わりなだけだ」

「……あーんっ、レイプされちゃうぅ」

「泣くなッッ！」

　銃声。銃弾がアリスのスカートの下をかすめ飛んでいく。

　涙なみだぐみながら腰こしをひねって撃ち返そうとしたので、怒ど鳴なりつける。

「撃つな！　アホ！　撃てと言うまで逃げろ」

「だってぇぇええ──……」

「反はん撃げきはすべきときにするものだ。怖こわいから撃つアホは、死ぬしかないアホだ」

「アホアホ言わないでよ！　傷つくよ！」

　また走り始める。ようやく女走りをやめ、腰こしを下げて全力疾しつ走そうしだした。速い。ウルフを引き離はなしたというのは噓うそではなさそうだ。

　このアホは、一つだけ良いことをした。ふり向いたので追っ手の状じよう況きようが把は握あくできたのだ。

　追ってきているのは警護をしていた二人と、天幕の中で寝ねていた三人。ライフルを持っている者はいない。

　嵐あらしのように銃声が聞こえてくる。アリスの異常な速さに気づいて、引き離されると悟さとったのだろう。威い嚇かくもいいところで、弾道はバラバラ。

「んヒィ──っ」

　髪かみに弾たまが当たって、みっともない悲鳴を上げるアリスに声をかける。

「当たる射しや撃げきじゃない。惑まどわされるな」

「絶対!?」

「絶対──ではない。弾たまなど当たるときは当たる。あきらめろ」

「人生かかってるのにあきらめろ、って！　ミスターはいいよね！　死なないしッ」

「死なないな」

「死ねばいいのにッ！」

「……まったくだ。本気で死にたいと願ったよ。あいつが──『生きろ』と埋うめた。一いつ緒しよに滅ほろんでいくことを、選ばせてくれなかった……最後に裏切ったんだ」

「…………ミスター・マグナム……？」

「死ねれば、アホ娘むすめに掘ほり返されることはなかったし、こんなところでギャング相手に負まけ戦いくさをしかけることもない。いま頃ごろは地じ獄ごくで責め苦に浸ひたれていただろう」

「………………」

「もしこの命で、あいつの身代わりになれたのなら──喜んで差し出した。わたしは生き延びる代だい償しように、大事なものを失ったのだ……」

「……ミスターは、おバカさんだね」

「はあ？」

「その〝あいつ〟さんは、きっと幸せだよ」

　月が雲を抜ぬける。月明かりに照らされて、アリスの微ほほ笑えみがみえる。

　銃じゆう弾だん飛び交かう中──、

　走りながら──、




　アリスは天使のように微笑んでいるのだ。




「相手にとってもミスターが大事だったのよ。裏切りなんかじゃない。きっと犠ぎ牲せいになったとも思ってないよ。

　愛情だよ。

　ミスターを愛してたんだよ。愛する人に生きていて欲しい、って願っただけだよ。ミスターがそう願ったように……ね」




　電でん撃げきのような閃ひらめきが、我が身を刺さし貫つらぬく──。

　小アリスの語った言葉が、在ありし日ひのアリスの言葉のようにわたしを射たのだ。




『あたしが巡めぐり逢あったのは……最高の銃じゆうだったわ』




　最後の言葉が、脳裏に甦よみがえる。

　アリス──……‥

　六〇年の歳さい月げつは、わたしから哀かなしみを奪うばったように思えた。だが──ちがう。哀しみがあきらめにすり替かわっただけにすぎない。

　そうだ。わたしはあきらめている。

　生きることをあきらめ──、

　世界に関かかわることをあきらめ──、

　愛することをあきらめ──、




　戦うことを──あきらめている。




　アリスが言ってくれたような、最高の銃じゆうになることを──あきらめている。




　銃じゆう弾だんの風圧が銃身をかすめる。

「アリス……生き残りたいか？」

「生きたいわ！　帰って、ロリポップを二本同時に舐なめたい！」

「そいつはクールな動機だな」

　銃を握にぎる手は、大アリスのものより小さくて頼たよりないが──こいつが、いまの主人マスターだ。

　ならば、死なせるわけにはいかないッ!!

「左の斜しや面めんを駆かけ上がれ！」

「めっちゃ撃うたれそうだよッ？」

「ギャンブルは人生の常備薬だ」

「自分が死なないからってムチャ言って！」

　アリスは助走とばかりに猛もう然ぜんとダッシュ、砂すな埃ぼこりを上げて急斜面を駆かけ上がる。速度が落ちたところを狙ねらって、激しい銃じゆう撃げきが起こる。

「バックハンドで一発撃て！　適当でいい！」

　わたしを逆さに持って、片手で後方射撃。ギャングの一人が悲鳴を上げて転てん倒とうする。って、当てやがった!?　まぐれマスターめ。おかげで威い嚇かくが弱まったが。

「肩かたが痛いィ……」

「ちゃんと両手をつかえ！」

　坂を登りきる。

「伏ふせろ！」

　せ、の時点でもう前転している。ライフルの弾たまが、アリスの背中スレスレを抜ぬけていく。見張りが反対の斜面に一人いるのは確かく認にん済みだ。

「三時方向の岩場までダッシュしろ！」

　猫ねこのようにしなやかな動作で起き上がり、腰こしを屈かがめたまま信じられない速さで走りまくる。ライフルの追つい撃げきは三発あったが、どれも予測射撃が遅おくれ気味だ。

　岩場に入ってカバーさせる。

「深く息をして空気を取りこめ！　五秒やる」

　アリスはすーは、すーは、と深呼吸して──、

「ＯＫ、そこまでだ。息を殺せ。月の方向に伏ふせろ。追っ手が登ってくるはず。枯かれ草くさがあるだろう。陰かげにしろ。草の中にわたしを入れて、輝かがやきを殺せ」

「狙ねらいがつけられないわ」

「勘かんでつけろ。もう喋しやべるな」

　緊きん張ちようした面おも持もちで押し黙だまる。呼吸が、一番大きな音になる。

　アリスがビクッと動いた。手にサソリが乗っている。枯れ草の中にいたのだろう。

　動くなよ……？　声に出さないが、アリスに伝わったようだ。

　自分の手の上でサソリが這はい回る様子を、固かた唾ずを飲んで見守っている。

　足音がする。二つだ。ミモザの幹の陰で、チラッと人ひと影かげが動く。ブリッスル・ブッシュの茂しげみが遮さえぎっているので精確な位置が判わからない。

　まだ撃うつなよ……？　伝わっている……のか？　アリスは微び動どうだにしない。

　サソリは、アリスの手からわたしの銃じゆう身しんに移る。アリスが小さく息をつく。

　ゆっくり銃口を移動。ブッシュにポイントする。サソリがシャッと攻こう撃げきの構えを取る。

　ちらちらと、陰の中で影が蠢うごめく。

　確信するまで撃てない。撃てないということを、アリスは判わかっているようだ。いや……判っているのか？　判っていると思いたい。

　パキ、と枯れ木を踏ふみ割る音。そこに銃口が据すえられる。アリスが唾つばを飲んで……息を止める。茂しげみが割れる。人影がぬっと現れ──、

　ドゥッ!!　──と、轟ごう音おんがわたしから迸ほとばしる。人影が後方に吹ふっ飛ぶ。立て続けに銃声。茂みの中から発射炎マズルフラツシユが連続して放たれる。宙を舞まったサソリが弾たまに当たって四散する。

　アリスは横にローリングして銃撃を避さけ、わたしを構える。舌なめずりをして、撃たれながらも慎しん重ちように狙い、引き金を絞しぼる。狙いすまして放たれた弾丸が、相手の銃撃を終息させる。

「……がッ、ぐう──ッ」

　生きている。トドメを刺さそうと起き上がろうするアリスを窘たしなめる。

「よけいなことはするな。逃にげろ」

「百エルクの賞金首よ？　ピストルの弾も拾えて……」

「ライフルで狙われたいのか」

　アリスは口を尖とがらせ、岩の陰に戻もどる。

「反対の斜しや面めんを下って、全力疾しつ走そうだ」

「そっちには河が……」

「いいから逃にげろ！」

　岩場を離はなれて走りだすと、またライフルが狙ねらってくる。二発目がアリスの髪かみをかすって、「ィィいッ」と小さい悲鳴を上げさせる。

　垂すい直ちよくに近い崖がけを尻しりで滑すべり下り、転がりながら道に出て、走る。左手に断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの谷たに河がわが見えてくる。落ちたら無事に済みそうにない高さだ。奥に吊つり橋ばしがある。

「渡わたれ！」

「だいじょぶなのッ？」

「知るか！」

「もうイヤ！　ミスターの作戦って全然テキトーじゃない！」

「臨機応変と言え」

　背を屈かがめて疾しつ走そうし、吊り橋に突とつ入にゆうする。後方から銃じゆう撃げき。吊り橋のロープをかすめる。マズイな。ヤツら橋を落とす気か。

　吊り橋の中央に来ると揺ゆれが激しくなり、アリスの走行速度が目にみえて遅おそくなる。ここぞとばかりにライフルの連中が撃うってくる。床ゆか板いたが弾たまで割れる。古すぎて脆もろくなっているのだ。

「早く！」

「判わかってるわよ、ミスター。でも、揺れ……ひっ」

　アリスの前髪をかすめる銃じゆう弾だんがあった。おかしい。方向が逆だ。アリスも察したらしく、橋の向こう側がわをみる。

　橋の出口に立ちふさがる、瘦やせぎすの白人。彫りの深い顔立ちが闇やみに沈しずんで、眼光が不気味に浮かび上がっている。黙だまっているだけで女が寄ってきそうな、引き締しまった男前だが、殺気が強すぎて恐おそれしか湧わかない。騎士連合王国ランスランドの牧師が着る、特とく徴ちよう的な黒のコートローブを見にまとい、ネックレスとしてどでかい鋼こう鉄てつの十じゆう字じ架かを吊り下げている。

「牧師が……ギャング？」

「ちがうな。腕うでがキレすぎている。あの服は、弾よけだろう」

「当たりだ。信心深いヤツなら撃つのをためらう──、って寸法さ」

　その手にあるヴォルカニック・ピストルが月明かりを受けて鈍にぶく閃ひらめいている。旧式のレバーアクション拳銃だが、さきほどの射撃で腕前は相当のものであることは判っている。

　こいつはギャングじゃない。プロだ。息をするように銃を扱あつかうたぐいの連中──。

　最後の最後で、とんだジョーカーが現れたものだ。

「アリス。止まれ。次は心臓に当ててくる」

「外れるかもしれないじゃない」

「当ててくる」

「絶対？」

「絶対、だ──」

　ようやく事態を察したのだろう。アリスは唾つばを飲みこむ。追っ手が駆かけつけてきて、橋の入り口をふさぐ。進路も退路も断たれた──万事休す、だ。

「──チャームガンか？　お喋しやべりしてるってこたぁ、北の魔女マスクの出物だな」

「詳くわしいな。だったら、わたしを売れば充じゆう分ぶんだと判わかるだろう。この娘むすめは見逃のがせ」

「そいつァ俺が決めるこっちゃねえ」

「俺が決めンだよ」

　後ろから聞こえたのは、リーダーの声だ。橋の袂たもとまで寄ってきている。

　鼻に瘤こぶのある、かなり大おお柄がらな男だ。その後ろに、青い肌はだの少女が従っている。顔半分の肌が醜みにくく焼けただれていて、その原因を作ったアリスに憎ぞう悪おの目を向けてくる。

「よくやった、サイラス……」

　サイラスだと？　親しみ深いが、いま聞きたい名前じゃない。その名は、六〇年も前の記き憶おくを掘ほり返してしまうからだ。

「あんたもダテにバンプなんて呼ばれてねえな」

「──ッ!?」

　ちょっと待て……いま聞き覚えのある通り名が飛び出たが……？

　落ち着け。こんなスマートなバンプがいるはずない。なにせヤツの死因は太りすぎ。騎き兵へい隊たいに追われて息が上がり、捕つかまってジ・エンドだ。

　バンプは左手でポーチをあさり、何かを取り出している。そのとき、ヤツの持ってる銃じゆう身しんの側面にドクロの浮き彫りレリーフがみえた。おいおい……見覚えある装そう飾しよくだぞ……。

「あんた……サイラス・キングじゃないだろうな？」

「アァ？」

　取り出した何かを、口にくわえかけたところで──サイラスはわたしに目を向ける。

「なんで俺のフルネーム知ってンだよ？」
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　サイラスがくわえたのは、バッファロー・ジャーキーだ。

　魔ま女じよが叫さけぶ。

「その者は赦ゆるせない！　我がシモベを殺あやめたのだッ」

　リーダーが笑えみを浮かべる。

「落ち着けよ、ゾォード。嬲なぶるにも段取りがある。そいつがギャングってもんだ」

　………………いかんな。

　どうも、これは夢の続きらしい。でなければ、この山盛りのデジャヴが説明つかない。

　前にバンプ、後ろにゾォードがいて、わたしを握にぎるのはアリスだ。〝六〇年後の偶ぐう然ぜん〟なんて笑って済ますには、どうにも腑ふに落ちない。

　イヤな想像が、さっきからチラチラと脳裏をよぎっている。だが……そいつを認めるのはナンセンスだ。クールを売りにするサラマンデル45マグナム・チャームガンの名がすたる。

　冷静になって論理的に考えろ。ありえるわけがない。




　────過去のスモーキー＆ロックスに、飛ばされた──なんて、な。




　六〇年の経年はどう説明つける？　埋うめられた場所だって移動している。だが、なぜだ？　なぜ、そう考えると、つじつまが合ってしまうんだ……？

　バカバカしい。気のせいだ。夢なんか観みるようになったから、この始末だ。

　リーダーがギャングどもに命じる。

「女を捕つかまえろ」

　三人が、ピストルを構えながら吊つり橋ばしを渡わたってくる。

「ミスター……」

「弾たまは残っているぞ。アリス。いたぶられて果てる最後ラストがお望みか？」

「……だよね」

「と言いたいところだが、気が変わった」

「は？」

「わたしはクールを売りにする論理派だ。このトチ狂くるった事態を認めるわけにいかないが、おまえのそのアホさに中毒アテられたらしいな」

「またアホって言って！」

　笑えるではないか。このわたしが、こんなことを思う日が来るなんて。《復ふく讐しゆう者》アリスよ。笑うがいい。わたしはいま、こう思っている。

　理り屈くつなど──クソくらえ、と。

「信じることにする。おまえを、そして未来を──な」

「……ミスター？」

　胸にこみ上がる直感の刃やいばで、断ち切るのだ────理性の壁かべをッ！

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　アリスの肉体にある残留オロゴをわたしに集める。

「…………え……？　光ってる……？」

　わたしのボディが赤しやく銅どう色いろの光に包まれ始める。

　信じれば救われる、なんて牧師は言うが、機械のわたしに神の加護があるとは到とう底てい思えない。

　だが、わたしがアリスを信じたことで状じよう況きようが一変したのは事実だ。

　通常なら人の体内に蓄積されたオロゴの量では、原材料もなしに精製など出来ない。

　しかし、不可能をやれる人間が一人だけいるのだ。

《ライトニング・ワイルド》アリス──魔ま女じよさえうらやむほどの、常識を超こえる精せい霊れい体質を持つ彼女なら、オロゴの地以外での触しよく媒ばいなし呪物精製クラフトを実現できる。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈いのる──インスタント・クラフト、赤き燃やし尽くす風アシール・ウノレ》」

　ガコッとシリンダーが回り──赤しやく熱ねつするほど高速回転し始める。銃わたしの表面が炎ほのおを発し始める。

　インスタント・クラフトとは、その場限りの刻紋を弾だん丸がんに付与する機能。弾丸精製と同じように一時間しか保もたないが、すぐさま使うこの状況なら問題ない。

　魔女が目を見張る。

「──刻紋弾エンブレムド・バレツト、体内精製だと……？　バカな……不可能だ」

　そうさ、ゾォード。驚おどろいたろう。おまえを倒たおすためにダズリリが生み出した、最強のチャームガン──それが《わたし》だ！　この時代の水準を遙はるかに超える機能が搭とう載さいされている。

「いくぞ、アリス……」

　アリスの目に猛もう禽きんの鋭するどさが宿る。静かにわたしを構え、ギャングたちに向ける。

「仕し掛かけてくるぞ！　撃うて！」

　リーダーの命令と共に、一いつ斉せい射撃が開始される。弾たまがアリスの頰ほおをかすめる。

　狙ねらいすます。通過する弾が腕うでをかすり、軽く裂さけて血が出ても──微び動どうだにしない。

「それで良い。死を恐おそれるなら、弾丸は裏切る」

「みえたわ。これなら当たる」

「なら、おまえの呼吸で引き金を絞しぼれ。狙ねらうは一発五殺ワンシヨツト・フアイブキル──だ」

　バンプの声が背中からかかる。

「待て！　俺を忘れてもらっちゃ困るぜ」

「なあ、バンプ……」

「アッァ？」

「ロスアデーロのマリアが、おまえの留守中にエンジェルと浮うわ気きしているぞ」

「……ウソォォオオオ！」

　悲鳴の語尾と同時に、アリスが撃うつ。

　銃じゆう口こうから飛び出たのは弾だん丸がんではない。炎ほのおの竜たつ巻まきだ。吊つり橋ばしを炎えん上じようさせ、ギャングの手下を炎に染め上げる。リーダーも燃えた──だが──、

　ゾォードが、リーダーを盾たてにして炎を逃のがれ、背中に火がつきながらも転げ出る。

「クソッ、魔ま女じよを逃した！　もういっぱ……」

　言葉の途と中ちゆうで吊り橋が崩くずれる。アリスは左手でロープを摑つかみ、なんとかぶら下がり──、

　片手で撃つ。ゾォードの背に当たって血ち煙けむりを散らせた。

「やったか!?」

「わかんないッ……あっ」

　ロープが揺れ、アリスの手がずり、と落ちる。

「エンジェルは俺の親友だぞ！」

　崖がけの上にバンプの影シルエットがある。撃ってきた。アリスの手のロープを狙っている。

「てめえ噓うそもいい加減にしやがれ」

「いま指輪を買おうと悩なやんでいるだろうッ？　いいか、買ったら最後だ。渡わたせなかった指輪を女め々めしく持ち続け、一生そのことを根に持ってグチグチ言い続ける。おまえはストレスでジャーキーを食い続け、タルのような腹になる！」

　もう一発。今度はロープをかすめる。

「判わかったような口をきくな！」

「帰ってマリアとエンジェルを同時に抱だきしめろ！　許して二人を祝福してやれ」

「許せるかよッ！　ホントだとしたら弾丸タマをぶちこんでやる」

　さらにもう一発。ロープが半分に切れる。

「……ミスターァァ挑ちよう発はつやめて！」

「挑発ではない、説得だ！」

　バンプがいる辺りからリロードの音がする。チャンスだ！

「いいか、バンプ。おまえは何度も二人を撃とうとしたが、撃てなかった。エンジェルへの友情と、マリアへの愛が、憎にくしみを上回ったからだ！」

　バンプが嗚お咽えつしながら叫さけぶ。

「んなわけねえよッ！　俺は非情なるぶっ殺しバンプ野や郎ろうだぜ……」

「そいつは虚きよ勢せいだ。優ゆう秀しゆうな兄への劣れつ等とう感が生んだ偽りペルソナだ！　心を取り戻もどせ、バンプ」

「……なんでおめーは、俺のこと全部知ってんだょう……？　やめろよ……胸が抉えぐられたみてえにいてえよォ……」

「なぜ撃うたねえ!?　そいつを始末しろ！」

「うっせえ！」

「サイラスが裏切りやがったぞ！　撃……」

　銃じゆう声せいが五発──。ギャングが一いつ斉せいに倒たおれる。さすがバンプ。この頃ころから、かなり強いな。

「……くそったれ……ロスアデーロに戻るぜ。おい、チャームガン──噓うそだったらてめえを製鉄所の釜かまに放ほうりこんでやる」

「そのかわり、本当だったら二度とジャーキーを口にするな。いいな？」

「本当だったら、な」

　バンプの足音が聞こえる。遠ざかっていく。

「……本当に説得しちゃった」

「なあ、アリス……」

「ん？」

　真実が────言葉を重くする。

　あのバンプは、わたしの知るバンプと同じ過去を持っている。ならば疑いの余地などない。

　このアリスは、あのアリスなのだ。わたしが愛した、世界で最高の相棒──。

《ライトニング・ワイルド》アリスの少女時代なのだ。

「…………ただいま」

　思えば、奇き妙みような一言を放ってしまったものだ。アリスの立場からしてみれば、どこから帰ってきたの？といったところだろう。なのにこのアホは、アホゆえに、すべて察してしまうのだ。

　雲の切れ間から、月が顔を出す。

　月明かりに照らされる──限りなく優やさしい、微ほほ笑えみ。

　六〇年ぶりの懐なつかしい微笑みを浮かべながら、たった一言、答える。




「おかえり──……‥」




　言い終えた途と端たん。

　ロープが────────切れた。




　あああ落ちていく──絶望感がこみ上がる。アリスの悲鳴もうっとうしい。

「濡ぬらすなよッ」

「へえええあああァ？」

「わたしを濡ぬらすな！　絶対に濡らすなよッ、たとえおまえが死んでもだ！」

「ムチャ言わな──、」

　壮そう大だいな水音と、水しぶきが上がる。死サビをもたらす、あの憎にくき水滴が降りそそいでくる。

　全水没──だけはギリギリ免まぬかれたが、濡らしやがった！　クソったれ小娘めフアツキン・ガール！

「七滴濡れたぞッッ！」

「沈しずみこむのを岩蹴けって防いだし、片かた腕うで上げて急流泳ぐあたしってかなり凄すごいと思うよ！」

「これ以上濡らしたら呪のろうぞ！」

「へっ!?」

「胸が大きくならない呪いカースをかけてやる！」

「やめっ…ぶ……うぷヴぇッ！」

　沈むッ！　手首まで沈みきって──なんとか泳ぎを立て直す。

「ぷはァ、スイカみたいな胸ウォーターメロンになる予定なんだから、やめてェッ！」

　残念なお知らせがあるぞ、アリス。

　おまえの胸はどうあがいても《リンゴ》で決着する──。
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　察して欲しい。

　目覚めたら時間を遡さかのぼっていたなんて、ジョークにしたってタチが悪い。

　そんな話、酒場の酔よっぱらいだって信じやしない。

　ましてや、スモーキー＆ロックスの生ける伝説、偉い大だいなるガンファイター、ライトニング・ワイルドが──、

　少女時代、想像を絶する──、




　アホ────だとは。




「なんでなのよっ！　ちょっとぉ……ッ」

　鉄てつ格ごう子しをガンガン叩たたいて叫さけぶアリス。ここはショートリーフの保安官事務所だ。わたしは牢ろうの前にある机に置かれ、ホルスターから出され、シリンダーと弾たまを抜ぬかれている。

「ピート、出してよ！　友達でしょ？　友達よね？　チョコレート分けあった仲じゃないの」

　保安官助手のピートがため息をつく。

　いや、判るぞ。ピート。こいつは、ため息に値あたいするアホなのだ。

　さて、こいつがしでかした失敗を語る前に、伝えるべき事こと柄がらが一つ。クラップウルブスのリーダーであり賞金首ガラルド、それとギャングどもの死し屍し累るい々るいは、アリスの証言通りに発見され、めでたく賞金が転がりこんできた。

　アリスは意気揚よう々ようとわたしのホルスターと45口径の弾一二発とぺろぺろキャンディロリポツプを二つ買い、両頰ほおに頰張って舐なめながら幻げん灯とう映写会を堪たん能のうした。

　わたしは「そんな場合ではない」と散々窘たしなめた。ギャングの死体は発見されたが、メソディアンの魔ま女じよの屍しかばねはなかったというのだ。

　ここは過去の世界。いまはおとなしくとも、ゾォードがいずれ魔女戦争ウイツチ・アツト・ウオーを引き起こすのは間ま違ちがいない。そうなれば大勢死ぬ。アリスの仲間だけでなく、無関係の人々まで死んでいく光景を見続けてきた。あんなのは、もうたくさんだ。止めなくては──。

「おい、アリス。出ろ」

「まだ上映終わってないもん」

「ゾォードの件がまだだ。いますぐに追え。付近の医者をあたれば……」

「んー、ハイハイ」

　と、この調子だ。ついている耳は飾かざりらしい。こいつにも、この街にもウンザリだ。

　ショートリーフはスモーキー＆ロックス西南、デッドロック砂さ漠ばくに片足突つっこんだところに位置する街道の宿場街で、娼しよう婦ふと酒の街として細々とした営みを続けている。建物の多くは継つぎ目めの粗あらい板いた壁かべに板いた床ゆかで、生活のすべてを砂埃スモークにまみれて暮らすことになるが、文句を言う野や郎ろうがいやしないという狂くるいっぷりである。幻げん灯とうの小屋があるだけマシとも言えるが、砂さ漠ばくのほとりにある街なんてのは、〝ロクでもない〟と同義語だ。

　砂漠が遮さえぎっているのでラテン人の姿も、先住民エルダーズの姿もあまり見かけない。

　ラテン人とは黒くろ髪かみ、色黒の民族でスモーキー＆ロックスと国境を接する《新ラテン共和国ヌエボ・ラテイウム》という国の住人。バンプが帰った先、ロスアデーロもここにある。ヤツは騎国人ランスランダーだが宣教師だった父に連れられ、幼少時代をロスアデーロで過ごした。なのでラテン語もペラペラだ。

　先住民エルダーズのほうは古くからこの大陸に根ざした狩しゆ猟りよう農耕民族。浅黒い肌はだと東洋っぽい顔立ちをしており、独特の文化や思想を持っている。開かい拓たく者として乗りこんできた大陸人コモンズは、エルダーズから土地を奪うばい、居留地に押しこめてしまった。

　ラテンも先住民エルダーズもいない、というのは揉め事トラブルが少ないということだが、こういう街には大陸人の無頼漢クソツタレが集まってきやすい。アリスも、帰る道すがらクソッタレに出で遭あったわけだが。

　夜といえど、ショートリーフで一番大きな通りだ。その通り中に響ひびき渡わたる悲鳴が聞こえた。

　アリスはぽろっとロリポップを落とし、声の発生源へと駆かけ寄った。ナイフを持った紳しん士し服ふくの男が、白いドレスの女の髪を摑つかみ怒ど鳴なり散らしている。ドレスには血もつき、泣なき叫さけんでいるにも拘かかわらず、通行人はそしらぬ顔だ。

「……どうしてよ？　誰だれも助けないなんて」

「相手が娼婦だからだろう」

「娼婦じゃないわ」

「はあ？」

「あたしのお姉ちゃん、よ──」

　新品のホルスターから、わたしが引き抜ぬかれる。

「ちょっと待て、アリス。冷静になれ！」

「お姉ちゃんを放はなせ、オカマヤローッ！」

　男はナイフをこっちに向ける。

「──アリスッ!?」

「ンだと？　いまなんて言った、この小こ娘むすめ」

「女の誘さそいを断るヤツと、女を殴なぐるヤツは──オカマヤローなのよ！」

「やめるんだよ、アリス──こいつはッ」

「お姉ちゃんを放せ！　でないと、」

「でないと、何だ？　撃うてるか。なら撃ってみろ！　ほら、ここだ。俺の心臓はここだぞ。ハッハ……」

　笑いの途と中ちゆうで銃じゆう声せいがした。血が染しみていくジャケットをみて、男が泣きそうな顔をして──崩くずれるように倒たおれる。

「右にズレたわ。ごめんなさいね」

　悪びれもせず言ったものだ。

　いやはや。自分の銃腔ボアを滑すべり出た銃じゆう弾だんだとはいえ、こいつは信じがたい。銃を持たせた途と端たん、街まち中なかで発はつ砲ぽうするほどのアホだとは。

　保安官が来る前に逃にげろと警告したにも拘かかわらず、「悪いのはあっちよ」と言い張って残り、姉を医者に連れていき、そこで逮たい捕ほ。で、現在いまに至る。

「ピート、出してよ！　友達でしょ？　目もく撃げき者いっぱいいるはずだし！　証言させれば無罪だって判わかるはずよ！　ねえっ！　あなたが三年前に、ハンスの奥さんの着き替がえを覗のぞいた件は黙だまっててあげるから！」

　保安官助手のピートがため息をつく。五年後に《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》の異名を持つようになる女とは、決して思えない。むしろ似合うのはお間抜けな野蛮人ブルシツト・ワイルドといったところだ。

　とにかくこれで、少なくとも数日の足止めは決定した。ここが魔ま女じよ戦争の過去だとして、動かせる歴史が限られていくということだ。

「──アリス！」

　保安官事務所の入り口に白いドレスがみえる。包帯は巻いてるものの血の染しみもそのままに、アリスの姉が入ってくる。ピートが腰こしを浮かす。

「メラニー、ここに来てはダメだよ。保安官にみつかったら、また……」

「アリス、大だい丈じよう夫ぶなの？　殴なぐられてない？」

「平気よ、お姉ちゃん。でもお金を没ぼつ収しゆうされちゃった……強ごう盗とうしたとかゆわれて」

　メラニーがピートをきつく睨にらむ。

「やっ、僕は反対したし。保安官はあのあと酒場に行ったから、お金は……」

「非ひ道どくない!?　非道いわよね、ミスター？」

　おいおいおい。人がわざわざ沈ちん黙もくしているのに、空気も読まず声をかけるのか。アホめ。アホ・オブ・アホアホのなかのアホめ。終しゆう身しん刑けいになってしまえ。

「もーっ、さっきから何でダンマリなのよう！」

「誰だれと話しているの、アリス……」

「銃よ！　彼はミスター・マグナムなのよ！」

　メラニーはピートと顔を見合わせ──いきなり、突つき飛ばして怒ど鳴なる。

「アリスがおかしくなっちゃったじゃない！　どうしてくれるのッ」

「僕、なにもしてないよ！」

「出しなさいよ！」

「ムリだよっ」

　この妹にして、この姉あり──だな。賢かしこく育ちそうな生活環かん境きようでないことは理解した。親が来ないところをみると、メラニーが娼しよう婦ふをしてアリスを養ってきたってところか。

　メラニーはアリスより数倍整った顔立ちで、華はなやかな双そう眸ぼうもふっくらした唇くちびるも、男の気を惹ひくにはもってこいだ。アリスのようにそばかすもないし、胸も育ちきった丸サボテンのように大きい。さぞかし稼かせげるだろう。

　アリスが勝っているパーツといえば、信じられないぐらい鮮あざやかな赤毛ぐらいだ。赤毛とストロベリー・ブロンドの中間ぐらいの深い色合い。この美術品のような髪かみすらも、荒こう野やをさまよい続けて埃ほこりにまみれさせてしまっている。

　女は、女を意識してこそ女だ──《伊達男スウイート・ガイ》ジギー・ロックウェルの言葉が身に染しみる瞬しゆん間かんである。ちなみに彼は女に撃うたれて、笑いながら死んだ。

「とにかく帰ってくれよ。また保安官が不ふ機き嫌げんになる。もうすぐ保釈金の額が決まると思うし……そしたら、たぶん出られると思う」

「捜そう査さもしてないじゃない！」

「してる……かな？　たぶん……」

　ピートはまた突つき飛ばされた。

「「しなさいよッ！」」

　見事にシンクロしている。さすが姉妹だ。

「……判わかった、僕がするから。とにかく帰って」

　メラニーは人差し指を保安官助手に突きつける。

「しなかったら、あの件バラすわよ。ピート」

「…………え。どの件」

「みんな知りたがると思うわ。追加チップを払はらって、あたしにどんなサービスをさせてるか」

　ピートの顔が、気の毒なほど蒼そう白はくになる。学んだろう、ピート。女には女の弾だん丸がんがあるのだ。

　メラニーは鉄てつ格ごう子し越ごしにアリスと抱だきあい、帰っていった。ピートは机に突っ伏し、死にそうなぐらいに長いため息をつく。

「……巡じゆん回かいに行ってくるよ」

「捜そう査さは!?」

「だから、してくるんだよ。保安官が戻もどってきたら巡回に行ったって言って」

「そうね。賢かしこい選せん択たくだわ」

　ピートはうなりながら身を起こし、保安官事務所を出ていった。

「……閉じこめる側がわのほうがつらそうだ」

「ミスターッ！　なんで喋らなかったのよ！　ヘンな女にみられちゃったじゃないのっ」

「事実だ」

「キィイイイ──っ!!」

　攻こう撃げきしようと鉄格子から手をのばしてくる。どこかでみた光景だな。ああ、そうか。露ろ天てん市いちでみた檻おりの中のサルか。

「メラニーに保釈金を払はらう余よ裕ゆうはあるのか？」

「……微び妙みようかも。稼かせぎは、かなりピンハネされるし。……なに考えてるの？」

「脱だつ獄ごくしたほうが得かどうかをな」

「できるのッ？」

「簡単に考えるな。脱獄の時点で罪を認めることになるし、賞金も懸かかる。いまのおまえが、通りすがりの男から突とつ然ぜん撃うたれて対応できるか？」

「……うっ」

「だから、あのとき逃にげろと言った。手配される前に、この地域を離はなれることができたのに。いま逃げても賞金稼ぎのカモだ」

「ごっ……ごめん……」

「…………アリス」

「あやまってるじゃない……許してよ」

「ちがう。誰だれか来る」

「保安官じゃない？」

「事務所に忍しのび足あしで入ってくる保安官がどこにいる。《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈いのる──蜘蛛霊イクトミの見えざる手》」

　この術はかなり特とく殊しゆな部類に入る。銃じゆうと射手が離れていても発動できるのだ。だが、オロゴをアリスから補ほ充じゆうできないため、わたしの内部に蓄たくわえた少量のオロゴを使うしかない。

「引き寄せろ」

「へ？」

「わたしとシリンダーと弾たまに、『来い』と強く念じろ」

　アリスは目をつむって、手をのばす。みえない力がわたしにかかり、宙へと浮かばせる。あっちこっちに迷走しかけるぎこちない動きだが、なんとかアリスの手元に近づいて──、

　届く直前で床ゆかに落ちる。オロゴ切れだ。チャームが強制終しゆう了りようしてしまった。銃とシリンダーは近くに落ちたが、弾たまはバラけて床に散乱してしまった。

「へたくそめ」

「だってッ──」

「いいから拾え」

　アリスは腕うでをのばし、なんとかわたしを拾い上げる。シリンダーと、弾だん丸がんも一発だけ。

　素す早ばやく装そう塡てんしてシリンダーを入れる。

「構えろ。もう近い」

　アリスはベッドを立てて盾たてにして、わたしを構える──いい判断だ。

　おそらくかなり手て強ごわい。足音の消しぐあいがハンパではない。並みの相手ではないだろう。

　…………足音が止まる。壁かべの、すぐ向こうだ。待まち伏ぶせを、察せられたかもしれない。アリスの手にじわっと汗あせが滲にじむ。

　長い、緊きん張ちようの時間………………いきなりアリスがわたしを下ろす。

「おいッッ!?」

「安心して！　この匂におい、間ま違ちがいないわ。あたしの師し匠しようが助けに来てくれたのよ」

「師匠だと？」

　最初に出てきたのは、双そう頭とうのトマホークだ。柄え頭がしらに骨の輪が取り付けてあり、腰こしの糸巻き輪リールとロープで連結している。この使いこまれた得え物ものを握にぎるのは、信じがたいほど小さな手。

　年の頃ころは一〇に満たないだろう。猛もう禽きんの羽根で飾かざったバンダナを額に巻いた、浅黒い肌はだの幼女が歩み出てくる。

　ベージュの布に奇き妙みようなくり返し模様の刺し繡しゆうを入れた服。へそ出しでスカートはスリット入り、下はクマ足の毛皮ブーツだ。

　背負っているのは弓で、矢や筒づつのわきに毒をつける壺つぼがある。

　長い黒くろ髪かみを二本のみつあみにしているが、長すぎて地面に届きそうだ。

　顔には文字のような黒いフェイス・ペイントがある。チェリーク族の戦士の証あかし──先住民でも最凶暴と名高い、あのチェリークの戦士だ。

「きしゃまはナニをやっとるのら。捕つかまるなろ、もっての外じゃ」
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「すいませーん……」

「待て！　おまえら、平然と話すな！」

　チェリークの幼女が、目を見開きトマホークを構える。

「待って師し匠しよう！　これは話す銃じゆうなの」

「……魔女まよの産物か」

　戦士の証フエイス・ペイントがあるものの、どこをどうみても幼女だ……。

「なぜ、チェリークが文明地にいる？　みつかったら大変なことになるぞ」

「わりぇも望のじよんで来たわけではない。どゆすゆのだ、稲いな妻じゆまよ。逃にげりゅか？」

「稲妻？」

「荒々しき稲妻ライトニング・ワイルドって名前をもらったのよ」

　…………うわ。ライトニング・ワイルドの語源はこいつか。

「……彼女の名前は？」

「アゴちゃん」

　師匠は、鼻を鳴らす。

「アゴンロジと呼べちょいっらろ」

　その名、聞き覚えがある。未来のアリスとわたしが出で逢あった日、確かこう言っていた。

『依い頼らいなんかどうだっていいわ。アゴンロジが死んだのよ？』

　語感から、もっといかつい大男を想像していたのに、ちんまい先住民エルダーズが出てきたものだな。

　出逢いのあと少し話したが、アゴンロジはアリスの最初の仲間だったようだ。そしてこの幼女の《死》が、アリスを復ふく讐しゆうの道へ歩ませる切きっ掛かけとなったとも語っていた。

　アゴンロジの最さい期ごを訊たずねたら、『ケモノに喉のどを嚙かまれた』とだけ答えた。ゾォードを恨うらんでいることからヤツの使い魔フアミリアーがやったというのは間ま違ちがいない。

「どーする？　ミスター。アゴちゃんが出してくれるって」

「…………」

「ミスター？」

　どうする、か──そいつは難問だ、アリス。アゴンロジについていけば、おまえは高い確率で復讐者となる。彼女の死は、魔ま女じよゾォードへの激しい憎にくしみに変へん貌ぼうして、最後までおまえを戦いに狂くるわせ続けた。魔女と対等にやりあったことから、おまえは魔女でもないのに魔女と称しようされ、引き起こされた数々の争いは魔女戦争ウイツチ・アツト・ウオーと呼ばれるようになる。

　スモーキー＆ロックスを血に染め、北部までをも争乱に巻きこみ、大陸を震しん撼かんさせる大戦争を引き起こしたのは、ゾォード以上に──おまえでもあるのだ、ライトニング・ワイルドよ。

　これが正しい道だったのか──？

　もっとスマートな解決方法はなかったのか──？

　わたしは、おまえの傍かたわらにありながらも、いつも自問自答していた。ここは重要なのだ。旅の道連れ、という単純な問題じゃない。

　のちに生きた伝説となり、その名カリスマで軍隊まで動かすようになったライトニング・ワイルドの魂たましいをどう形成するか──という、重大な問題なのだ。

「──アゴンロジ」

「なにゅか？」

「なぜ、アリスを弟で子しにした？」

「こにょ者には偉大な精霊タク・ワカンが降りてにゅ」

「戦士の訓練をしたのか？　銃じゆうは？」

「身をひそみぇ、大地を疾しつ駆くし、精霊タク・ワカンと心を通わせりゅしゅべをまりゃばせた。銃はいずれ教えるもりょが現れるとお告げられら」

　嚙みすぎだ、師し匠しよう。意味は、なぜか判わかるが。

　要するにあの人間離ばなれしたストライド走法や、ギャングのアジトに軽々と潜せん入にゆうしてしまった隠密技能スニーク、そしていきなりインスタント・クラフトを成功させてしまった精せい霊れい体質も、このアゴンロジの指導があってこそ、だったわけだ。ありがたい話だが……、

「あんたの死も、お告げはあったか──？」

「ミスター……なに言ってるの？　そんなわけないでしょ。ねえ、師匠？」

「……………………」

「……師匠？」

　覚かく悟ご、済みか。凄すさまじい幼女だ。紛まぎれもなく戦士だな。信用するかしないか、損か得か、そんな狭せまい物差しで測っていたわたしの負けだ。

　アゴンロジの魂たましいが、アリスを強くする。死別がマイナスだと思うならば、全力でアゴンロジを守ればいい、というだけ。

「出してもらえ、アリス。今日から行動を共にする。アゴンロジ、あんたもいいな？」

「よきゃろう」

　アゴンロジは鉄てつ格ごう子しまで寄り、錠じよう前まえにトマホークを打ち下ろした。信じがたいことに、鉄の錠前が真っ二つになった。

「よかったぁ。カゴの鳥っていうのも可か憐れんな女でいいかなって思ったけど、入ってみると思いっきりつまんないわ。ねえ、ミスター？」

　無視だ、無視。

　アゴンロジがわたしに手をのばし、表面を撫なでる。

「きちゃまが……《予言する者》か」

「なんだと？」

「わりぇらの呪術師ウイチヤシヤ・ワカンが告げた。今日、《予言する者》に出で逢あうらりょうろ」

　たのむ。大事な言葉を嚙かむのはやめてくれ……。というか、ここまで嚙みすぎだと舌たらずと言ったほうが良いだろうな。はやく少女になって滑かつ舌ぜつを良くしてくれ。

「そちて《予言する者》が、世界を変えりゅと────な」

「世界…………を……？」

　問い返そうとしたときだ。保安官事務所の前に、馬が止まる。かなり急に速度を落とさせたらしく、馬が不満げに大きくいななく。濁だみ声ごえが聞こえてくる。

「おいコラ、暴れるな」

「──保安官マーシヤルだわ！」

　アリスは貧びん乏ぼうったらしく床ゆかに散らばった弾だん丸がんをかき集める。

「ほっとけ！　逃にげるぞ」

「でも……」

「予言する者の言ふゅ通り。ゆくりょ稲いな妻じゆま」

　アリスは口を尖とがらせ、拾った二発をわたしに込めながら走る。事務所のドアは一つ。つまり保安官の前を突とつ破ぱしなければならないのだ。一刻の猶ゆう予よもならない。

　床板を軋きしませる重い足音と、拍はく車しやの空回りが聞こえる。ドアのすぐわき。立ちはだかられたらタックルで突つき飛ばせない。ということは──、

「アリス、おまえが先だ！　ダッシュ！」

　稲いな妻ずまじみた猛もうダッシュでアリスがドアに突とつ入にゆう──保安官の肥えた腹がみえた時点で、アリスがスイングドアをかっとばし、丸い腹に痛つう烈れつなビンタをくらわせる。あわくらった保安官は女のような叫さけび声ごえを上げて後退。相手がアリスだと判わかると、その目が怒いかりに染まる。

「脱だつ獄ごくしやがったな！」

「賞金返しなさいよ、この悪徳保安官！　そんなんだから奥さんに逃にげられるのよ」

　保安官は真っ赤な顔で拳けん銃じゆうを抜ぬく。

「建物の裏に回れ！」

　アリスは事務所わきまで走り抜けると、陰かげに入りこんだ。銃声が一発。街に悲鳴がこだまする。よし、囮おとり完かん了りよう。事務所の裏に回るとアゴンロジが待っている。さすが師し匠しよう。

　裏は小さな牧場だ。アゴンロジの誘ゆう導どうで干し草の山の中に身を潜ひそめる。保安官が追ってきた。足あし跡あとをみてきたのかと思いきや、偶ぐう然ぜんだったらしい。干し草の山をあっさり通り過ぎる。

「どこだッ、アリス！　いま出てきたら無罪にしてやるぞ」

　足音が遠ざかってから、言う。

「よし。事務所に戻もどって馬をかっぱらえ」

「いいの？」

「脱獄の時点でもう最悪だ。馬うま泥どろ棒ぼうが加わったところでたいしたちがいはない」

　アリスは走り、事務所の前にいる栗くり毛げの馬を、馬留めから解いて跨またがる。アゴンロジもチビっちゃい体格からは想像もできないようなジャンプをして、後ろにあぐら座りする。

「ハイヤー！」

　腹を蹴けって、強引に馬を走らせる。三〇バレッセルほど行ったところで保安官が戻もどってきた。

「戻れ！　でないと撃うつぞ」

　連射して残りの弾だん丸がんを一気に使い果たす。当たる当たらないの問題じゃない。残念だが射程外さ、保安官マーシヤル。

　走りながらアリスが『んべー』とやると、保安官は銃じゆうを地面に叩たたきつける。

　さて──、これで、晴れてお尋たずね者ものだ。




　　　　‡




　アリスはサボテンをナイフで切って水分を絞しぼり出し、すすり始め……飲み終わったときには顔をしかめている。

「不味まずいわ、サラマンデル」

「しかし水分の補給源はそれしかないぞ」

「……最悪の土地ね」

　ザクサス共和国領、セオドラ砂さ漠ばく。見渡わたす限り、赤茶けた大地が広がっている。

　通常は砂漠といっても植物群はある。なのに、ここは極限まで緑が少ない。

　まばらな樹木はねじくれたパロベルデ樹ばかり。共生関係にあるサグアロサボテンは生えているものの、他ほかには岩と土しかない。

　沈しずみかけても暴れる容よう赦しやない太陽に汗あせは流れ落ちるばかりで、わたしに垂たれ落ちるのではないかとヒヤヒヤしまくっている。アレは塩分まで混じった最悪の液体だ。

「政府軍の砦とりでが近いはずだ。油断するな。ここは外国だぞ」

　わたしたちが暮らす合衆国フロンテイア・コモンズは──新大陸発見、多数国家による怒ど濤とうの植民ラッシュの歴史を経て独立した、若い国だ。先住民エルダーズを保留地に追いやって国家樹立したものの、常に領土は脅おびやかされている。

　エスパン・ラテン帝てい国こく入植地から誕たん生じようした《新ラテン共和国ヌエボ・ラテイウム》は、大陸人のならず者たちを雇って合衆国に戦争をしかけ、ザクサスを侵しん略りやくしたばかり。

　そのザクサスを占せん領りようした将軍が、今度はラテンから独立を宣言。ザクサス共和国が誕たん生じようする。

　わたしたちは戦争の傷きず跡あとも癒えない地をさまよっている。

「砦っていうけど、どこ？」

　見渡わたすが、大岩の断だん崖がいがそびえる丘おかの一角と──あとは砂さ漠ばくだけ。

「暑さで部品がイカレたんじゃないの、サラマンデル」

「皮肉を言っている場合か。水はサボテンで摂とるとしても食料はどうする？」

　アリスはわたしをいきなり抜ぬき、天高く撃ち放つ。

「おいっ、なにを、」

　八バレッセル先にコンドルが落ちる。

「……コンドルを食う気か」

「不味まずいの？」

「食ったという話を聞いたことがない」

「なら、食べてみるわ」

　火ほ口くちを取り出した。コンドルを焼くついでに、夜にそなえて焚たき火びをする気だ。

「砦とりでが近いと言ったろう？」

「平気よ。あの丘おかの裏に砦が隠かくれてるわけが……、」

　そんなとき、だ。遠くから聞こえてきたのだ。爆ばく音おんが。

　気づいたときには、状じよう況きようは致ち命めい的だった。

　咆ほう哮こうのような音と共に、どでかい鉄の球体がこちらに迫ってくる。

「アリス────大砲キヤノンだ」

　わたしのマスターは悲鳴を上げて逃にげたが、あとの祭りというヤツだった。




　……で、みっともなく捕とらわれたわけだ。

　丘の後ろは盆ぼん地ちで見事に要よう塞さい化しており、城下に小さな街があるという冗じよう談だんのような話だ。砂さ漠ばくに湧わいたオアシスを利用して築かれた要塞都市エル・アラモーサ。派手に噂うわさされそうなことなのに、事前情報すら入手できなかった。ここが外国なのだと思い知らされる瞬しゆん間かんである。

　縛しばられて、石造りの洒しや落れたテラスに引き出された。周囲を政府軍の兵士が取り囲んでいる。

「余所者グリンゴが我らの領土に何の用だ？」

　清潔な軍服を着た恰かつ幅ぷくの良い将軍は、サーベルをアリスの喉のど元もとに突つきつけながら訊きく。

「魔ま女じよを捜さがしてるの」

「迷信を信じるのかね」

「青い肌はだを持つ女がここに来なかった？」

　将軍は眉まゆをひそめる。

「──来たのね？」

「革命軍にそのような者が加わったという話がある」

　ザクサス共和国の圧政を終わらせようという反抗勢力レジスタンスが、革命軍。大統領が支し援えんし、最新ライフルまで貸し与あたえている。

「お願い。縄なわを解いて！」

　将軍は鼻で笑う。

「敵の戦力を増やせと？」

「魔女の策さく謀ぼうを止めに来たのよ!?」

「グリンゴの言うことを信じるバカは、ここにはおらんぞ？」

　将軍の元に部下が近づいてくる。

「ラス・エスパデラで連中が集結してるとの情報が入りました」

「よし。新型機関銃ガドリングガンの試ためし撃うちといこうか！　出しゆつ撃げき準備だ──」

　将軍は笑いながら立ち去っていく。




　　　　†




　……将軍の背中をみているところで、目が覚めた。

　夜空にゆるい雲が流れている。羽音が天から降りそそいでくる。あれはフクロウか。

　ずいぶんと懐なつかしい夢をみたものだ。いまじゃ笑い話にしかならないが。

　ラス・エスパデラの戦い──か。あのときは気づかなかったが、わたしたちが体験したのは大きな歴史の１ページだった。

　ザクサスへと攻せめ上った大陸人は、ラス・エスパデラで撃退される。合衆国フロンテイア・コモンズ大統領は戦いへの意欲を失い、スモーキー＆ロックスは外国を挟はさんで分断されたままになるのだ。

　ゾォードを追ってアリスは革命軍陣じん地ちに辿たどり着いたものの、もぬけの殻から。すでに政府軍に鞍くら替がえして将軍の愛人になっていた。

　増長して大がかりな儀ぎ式しきを始め、スタンポールという街の住人全員を生け贄に使って、黒の《毒蛇の空マアピア・ナドワ》の発動方法を知る大地の祖霊ネイチヤー・スピリツトを喚よび出す。

　大陸は魔女マスクの恐おそろしさに震しん撼かんすることになり、大統領も本ほん腰ごしを入れてすべての騎き兵へい隊たいを革命軍支し援えんに投入。その果てに、フォート・ウェンズリーという《破は滅めつ》が待つのも知らずに……。

　暗黒の歴史だ。絶対に阻そ止ししなくてはならない。

　アゴンロジがナイフで矢を削けずり出している音がする。見張りは充じゆう分ぶんだ。もう一ひと眠ねむりしようか。




　真昼の荒こう野やに汽笛が響ひびき渡わたる。

「ひゃっほー♪」

　アリスは汽車に併へい走そうしながら歓かん声せいを上げる。

　保安官の栗くり毛げも、なぜかテンション高くいなないている。

「あんまり近づくな」

「なぜよ？」

「列車強ごう盗とうに間ま違ちがわれるぞ。というか、後ろに誰だれが乗っている？」

　アリスは口を尖とがらせ、馬の進路を列車から離はなす。

「みんなチェリーク族に偏へん見けんを持ってるのよ」

「わりぇは別にかまわぬぞ、アリス。親も開かい拓たく者と戦った。不当な賭かけによって土地を奪うばわれたからだ。開かい拓たく者はおにょれが非道を時と共に忘れしゃるが、生き死にの怨えん恨こんはいつまでも忘れにゅものら」

「師し匠しようはそうでも、あたしは腹が立つわ！」

「偏へん見けんがあるから、なんだ？　偏見を持つ者を全員始末するか？」

「ミスターはそうやってすぐ偉えらそうに言うわね」

「誰だれかを悪者にして思考停止するな。よく考えろ、アリス。おまえは頭に血がのぼると走り続けるが、良い結果も悪い結果も……」

　アゴンロジの笑い声が聞こえた。

「良き相棒ょな。まるれ恋人のようら」

「願い下げだ」

「ちょっ、ミスター非ひ道どい！　出で逢あったその日に婚こん約やくしたのに！」

「……断ったろう」

「うっそッ!?」

「おまえ、テキトーに生きているな。断った瞬しゆん間かん、オカマヤロー呼ばわりしたくせに」

「あ、オカマなんだっけ？」

「ちがうッッッ！」

　たっぷり説教して列車追つい尾びをやめさせ、アゴンロジが射たキジを焼いて、馬上で食べながら走る。陸橋に西日がかかる頃ころ、馬を止めさせる。

「──いつもの、やるぞ」

「えーっ」

「黙だまれ。さっさと支し度たくしろ」

　アリスはブツブツ言いながらも馬の尻しりでカランカラン鳴っていた缶かん詰づめの空き缶を取り出すと、人の背くらいのサボテンのアタマに被かぶせていく。

「ふぁあ……」

　あくびしたアゴンロジは良い機会だとばかりに斧おので地面を掘ほって、ひんやりした土にすっぽり入って毛皮と矢で屋根を作って寝ねる。

「アゴちゃん、埋葬昼寝ベリアナツプしちゃった」

「ヘンな造語をつくるな。いいから始めるぞ」

「銃じゆう声せいで起きちゃうよ？」

「それでも眠ねむれるから寝ねたんだろう」

「言いわけにわりゃを使ふにゃ」

　うっ、と言い詰つまったアリスは、だるそうに缶を並べ終わると、ふくれっ面つらでわたしを抜ぬく。

「まずは弾たまを抜け」

「そこからッ？　昨日、けっこう早かったよねッ？」

「安定してやれまい」

「うっ……」

「さっさとやれ」

「もうッ、ミスターの意地悪！」

　シリンダーを外し、弾たまを抜ぬいて掌てのひらに落とす。ガンベルトに詰つめて──。

「準備できたわ」

「よし。じゃあ、六発こめて、狙ねらいをつけるまでをワンセットだ」

「判わかってるわよ」

「開始──」

　アリスはわたしを抜きハーフコックし、ローディングゲートを開けて、シリンダーの穴──正式には薬室チエンバーと呼ばれるその場所に、弾を突つっこむ。ガンベルトから弾を抜いてまた突っこむ、をくり返す単純な作業なはずだが──、

　四発目で弾をへりにひっかけて弾はじき、落としてしまった。アホめが。

「抜け。最初からだ」

「もうっ、この練習って地味ィイイイ！　飽あきるッ」

「飽きようが何しようが、出来るまでやるぞ」

　頰ほおをぷっくーさせながら弾を抜くアリス。セカンド・チャレンジはもっとひどい。ガンベルトから抜いた弾をお手玉して、「ほっ、ほっ、ほっ──でも、ナイスキャッチ！」なんて言ってやがる。アホめが。

「最初から」

「ええええっ!?」

「ナイスじゃない。お手玉している間に撃うたれる」

「神かみ業わざにびっくりして、撃つのためらうかも？」

「パーフェクトに、ありえない。さっさと次を始めろ」

「ぶぅうう！」

　今度は慎しん重ちようにやっているが、シャカっと抜いて……スコン……と詰める。みたいな悠ゆう長ちような手つきだ。アホめが。

「遅おそすぎる。最初からだ」

「早くやるからミスするんだよ！」

「リロードは早くやれ。命の時間だぞ」

「命の時間？」

「リロードにかかる時間が人より三秒早いヤツがいるとする。そいつはそのおかげで、命の危険が三秒減っている」

「その三秒に、敵が必ず撃ってくるわけじゃないし」

「一度の戦せん闘とうではな。だが、ガンファイターになれば何十回、人によっては何百回も撃うちあうし、そのほとんどのケースでリロードは必要になるものだ。どうしても納なつ得とくできないなら選ぶがいい。撃たれてから後こう悔かいするか、練習して『やってよかった』と思うかを、な」

「……ふん。やるわよ」

　シリンダーから弾たまを抜ぬいて戻もどし、ガンベルトに手をかける。

「みてなさいよ！　閃せん光こうのようなリロー……」

　ベルトから抜いた弾が、指をすっぽ抜けて地面に転がる。アホめが。

「最初からだ」

「……ハイ」

　それから長時間みっちり仕込んだあと、夕ゆう陽ひに変わってきたので、練習を切り替かえる。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　地面に無数の古代象しよう形けい文字が出現する。チャームのスタンバイだ。

　オロゴの星が地中にみえる。この場所は小オロゴだが、星の量は豊富にある。練習にはもってこいだな。《採さい掘くつ者の眼め》を使ってアリスにオロゴの場所をみせたあと《金かな床とことハンマー》で弾を精製する。

「ホルスターにわたしをしまえ」

　指示に従ってから、緊きん張ちようした顔をする。

「──撃て！」

　抜いて、慎しん重ちように狙ねらいを定め、一発。缶かんに命中した。二発目、三発目と当てていく。四発目は外したが、一フィンガーの差だ。五発目は当てた。六発目だけ、サボテンの腰こし辺り。まあ、缶をアタマに、サボテンを胴どう体たいに見立てれば、全員倒たおしている。

　だが──問題はそこではない。

「とんだ遅撃ちだな、レディ」

「当てたじゃない！」

「このスピードでは当てる前に、こっちが撃たれる。何が《ライトニング・ワイルド》だ。

カタツムリ・マイルドのほうがお似合いだぞ」

「そこまで言わなくてもッ……」

　おお。涙なみだ目めになるぐらいの神経は、まだあったようだ。

「昨日、ファニングを教えたな？」

「えっ──、アレ使うの？」

「当たり前だ。カラ撃ちで一回やってみろ」

　アリスはわたしをホルスターに戻もどし、抜きざま手順をなぞって、パチンとカラ撃ち。

　扇撃ちフアニング・シヨツト──先にトリガーを引いたままの状態で、撃げき鉄てつを扇フアンで煽あおぐように引き起こすコツキングというテクニックだ。

　トリガーは引いてあるので、撃げき鉄てつはそのままパチンと戻もどって発はつ砲ぽう、という流れ。手順を減らしてあるので、通常より素す早ばやい射撃が可能となる。

「ファニングを入れて、もう一度だ」

「ゆっくり撃うたせてよ！」

「敵にもそう言うのか？」

「うっ……」

「カラスの声、以内だ」

「はぁ？」

「さっきから東の岩の上で鳴いているカラスがいるだろう。鳴き始めで抜ぬいて、鳴き終わる前に缶を全部撃ち抜け」

「カァア──ッ！　って、あのカラス、トーク短くない!?」

「だから良いんだ。カラスが鳴き飽あきる前に、さっさとやれ」

「ミスターはとんだサディストやろーね！　幻げん滅めつだわ！」

　チャームで弾だん丸がん補ほ充じゆうしてから、わたしをホルスターに入れ、早撃ちの構えを取る。カラスが沈ちん黙もく。緊きん張ちようの時間が流れる──、

　鳴いた！　アリスは薙なぐような手つきでわたしを摑つかむと、ムチのようなしなやかなスイングで構える──ここまでは良かった。


　一発目。ファニングして最初は缶に命中。

　二発目。缶の三フィンガー上を飛んでく。

　三発目。当たったのは、サボテンの枝。人に喩たとえると腕うでの辺り。

　四発目。空に向けて撃ち始めている。

　五発目、六発目──以下略。



「……アホめが」

　おっと、つい内心を口に出してしまったようだ。アリスが手をぷるぷるさせながら、涙なみだぐんだ目をわたしに向けている。

「傷つくって言ったでしょ！　ファニングのせいで狙ねらいが狂くるって──」

　言いわけを遮さえぎるように、カラスが鳴く。良いタイミングすぎて、アリスがむっとしている。

　確かに、ファニングは圧あつ倒とう的な連射を可能にするテクニックだが、反動で命中精度が下がる。だからといって、おろそかに出来ないガンファイターの基本技だ。

　たとえ言いわけが正論であったとしても、結論は一つしかない。

「松明たいまつを作りまくれ」

「はいィ？」

「サボテンに刺さして、標ひよう的てきの缶を照らす。今夜はみっちりと早撃ちを叩たたきこんでやる」

　顔面蒼そう白はくとは、いまわたしがみている、この顔のことだろうな。




　　　　†




　ようやくヘッジストーンに到とう着ちやくする。

　道中、二週間。街かい道どうなら八日で行ける距きよ離りだ。賞金稼かせぎに待まち伏ぶせされると厄やつ介かいだから、荒こう野やを通ってこんなにかかった。まあ、練習にはなったのでいいか。

　南に渓けい谷こく、西と東に急斜しや面めんを持つ高台の街だ。元々はフォート・ヘッジという砦とりでだったというだけあって、きっちりと城じよう壁へきも築かれ、三台の大たい砲ほうもある。線路の敷しかれた木組みの陸橋も山のような高さになっている。

　かつてチェリークと戦争をした都市だ。アゴンロジにとっては危険このうえない。途と中ちゆうの谷に潜ひそんでいてくれと頼たのみ、アリス単独で街に入る。

　石切場が近く、白い石造りの建物が多い街だ。

　鉄道が通っているので、人も店も多い。まずは獲とり溜ためた毛皮を雑貨屋で売り払はらって金を作り、食料と弾たまを買う。残り四エルク。まあまあ残ったな。駅で新聞を売っている男がいる。

「アリス、新聞を買え」

「四〇ディルもするのよッ？　たかが文字に！」

「いいから買え。今後、新しい新聞をみたら買え」

「なんでよッ!?」

「わたしの知識源であり、歴史のタイムスケジュールだからだ。世界がどう動くか把は握あくできていなければ、作戦は立てられない」

「役に立つとは思えないけどォ！」

　ほっぺをふくらませながら新聞を買う。日付に目を通す。ウェルズ歴で一八九二年七月──。

　出来事に目を通す。記き憶おくの中の事件と一いつ致ちする。

「よし。棄すてていいぞ」

「サラッて読むためだけに、四〇ディルもッ!?」

「価値はあるから大だい丈じよう夫ぶだ」

　大通りを歩く。アリスは店先の窓に貼はりついて中を覗のぞく。イヤな客だ。

　アリスにはソンブレロを被かぶらせている。服も黒ずんだスェードのベストと、フリンジつきパンツに着き替がえさせた。この格好なら〝おのぼりのカウガール〟と思ってもらえるだろう。

　強そうにみえないわ。イヤだわこんな格好──、アリスは散々文句を言ったが、お似合いだ。ポーカーでまき上げられ泣いて田舎いなかに戻もどりそうな感じがよく表現されている。

「将軍が来たぞ……」

　テラスで葉巻を一服しているバーテンが、忌いま々いましげに言った。

　視線を辿たどる。オープンタイプの優ゆう雅がな馬車に、恰かつ幅ぷくのいい口ヒゲのラテン人が乗っており、左右に女をはべらせている。護衛する騎き兵へいも全員ラテン人だ。

　ヘッジストーンはラテンとの戦いに戦わずして負けた。西南にあるキットストークス砦とりでが陥かん落らくし、市長は条件つきの降こう伏ふくを飲んだと、さっきの新聞に書いてあった。

　歴史的には、ここがターニングポイント。ラテンの将軍に弱気をみせたことで、大陸人はこのあと後手に回り、敗戦を重ねる。まあ、知ったこっちゃないさ。穏おん便びんに通り過ぎればいい。

　目的地に着く。ヘッジ・フォート博物館。チェリーク戦争を戦った将軍ブルースが建てた戦争博物館で、白い石造りの建物だ。アーチや装そう飾しよくされた柱を持つ洗練された建築物であり、入っていくのは飾かざり立てた紳しん士し淑しゆく女じよが多く、薄うす汚よごれたアリスが通ると露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。

「やだわ。偉えらそうね。キレイな服を着てると偉いなんて思ってるのよ、きっと」

「ヤツらは客じゃねえ」

　受付にいる灰色の髪かみをした親おや父じが、皺しわだらけの顔をしかめる。

「入場者数を水増しするために来る、市長の取り巻きさ」

「なんで水増しするの？」

「あの市長は〝ブルース将軍の子孫〟だからな。政治に利用してやがんのさ」

　アリスは入場料を払はらって中に入る。展示されているのは戦争で使われたマスケット銃じゆう、旧式の大たい砲ほう、ナイフなどの武器だ。トマホークなどチェリークの武器も並んでいる。

　英えい雄ゆうデッドルークの巨きよ大だいナイフが、ガラスケースに入れられて丁てい寧ねいに保存されている。

「あんなので斬きられたら一発ね」

「重くて、一発くらわす前に一発くらうさ。ナイフは小さくていい」

　戦争の様子を描えがいた絵画のコーナーになると、アリスはあくびをしだした。

「つまらない顔をするな」

「だって一回来てるのよ」

「目立つことは控ひかえろ」

「ふぁーい……」

　あくびしながら答えるな。アホが。

　ようやく目的の場所に辿り着く。ガラス張りした収納棚だなのようなものに、綿にくるまれて置いてある銃じゆう弾だん、銃弾……最初はマスケット用の丸い弾たまだが、しだいに現在のようなメタル・ジャケット弾に変わっていく。

　説明書きによれば、『魔女ウイツチと呼ばれる先住民の祈き禱とう師しによって使用された連発銃の構造を当時の技術者が模もして、現在のリボルバー銃が製造された』とある。

　説明の下に並んでいるのが『魔女ウイツチの使った弾丸』だ。


　青き《卓越者カイオワ》──一発。

　青き《駿馬シユンカ・ワカン》──三発。

　青き《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》──一発。

　赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》──二発。

　白き《サンダーバードワキンヤン》──一発。

　白き《立ち上がる熊マチユナーザー》──二発。

　白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》──三発。



　大収しゆう穫かくなんてモンじゃない。わたしに足があれば震ふるえていたろう。これだけあればたった一人でも軍隊を殲せん滅めつできる。握にぎっているのが前のアリスなら、という話ではあるが。

　エンブレムド・バレットの製造術クラフトは継けい承しようを失敗し、失われた術だ。つまり現存するバレットのみがすべてであり、入手は恐おそろしく困難なのだ。これだけ多くの色つき弾カラーズが揃そろうなど奇き跡せきに他ほかならない。神に感謝、だが……、

　最後の一発のみは、運命の神を呪のろわざるを得ない。




　黒き《切断キヤクサ》──。




　実物を目にするのは初めてだ。ゾォードの追つい跡せきには失敗したし、再び遭あったのはこの弾たまが使われた、まさにその瞬しゆん間かんだったからだ。

　年代を感じさせない艶つややかな弾だん丸がん。不気味な黒い塗と料りようで描かかれた、円の中に十字のマーク。

「相変わらずイヤな弾丸だわ。あたしキライよ、これ」

「同感だ」

　さてと……実物をみたのだ。覚かく悟ごを決めなければならないだろう。

　周囲を見回し、人がいないことを確かく認にんする。

「アリス。こいつは黒の《切断キヤクサ》という名だ」

「ん？」

「この弾丸が使われた瞬間に、平原を埋うめ尽つくす六千の軍勢が──全ぜん滅めつした」

「……………………はあ……？」

　理解できないようだ。まあ、そうだろう。わたしも、あの光景をみるまでは半信半疑だった。

「人間だけを葬ほうむる炎ほのおだ。敵も味方も、黒い炎から発される、みえない刃やいばにズタズタに引き裂さかれ、広い荒こう野やが血の湖ブラツド・レイクとなった」

　声の調子から冗じよう談だんでないことを察したのだろう。アリスが青ざめる。

「…………悪い弾丸、なのね？」

「そう言っていいだろうな。黒のシリーズは、もう一発ある。黒き《毒蛇の空マアピア・ナドワ》──」

「ヤバイの……？」

「強酸の雨を降らす雲を、空に召しよう喚かんする弾だ。使われたらすべての生き物が死に絶え、世界が終わると言われている」

「……充じゆう分ぶんだわ。絶対使わせないわよ」

「青い肌はだの魔ま女じよを覚えているな？」

「忘れるはずがない」

「あいつが、毒蛇ナドワをみつけ出す。いまから五年後の話だ」

「ミスターはなんで未来の話をしているわけッ？」

「未来から来たからな」

「あ。そう。うん」

　…………。

　……。

「おいッ！」

「へっ？」

「驚おどろくとか、噓うそォとか、信じられないとか、常識的なリアクションは一いつ切さいないのか!?　なぜ納なつ得とくしたのか言ってみろ！」

「そんなこともあるかなー、って……」

　かなー、じゃない。このアホがッ！　ホント調子狂くるうな！

「まー、とにかくこの弾だん丸がんがあるからいけないんでしょ」

　そう言って、すごく軽い調子で──、いきなり、だ。

　本当に、何の前まえ触ぶれもなく、やりやがった。

　わたしを抜ぬいて台だい尻じりで、棚たなのガラスを打ち割ったのだ！

「……ね？」

　ね？　じゃ、ない──。あああああああああああああッ!!

　展示コーナーに入ってきたレースつきドレスの貴婦人が、目を丸くして悲鳴を上げる。

　わたしは、とりあえず、死にたいと思った。

　だが、次の瞬しゆん間かんはもう必死だった。

「弾たまを全部かき集めろ！　いいか、丸いヤツ以外は一発も残すな！」

「君、なにをしているんだ！」

　紳しん士しがステッキをふり上げながら迫せまってくる。

「──アリス、撃うて！」

　アリスは作業をやめて素す早ばやくわたしを抜き、弾を握にぎったままの手を使い、親指でフックのようにひっかける変形扇撃ちフアニングで撃つ。紳士の足あし下もとに命中。

　青ざめてホルスターに手をのばすが、アリスはホルスターも撃った。握りグリツプのところに刻紋弾を二発挟はさみこんだ状態なのに、当てやがった。

　紳士は唇くちびるをひきつらせながら逃にげだす。婦人はおいてけぼりだ。

「また拾え！」

　ったく、練習のときは当てないのに、どうしてこう本番に強いんだ。このアホは。

　弾だん丸がんを全部ポーチに詰つめこむ。足音が聞こえる。

「全力疾しつ走そうだ！」

　赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かを、凄すさまじい速度で走り抜ぬける。テーブルを使って見学者たちを跳とび越こえ、また走る。滑かつ空くうするかのようなストライドで、追ってきた男たちをみるみる引き離はなす。

「さっきの銃じゆう声せいはあいつだ！　止めろッ！」

　前からも来た。二人。銃を持っている。

「アリス、窓をブチ割って飛べ！」

　骨組みの細い美術品のような窓をタックルで割って外に出る。二階だったが、アリスは全然あわてることなく回転しながら着地すると、ケガ一つなくダッシュ再開。窓から銃声がする。

「気にするな！　ライフルじゃないし、狙ねらいも甘い……壁かべ伝いに門まで走れ！　どうしても怖こわかったら不規則にスラロームを入れろ！」

　アリスはすぐ蛇だ行こうを始めたが、曲がりまくっても速度が落ちない。銃じゆう撃げきがもう一発あったが、かなり後方に着弾。狙ねらいもつけにくいだろう。これなら逃にげきれそうだと安心した直後、前からライフルを持って走りこんできたヤツがいる。

「右のタルに隠かくれろ！」

　横っ飛びにタルでカバーリングした途と端たん、アリスの足下で銃弾が跳はねる。まずいな、腕うでも良い。どうするか……？

「こっちら！」

　舌足らずな声にふり返ると、塀の上にアゴンロジの姿がある。近くの地面にロープつきのトマホークが突つき刺ささる。

「隠かくれてろと言ったのに……」

　……って。いま突とつ風ぷうでアゴンロジのスカートがひるがえったが……。

　……こいつ────穿いてない。

「下着はどうした!?」

「そのにょうなものはしらぬ」

　撃うたれた。タルの蓋ふたが割れて、飛び散る。言いあっている場合じゃないな。

「アリスよじ登れッ！」

　ロープを摑つかむと、高い塀へいを一気に登りきり……おっと撃ってきた！　ドップラー音を発して指一本分をかすめる銃弾に、ヒヤッとしつつ飛び降りる。アゴンロジは走りながら、ロープをリールで巻き取ってトマホークを回収する。リールは自動で動く呪物クラフトのようだ。

「右だ！」

　二人は狭せまい路地に入って追っ手を撒まく。アゴンロジまで速い。小さいから足も短いはずなのに、シカみたいに跳ね駆かけている。アリスの走法はアゴンロジ直じき伝でんか。

　通りに出て荷馬車の前をかすめて急停止させ、御ぎよ者しやの罵ば声せいをもらう。酒場まで走って馬の元に辿たどり着いた途と端たんに、甲かん高だかい悲鳴が上がる。

「チェリーク族よッ！」

　街が凍こおる。最悪な事態だ。博物館を荒あらした現場を見られ、その一味にチェリーク族がいたとなれば、ただのコソドロでは済まない。ただならぬ雰ふん囲い気きを察したのか、アリスもアゴンロジも足を止める。

　このままでは街そのものと戦いになる……何とかしないと。思い出せ──なにかあるはずだ。こっちは未来を知っているのだから。

「………………アリス、わたしを天に掲かかげ、わたしが喋しやべる内容をくり返せ」

「えっ、えええッ？」

「ええ、って何だ？　簡単な指示だぞ！　台本を演じるようにすればいいだけだ」

「あたし、女優ってことォ？」

　──なぜ、流し目をした……………………？　もう、こいつの銃じゆうを辞やめたい。

「とにかく、わたしが喋る通りにして、それっぽいポーズをしろ」

「う……うん。それっぽく……」

　ブツブツ言ってやがる。大だい丈じよう夫ぶか、こいつ……。いいや、希望を持つな。アホ・アリスが大丈夫だった例ためしがないッ！　何かやらかすだろうが、必死に乗りきるしかない。小声で言う。

（聞け、民衆よ）

「聞きなさいよッ、み……みん？　んー？　えっと……」

（……民衆）

「皆みなの衆ッ！」

　案の定、だ。これは骨が折れそうだぞ。とはいっても、わたしに骨格はないが。

（我々はヘッジストーンの良心である）

「あたしたちは正義の味方よ！」

（我々は、いま博物館を襲おそった！）

「博物館での大だい活かつ躍やく、みてくれたっ？」

　指で銃を作って、悪い顔でバギュンってしている。そんな演出、要いるかッ！　頼たのむから話す通りにしてくれ！

（なぜ、襲ったのか？　将軍ブルースが建てた市民の象しよう徴ちようというべき建物を、市長が私物化しているからだ！）

「えっ、そうなの？」

（いいから言えッッ！）

「将軍ブルースが建てた博物館を、市長が私物化してるんだってッ！　みんな知ってた？」

　ざわ、と動どう揺ようの声が上がる。挙動が怪あやしい人物なのに、市長の不正を告発したから面くらったのだろう。

　いきなりわたしを突つき上げ、空に一発撃うった。市民たちの何人かが銃じゆうを抜ぬく。

　おいおいッ、このタイミングで撃つのかッ!?　リカバリーを入れなくてはッ！

（静まれ！　ヘッジの男はタマ抜け野郎カワードか!?　銃声が子守歌、なんてヘッジ民話は噓うそか）

「いちいちビビりまくって。タマタマナツツついてるのかしら、このスカンク野郎スカンキーどもは！」

　それ、メラニーの罵ば倒とうだろうがッ!?　あの姉はホント教育に悪いなッ！

　だが、強きよう烈れつな罵倒は功を奏した。人々は、ぐッと唇くちびるを引き結び、銃口を下げる。続きを聞く気になってくれたようだ……。

（市長は、ラテン将軍に戦わずして敗北を認めた！）

「ラテン人の言いなりを市長にしてて、恥はずかしくないの？」

　言いすぎじゃないか……？　アリスにしてはマシなアドリブだが、聴ちよう衆しゆうたちが完全に静まり返ったぞ。

（スモーキーの男は戦わずして負けていいのか!?　チェリークとの激戦を戦い抜いたヘッジ魂だましいはどこにやった！）

「そんなチキン面づらしててよくヘッジ魂とかぬかしたわよねッ！　猛犬ブルみたいにチェリークと戦争したって聞いたけど、いまは飼い犬ペツトかしら？」

　言いすぎだ！　聴衆の顔色が変わったろうがッ。通りに人が集まってくる。さっきの追っ手も現れた。騒さわぎにとまどい、様子を窺うかがっている。

　ここが勝負だ……ッ！　だが、アリスがよけいなアドリブを入れていては、演説の効果がゼロになってしまう。

（アリス、次から一いち言ごん一いつ句く、間ま違ちがいなくくり返せ。一ひと言ことでも間違えたり嚙かんだりしたら、今日から三年間ぺろぺろキャンディロリポツプを買うのを禁じる）

「ハァッッ!?　横暴！」

　良い顔だ。ねぐらを荒あらされたグリズリーみたいに怒おこってやがる。

（いいか、完かん璧ぺきにやれよ）

　アリスは従ったが、憮ぶ然ぜんとした様子だ。こっちの意図通り──。

「ヘッジの男は腰こし抜ぬけなの!?　ラテンの銃口に脅おびえて泣なき寝ね入いりするのが、ヘッジ市民なの？　なら言ってあげるわ。そんなのクズよ！　戦わない男なんて、男じゃない！　英えい雄ゆうデッドルークはたった独ひとりでもこの砦とりでを守り抜いたのよッ」

　ロリポップ禁止が効いたのか、きっちり反唱していくアリス。いいぞ。怒った表情に、この演説なら市民たちの感情に火が点つくかもしれない。

（彼がチェリークの軍勢に……）

「デッドルークが何と叫さけんで突とつ撃げきしたか、知ってるわよねッ？」

　お、おい、アリスッ!?　わたしはまだ指示を……ッ、

「忘れたとは言わせないわッ！　言ってごらんなさい！」

「──自由のためにッ!!」

　道の反対側がわにいる若者が、腕うでをふり上げながら叫さけんだ。

「あたしが言いたいのはそういうことよッ！　へつらうかわりに銃じゆうを握にぎるのがヘッジ魂だましいなんじゃないのッ？　ねえッ！」

「このカウガールの言う通りだ！　ヘッジ男よ、自由のために銃を握れッ」

　雄お叫たけびを上げて、男たちが拳けん銃じゆうをふり上げる。アリスのアドリブにヒヤヒヤしたが、良いほうに転がったようだな。再び指示を囁ささやくと、その通りに喋しやべり始めた。

「いま戦うべき相手は誰だれよ!?　市民を食い物にする市長と、ラテン将軍じゃないの!?　ここにチェリークの娘むすめがいるわ！　かつて敵だったかもしれないけど、ヘッジ市民が勇気を持って敵に立ち向かうなら、力を貸すと言ってる！」

「チェリークが……？」

「まさか……」

　アゴンロジが歩み出る。

「あの者たちは災わざわいをもたりゃすと呪術師ウイチヤシヤ・ワカンが告げら。ここより北に向かい二晩のちにみえるコヨーテ岩に使者をおくりゅがにょい。屈くつ強きようなる戦士がえらりぇるれらろう」

　嚙かみすぎだ！　頼たのむから、大事なところは嚙まないでくれ。

（よし、最後にこう言え……）

「和解のときは来たのよ！　チェリークと共に、外敵に立ち向かいましょうッ!!」

（おッ、おい!?）

　ウォオオオオオオ──!!　と、凄すさまじい雄お叫たけびが重なる。誰だれもが腕を、銃をふり上げる。

「市長邸てい宅たくを包囲するぞ！　ちょうど将軍と会合している」

　店のオヤジやご婦人までもが銃を手に駆かけだしていく。追っていたはずの男たちまで感動に打ち震ふるえ、戦いに加わる。たった一回の演説で一いつ斉せい蜂ほう起きだ。ヘッジ市民は燃えやすく、燃え尽つきるまで燃えたまま──って格言は本当だな。

　アゴンロジと話す。

「よく口裏を合わせられたな」

「ありぇは真実ら。ほんろうに呪術師ウイチヤシヤ・ワカンのお告げはあっりゃ」

　…………。なんだこの、予定調和な偶ぐう然ぜんは。

　まるで……わたしが演説するのが、最初から決まっていたとでも……、

「……まあいい。逃にげるぞ」

「イヤよ」

「はあ!?」

　アリスが涙なみだぐんでいる。

「感動したわ！　あなた最高よ、ミスター!!　あたしも戦うわ！」

「おい、ちょッ…待っ……」

　自由のために、と雄お叫たけびを上げながら駆かけだしてしまった！　大通りの向こうから、激しい銃じゆう声せいが聞こえてくる。大勢の武装した市民たちが、曲がり角の手前に群れている。

「市長が、騎き兵へいを配置して抵てい抗こうしてる！」

　蜂ほう起きした男たちが一いつ斉せいにアリスをみる。

「どうすれば良いんだ、カウガール！」

　オイオイ、こっちにふるなッ！

「もちろん突とつ撃げきよッ」

「「「「「「「おおおおおおおおォォオ──ッ！」」」」」」」

　何人も撃うたれているのに突撃して、逆に騎兵隊が逃にげだす始末だ。隣となりにいた厳いかめしいツラの大男がショットガンを撃ちながら訊きいてくる。

「カウガール！　あんた、名は？」

「ライトニング・ワイルドよ！」

　バカやろう……いまそれを教えたら、知れ渡わたってしまうだろうがッ！

「このカウガールの名は、《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》だッ！　市民たちよ、稲いな妻ずまと並び立てるほどの轟とどろきを上げろォオオ！」

　雷らい鳴めいじみた鬨ときの声を上げて、ヘッジ市民が邸てい内ないに突とつ入にゆう。迎むかえ撃うたれてバタバタ倒たおれるのも構わず、攻せめ、攻め、攻め。ヘッジ魂だましいとは何とも恐おそろしい。

「いたぞッ！　市長と将軍だ！」

　縛しばられた二人が、舞ぶ踏とうホールに引きずり出されてきた。皮ひ膚ふがたるんだ市長は、あからさまな蔑べつ視しを向けてくる。

「こんな程度の反乱など本隊が駆けつければ、どうってことは……」

　銃声──、

　わたしから、だ。撃ちやがった……。弾たまのかすった市長の頰ほおから、血が流れだす。

「ヘッジ市民をナメるのもいい加減にしなさいよ」

　おまえはヘッジ市民じゃないだろうがッッ！

「その通りだ。性しよう根ねまで腐くさってるなら、お似合いの運命は一つしかねえな」

　あの厳いかめしい大男がアイコンタクトすると、屈くつ強きような男たちによって市長は運ばれていった。プライドを棄すてて泣き叫さけぶ声が痛々しい。

　次は──将軍にわたしを向ける。黒い口ヒゲが、恐きよう怖ふに震ふるえる。

「よせッ……わたしは将軍だぞ」

「だから、何？　あたしはライトニング・ワイルドよ」

　引き金に添そえられた指に、力がこめられていく。やめてくれ。歴史上の大人物だぞ。

「命だけは……」

　──アリスが動くッ！

「ヒィイイイッ！」

　将軍は身構えたが、もちろん銃じゆう弾だんなどではない。ぺっ、という音だ。ツバを吐はいたのだ。ラテン将軍に……。スモーキー＆ロックスを分断するような独立国家を樹立し、ゾォードを愛人にして、あのフォート・ウェンズリーの戦いを引き起こす元げん凶きようだぞ……そいつに、こんな屈くつ辱じよくを味わわせたら歴史が大おお幅はばに書き換かわってしまうッ！

　ヘッジ女たちが酒を持ってきた。文字通り、勝利の美酒だ。

「偉い大だいなるライトニング・ワイルドに、乾かん杯ぱい！」

　どうやらヘッジストーンに英えい雄ゆうが誕たん生じようしたようだ。




　その名も、《ライトニング・ワイルド》──……‥
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「ねえ、サラマンデル……ここって立ち寄る必要あったの？」

　アリスは歩きながら、落ち着かない様子で大通りを見回している。

「この街はキライよ」

「好きになられても困る」

　石いし畳だたみまで整備された、レンガ造りの建物が並ぶ小ぎれいな街角。街がい灯とうまである街なんて、そうそうない。すれちがう住人はアリスを汚お物ぶつでもみるような目でみる。ここは鉄道駅のある街。砂さ漠ばく側がわから来るヤツなど物もの乞ごいか野や蛮ばん人じんだと思っているのだ。

　いけ好かない街ではあるが、サンダーロックヒルズに憧あこがれる若者は多い。だが、憧れはときに破は滅めつを生むものだ。

　道ばたに転がっているカウボーイ崩くずれの青年は、人生が終わったような顔で地面をみつめている。だろうな。おまえの田舎いなか臭くさい童貞顔チエリー・フエイスは、ここじゃ〝カモが来たバツド・デイ〟の合図だ。

　この街は通つう称しよう、バッド・シティ──悪徳の巣そう窟くつ。酒場は八つあり、そのすべてでイカサマ博ばく打ちが横行しているのに、一いつ攫かく千せん金きんの噂うわさを聞いて大陸全土から獲え物ものが押し寄せる。

　列車の汽笛が聞こえてきたぞ。さあ、今日も〝カモが来たバツド・デイ〟──。

　小こ洒じや落れたスーツを着た男とすれちがう。抜け目なさそうな垂れ目をした甘いマスクの男で、特とく徴ちようは頰ほおにある。三連星のように並んだほくろは、噂うわさ通りに目立つ。連れがいる。上品なドレスをまとい、でかい宝石の指輪を五つもつけた高級娼しよう婦ふだ。

「君の瞳ひとみを語るには、幾いく千せんの星の海を渡わたり、最高の輝かがやきをみつけてからでないと……、」

　上品なのに腐くされきっているセリフだが、それを聞いた娼婦の頰は気の毒にも赤くなっている。

「なによ、いまの。気持ち悪い」

「ジギー・ロックウェル。伊達男スウイート・ガイが通り名だな」

「どんなヤツ？」

「ちゃんと酒場の会話に耳をすませろ。伝説的な賭と博ばく師で、プレイボーイでガンファイター。そして悪あく魔まも顔をしかめるほどの詐さ欺ぎ師しだ」

「ふうん……」

　さっきのカウボーイを目に留めたアリスが、眉まゆをひそめる。

「あそこの店だ」

「どこ？」

「緑の看板だ」

　アリスは頷うなずいてノーマン・クロックスという看板の店に近づく。ショーウインドウに並んでいるのは、時計。懐かい中ちゆう時計から壁かべ掛かけまで一通り揃そろっている。

「時計が欲しいの？」

「わたしには時計が内蔵されている。欲しいのは店主のコレクションだ」

「コレクターなの？」

「銃弾バレツトのな」

「…………了りよう解かい」

　これだけの会話で、勘かんの良いアリスは役割を悟さとってくれる。まったく素す晴ばらしい相棒だ。

　ドアを開けると、音の良いベルが鳴る。カウンターの後ろの作業台でスタンド式の拡大鏡ルーペを覗のぞいていた主人が、腹立たしげに顔を上げる。客を持て成す気はないらしい。

「売ってくれないかしら」

　額の広いのっぺり顔の店主は、手についた機械油をボロ布で拭ふきながら目も向けずに答える。

「買いたいものは、手に取ってくれてかまわないよ」

「ショーウインドウにない商品よ」

　やっと、こっちをみた。

「なんの話をしてる？」

「変わった弾たまが欲しいの。そうね。色つきの紋もん章しようの入った弾だん丸がん──なんてある？」

　店主は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろきに目を瞠みはったかと思うと、軽いため息をつく。

「妙みような日だね。一日に二度、そんな客が来るなんて」

「二度？」

「あいにく、予約済みだ。こっちも手放すのは惜おしかったが、額に目がくらんでしまった」

「はあ……？」

「そろそろ銀行から戻もどる頃ころだ」

　示し合わせたようなタイミングでドアベルが鳴る。視覚装置を向け直してみえた光景は、奇き妙みようと言わざるを得ない。

《先客》が、そこにいる。

　穴だらけの黒いフロックコートに、黒い帽ぼう子し。下には黒のワイシャツと、黒のズボン。黒くろ革かわのブーツと手て袋ぶくろ。出いで立たちは紳しん士しなのに、明らかに紳士とは異なった人種だ。

　胸から肩かたにガンベルトを渡わたし、背にはウインチェスターライフル。そりかえった東洋のサーベルをかつぎ、コートの隙すき間まから腰こしの拳けん銃じゆうがみえる。

　黒い金属に、黒いグリップ。おそらくはチャームガンだ。どの得え物ものもピカピカに磨みがき上げられ、衣服も清潔そのもの。

　カミソリのように鋭するどい右目。左目は鉄製の眼帯アイパツチに覆おおわれている。アイパッチの表面には猛もう禽きんを象かたどった刻印が彫ほりこまれている。

　銃使いガンスリンガーなのは間ま違ちがいない。が、ならず者や賞金稼かせぎのような荒あら々あらしさも、軍人のような規律正しさもなく、市民のように洗練されきってもいない。みるからに異質な人物だ。

「──ホークアイ、銀行は首しゆ尾び良くいったかい？」

「問題ない」

　黒ずくめの男は静かな足取りでアリスの横を歩み抜ぬけていく。聞こえるのは衣きぬ擦ずれぐらいのものだ。きっとブーツの底に毛皮を裏うら貼ばりしているのだろう。

「お望み通り、金貨で四百万エルクだ」

　信じられない。たった一発の弾たまに、牧場が買えるぐらいの額を出すなど……それほど価値のある弾だん丸がんなのか？

　ホークアイはどでかい皮かわ袋ぶくろを作業台に投げる。口からこぼれたコインが、床ゆかに散らばる。店主は拾って拡大鏡ルーペで眺ながめ、さらにヤスリをひとかけして──、

　それまでクールだった表情が、一転。男は目を剝むいて奇き声せいを発しながら、躍おどり上がった。

「ヲォオオオオ──ッ！　イヤッホ──イ！　これこそフロンティア・ドリームだッ、やったぞ、わたしは成功者になった！」

　回りながらジャンプして大笑いし、ホークアイに抱だきついて頰ほおにキスをしてる。

　ホークアイが軽く顔をしかめたので、そこで我に返ったらしい。

「……と、取引成立のようだね」

　店主は引き出しからケースを取り、差し出す。ホークアイはすぐさまケースを開け、中身を確かく認にんしている。視覚装置を最大望遠にして、銃じゆう弾だんをみる。

　なんてこった──……、わたしの知らない刻紋弾エンブレムド・バレツトがあるなんて。白のシリーズではあるものの、紋もん様ようは太陽。なんだアレは……？　効果は……？　くそ、質問したい。だが、そうすれば騒さわぎになってしまう。

　ふと視線に気づいた。ホークアイが無言でこちらに視線をくれている。アリスをみているのかと思ったが──ちがう。わたしだ。心の底まで探さぐるように深くみつめてくる。

　彼はエッジの利きいた重い声で、静かに呟つぶやく。

「またな──サラマンデル」

　立ち去っていく。……いま、こいつサラマンデルと言ったか？　どういうことだ？

　ふと、アリスの視線に気づいた。ホークアイの背中をみつめている。わたしの眼レンズに気づくと、ショーケースの中の銀時計に素す早ばやく目を移した。ほんの短いやりとりだったが、気になる。

　胸がモヤモヤする。わたしに『胸』などいう部品はないはずのに。

「帰るわ」

「すまなかったね。よければ、時計を半額にまけるが？」

「いいの。気を遣つかわないで」

　店を出てすぐ、アリスは通りを見回した。ホークアイを探しているのだと、なぜか確信まじりに思って──……、




　　　　†




　‥……──月がみえる。

　辺りを見回したが、サンダーロックヒルズではない。スモーキー＆ロックスの名もない荒こう野や。どうやら夢をみていたようだ。

　アリスの寝ね息いきと、もう一つ聞こえる。アゴンロジの寝息だろう。

　なんて不用心だ、と思ったらアゴンロジの傍かたわらにイヌが座っている。しっかりと耳をすまし、背をぴんとのばして周囲を警けい戒かいしている。この小さな戦士は不思議だ。道中で会った動物をその場で飼かい馴ならしたりする。呪術師ウイチヤシヤ・ワカンっぽい発言も多い。おそらくある程度、呪いチヤームを学んでいるのだろう。

　場所は大きく広がった台地のへり。焚たき火びの周りで寝ている。馬はサボテンに繫つながれ、足あし下もとの草を食はんでいる。深しん蒼そうの夜空に、バケツでぶちまけたような無数の星。一羽のフクロウが月を横切っていく。

　遠くでコヨーテが鳴いた。ぴく、とイヌが耳を立てている。心配なさそうだ。

　わたしはさきほどの夢のことを考える。思えばあの頃ころから、ヤツは怪あやしかった。初対面なのにわたしの名前を知っていた。世間に《ライトニング・ワイルド》の名は轟とどろき始めていた時期だが、その銃じゆうの名前など知るよしもなかったろうに。

　砂すな埃ぼこりが風に乗って抜ぬけていく。表面が埃まみれだ。ホークアイのようにピカピカとまではいかないまでも、部品の手入れぐらいは、覚えさせなければ。長い旅になりそうだしな。

　だが……この旅に意味はあるのだろうか？　ゾォードも、死体がないだけでもう死んでいるかもしれない。わたしのやっていることは、無意味なのかも……。

　…………。どうした、ミスター・マグナム。気が弱くなったか？　そういう人間っぽい感情は、銃には似合うまい。無意味と判わかったときに乾かわいた笑いでも上げればいいさ。

　意識を遮しや断だんする。

　いつからだろう。眠ねむりが、安らぎに変わってきている。わたしは機械なのにな……。




　再び目覚めた。ヘッジを出て二日目の朝だ。赤茶けた不毛の岩山の間から曙しよ光こうがひっそりと、雲のない空を照らし始めている。

　干し肉と豆まめ缶かんで食事を摂とると、アリスはあくびしながら馬に跨またがる。アゴンロジは消化に良いと言っていた草をナマのまま口にくわえてハミハミしている。シカか、おまえは。

「お姫ひめ様みたいだったね。向こうの暮らし。野宿が、つらい……」

「似合うツラかどうかが問題だ」

「ミスター、いまのは非ひ道どいッ！」

　ヘッジの乱で将軍を人質に取られ、チェリーク族との連合軍にも恐おそれをなしたラテン軍は和平交こう渉しように応じた。侵しん略りやくした領土を返へん還かんするのを条件に、将軍は解放された。

　街とチェリーク族との関係にも修復が入り、通商とチェリーク自治区の話し合いがもたれ、ヘッジ側がわのバッファロー禁きん猟りよう区も決められた。チェリークの酋しゆう長ちようは大いに満足し、街の復興に使って欲しいと砂金を贈おくった。

　元の歴史ではヘッジを補給拠きよ点てんにしてラテン軍は快かい進しん撃げきを続け、ザクサス地方全都市を手中に収め、《新ラテン共和国ヌエボ・ラテイウム》から独立するはずだった。歴史は、大きく方向転てん換かんしたのだ。

「もーちょっと、あそこで暮らしたかったな」

「うるさい。どれだけ時間を浪ろう費ひしたと思っている」

　あの歴史的事件から数日も経たたないうちに、ラテン将軍の顔に唾つばを吐はいたカウガールの噂うわさは、スモーキー＆ロックス中に広がってしまい、あの街では英えい雄ゆう扱あつかいだ。

　新市長はあの厳いかつい大男で、アリスを旧市長邸ていに住まわせ、メイドをつけてＶＩＰ待たい遇ぐうで持て成してくれたのだ。アリスに懸かかった賞金は取り消してくれたし、アリスには輝かがやく毛並みのゴールデンパールの馬を、アゴンロジにはアルパーサ種の馬が贈られた。報ほう酬しゆうもたんまりだ。

　金が入るや否いなや、カウガールの服はやめて、短いスカートのラテン風のドレスに着き替がえている。ナイフでスリットを入れて動きやすくしているので、不謹慎にも下着ドロワーズが丸見えだが全然気にしていない。わたしは太ふと股もものホルスターに入れられているので、下着のひらひらがカブってきている。実にけしからん扱いだ。

　豪ごう遊ゆうに浸ひたりきり、だらけたアリスを怒ど鳴なり散らして、ショートリーフへ戻もどる道中である。

　タイムスケジュール的に、アリスの姉メラニーが死んだ時期なのだ。状じよう況きようは切せつ羽ぱ詰つまっているにも拘かかわらず、このアリスときたら不満たらたら。

「おまえの姉の命が危ないと言ったろう」

「ミスターの言うことが、全部当たるわけじゃないでしょ？」

「全部、とは言わないがな」

「ギャングに殺された、って話よね？」

「そうだ」

「なら、あたしが撃うったあのナイフ男が、ギャングなんじゃない？」

「…………。そういう解かい釈しやくも、なくもないな」

「クラップウルブスも潰つぶしたよね？　付近にギャングいなくない？」

「……いないかもしれないな」

「そしたら、お姉ちゃんは、もう助かってるのよ」

　アホ・アリスのくせに、わたしを言い負かすとはいい度胸だ──が、一理なくもない。

　前の未来ではメラニーは大通りでギャングに暴行を受けて殺された。アリス自身もそれを目もく撃げきしている。そう、アリスが牢ろうに入れられたときのあの事件とそっくりだ。起こった時期がちがう、というだけの話で。

『やめるんだよ、アリス──こいつはッ』

　メラニーは、そう言いかけていた。こいつは、ギャングなんだ──そう言いたかったのではないのか？　いま一つ強く言えないのは、ミッション達成済みの確率も高いからだ。

「とにかく急げ」

　アリスは馬の速度を上げる。砂埃スモークをうっとうしいほど巻き上げながら、きつい斜しや面めんのジグザグ道を進んでいく。ちゃんとついて来ているか後ろを確かく認にんする。アゴンロジは脚あしが短すぎるせいで鐙あぶみに足が届かず、あぐら乗りしている。馬術というのは脚で馬を締しめつけて指示を出す。なのに手た綱づなを片手持ちし、馬の背に文字を書くように指を滑すべらせるだけで見事に操あやつっている。呪術チヤームを使っているのかもしれない。

　フォールストーンに差しかかる。すり鉢ばち状の盆ぼん地ちで、こうした地形を大陸人は《ソーサー》と呼び、先住民は《火皿》と呼ぶ。アゴンロジが複雑な顔で、景色を眺ながめている。呪術師ウイチヤシヤ・ワカンや魔ま女じよにとって火皿は聖地。ここにも意図的に配置された列石があり、わたしの目には地中に埋うまった大量のオロゴがみえる。

　入植者がこの地から先住民を追い出してしまったのだろう。その価値も気づかずに。

「ねえ。ミスター、この弾たま──どう使うの？」

　アリスがガンベルトから出したのは、色つきカラーズだ。そうか……教えてなかったな。

「教えるから馬を止めろ。使い方そのものは普ふ通つうの弾と一いつ緒しよだ、が……」

「が？」

「効果の使い分けをしなくてはならない」

「効果……？」

「おまえがいま持っているのは、白き《サンダーバードワキンヤン》──魅み惑わくの効果を持つ。この弾に撃うたれた者は傷を一いつ切さい受けないが、かわりに撃ってきた者を愛するようになる」

「ハァ──？」

「だから、撃たれたらおまえにメロメロだ。何でも言うことを聞く」

「マジで!?」

「目をキラキラさせるな」

「わりぇをみりゅな」

　アリスは頰ほおを真っ赤にして、鼻息ふんふんいわせながらサンダーバードをみつめる。

「ミスターで、ミスターを撃つ方法はないかしらっ？」

「……何とかに刃は物ものだな。効果を教えるのが恐おそろしすぎる」

「これは!?　これは!?」

　次々に刻紋弾エンブレムド・バレツトを出すアリスに、ウンザリしながら言う。

「焦あせるな。まずは色の概がい念ねんからだ」

「うん、うんっ！」

「青の刻紋弾エンブレムド・バレツトはターゲット指定ができない。撃うったら、撃った本人に効果はもたらされる。白はターゲットを指定できるので、誰だれもが対象になりうる。赤は攻こう撃げき、通常弾だんと同じように敵を倒たおすための弾丸だが、その効果は通常弾を遙はるかに凌しのぐ」

　わたしは一発ずつ教えていく。





　青き《卓越者カイオワ》──射程距きよ離りを延ばし、隠かくれた敵も見抜ぬく効果がある。

　青き《駿馬シユンカ・ワカン》──反射神経を増ぞう幅ふくし、人間を超こえた速さで行動できる。

　青き《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》──姿を消し、発する音を消せる。

　赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》──弾たま数無限になり自動連射フルオートになる。

　白き《立ち上がる熊マチユナーザー》──撃った者を魔ま力りよくの装そう甲こうで守る。

　白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》──撃った者の傷や病気を一いつ瞬しゆんで治す、癒いやしの弾丸だ。






「このホワイトバードが好き」

「《聖鳥ジトカラ・タンカ》か。前のおまえもそう呼んでいたが……《サンダーバードワキンヤン》も白い鳥だぞ？」

「そっちよりマークの形が可か愛わいらしいし、なにより弾にこもってる心こころ根ねみたいのが素す敵てき」

　心根とは、また不思議な発言を始めたな……。

「ホントに何でも治るの？」

「ああ。この弾は最重要だ。命いのち綱づなといっていい。使いどころを誤ると……」

　……使いどころを誤って、アリスは死んだ。

　死んだのだ…………。

「ミスター……？」

「……アリス。《聖鳥ジトカラ・タンカ》はアゴンロジに預けろ」

「えええ？」

「いいから預けろ」

「なによーっ、信しん頼らいしてないの!?」

「無論だ」

「キィィイイイ──!!」

　わたしを抜ぬいてぶんぶん振ふり回してから、ホルスターに戻もどして《聖鳥ジトカラ・タンカ》をアゴンロジに手渡わたす。……目が…………回った………………。

　馬は再び走りだす。やっと黙だまって旅をする気になってくれたようだ。

「予言すりゅもりょ」

「……ん？」

　馬上のアゴンロジがわたしをみている。

「黒きタマはそりゃほろ重要なにょりゃ？」

　嚙かみすぎ……と、いちいち指し摘てきするのも面めん倒どうになってきた。

「黒色の刻紋弾は、〝必要条件を整えないで撃うつと不発になる〟という性質がある。だが条件を満たしたときの威い力りよくは絶大で、重要なのはそこだ」

　答えながらもイヤな思い出ばかりが思考回路カリオーブをよぎる。

「黒のシリーズは最低でも数百人規模を巻きこむ。つまり通常の刻紋弾とちがい、一発で歴史を動かす力があるのだ。中でも毒蛇ナドワは桁けた違ちがいだ。が、発動条件を満たすのに必要な黒き《切キヤ断クサ》はこちらの手元にあるので、使用を封ふうじている」

「奪うばわれりゃ場合は？」

　わたしはアリスの胸にかかっているガンベルトにある、不吉な印象のある弾だん丸がんをみつめる。

　黒き《切断キヤクサ》──。

　刻紋弾エンブレムド・バレツトと呼ばれる魔ま力りよくを帯びた弾たまの中でも、最高クラスの危険を秘めた代しろ物ものの一つで、しかるべき条件を整えたうえで放てば、一発で数千人を大だい虐ぎやく殺さつできる。

　だが、この弾丸すら、黒のシリーズ最さい凶きよう《毒蛇ナドワ》の前座にすぎないのだ。ナドワが放たれれば、母なる大地そのものが滅ほろぶ。

「…………世界が終わる可能性すら、ある」

「ふみゅ」

　アゴンロジは頰ほおを搔かく。やわらかほっぺが、搔くたびぷるるんしている。

「鍛か冶じ屋の炉ろで溶とかせばいいじゃない？」

　機き嫌げんが戻もどったのか、アリスが訊きいてくる。

「そう簡単な話でもないのだ。刻紋弾エンブレムド・バレツトは正しよう真しん正しよう銘めいの魔弾。そのへんの炉では溶かすことも出来やしない」

「じゃあ、どうするの？」

「最終目的地は《最果ての聖地ノーマンズ・エンド》にあるマコシカ火山の火口だ。溶岩なら溶かせるとダズリリは言っていた」

「ふぅん……」

　いますぐ火山に向かいたい。だが、メラニーとアゴンロジの死を阻そ止しし、ゾォードを倒たおしてからでなければ……。思ったより大仕事だ。《復ふく讐しゆう者》ライトニング・ワイルドならともかく、このアホにやり遂とげられるか、と考えると途と方ほうもない不安に襲おそわれる。

「太陽は従わにゃい」

「は？」

　アゴンロジが重々しい顔でわたしを見据すえる。

「チェリークの諺ことわざれありゅ。太陽りゃ、《昔》と《今》と《行く末》を司つかさどる」

「歴史や運命の象しよう徴ちようというわけか。だが、なぜ従わないなどと付け足す？　太陽を操あやつることなどできようはずが……」

　不意に思い出した。ホークアイとの出で逢あいの場面だ。あいつは太陽の刻紋エンブレムがついた弾だん丸がんを買っていた。歴史を司つかさどる刻紋弾エンブレムド・バレツト──？

「未来を変えりゃというころは、変えら先の未来は予測れきない──という意味れもあるのりゃろ」

「────変えた先の、未来………………？」

　……待て。銃身バレルをゾッと疾はしった悪お寒かんは何だ……？

　わたしのシリンダー固定バネハンド・トーシヨン・スプリングがカタカタいっている。こんな現象は何度かあった。悪いことが起こる予よ兆ちようだ。

「ミスター……？　どうかした？」

「いいや……、ただ……」

「ただ？」

　勘かん、などという非科学的な要素を説明するには、わたしという存在は機械的すぎる。

「なんでもない。強行軍なら明日の午後には着くだろう。メラニーを連れ出して、ヘッジ辺りに避ひ難なんさせる。とにかく急げ」

　ふてくされた一いち瞥べつをくれてから、アリスは馬に拍はく車しやをくれる。

　勘など外れるためにあるものだ。自分にそう言い聞かせて、わたしは思考を閉じた。
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　砂さ漠ばくと荒こう野やとの境界を、月光が淡あわく照らし出す。

　昼は容よう赦しやない灼しやく熱ねつの大地なのに、夜には凍こごえるほど冷えてくる。

　ホークアイが寝ねずの番をしている焚たき火びが消えたら、凍とう死しするのではないかと思うぐらいだ。

　みえる植物は、呆あきれるほど巨きよ大だいなサボテンぐらい。他ほかに緑はなく、動物も滅めつ多たにいない。あるのは砂ばかり。風に乗って吹ふきつけ、アリスのまとったポンチョに堆たい積せきしていく。

　イヤな場所だ。なのにアリスは微ほほ笑えんでいる。

「──眠ねむらないのか、アリス」

「サラマンデルこそ」

　わたしのは眠りではなく意識遮しや断だんだ──そう答えようとして、やめる。彼女ならとっくに知っていることだ。

「フォート・ウェンズリーに着いたら、すべて終わるのね」

「ああ……ようやくだ。肩かたの荷が下りる」

「サラマンデルに肩はないでしょ」

　小さく笑うアリスに、つられて笑ってしまう。

「そうだな……」

「でも、同じ気持ちかもしれないわ。背負ったモノの正体が判わからないまま、ここまで来てしまったけど……」

「背負ったモノ──？　単にアゴンロジのカタキではないのか？」

　アリスは膝ひざを抱かかえ、ぎゅっと締しめつける。

「哀かなしくても、涙なみだが流れなくなっていった。引き金を絞しぼる行こう為いに理由を求めなくもなった。感情が、いつしか消えていたのに──消えたことにさえ気づかなかった。心にあったカギを、失ったんだわ……」

「何のカギだ？」

「判らないけど……大事なものをしまうカギね……きっと。守り通さなきゃいけなかったものは、確かにあったのよ……。だけどね、一つ一つこぼれ落ちていった。姉さん、アゴンロジ……バンプも死んだし、ロッキーだって……」

「…………」

「たぶん運命だったのよね……時は戻もどらない。でも、ときどき思うの。ゾォードを倒たおすために犠ぎ牲せいにしていった数々のもののほうが、復ふく讐しゆうよりも大切だったんじゃないか、って」

「……アリス」

　アリスは微ほほ笑えむ。泣いたほうがマシに思えるほど、哀しげな微笑みだ。

「今日は気の迷う日バツド・デイね。もう寝ねるわ」

　ホークアイがボソッと呟つぶやく。

「そうしておけ。サラマンデルもな」

「わたしは眠ねむらない。意識を遮しや断だんするだけだ」

「いや──眠れるはずだ。おまえは、そう造られたのだから」

「そう造られた？」

　帽ぼう子しの陰かげから覗のぞくホークアイの瞳ひとみが、月光を照り返す。

「いずれ判る」
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　意識が戻ってくる。夢だったらしい。眠ってしまっていたのか？　いつのまに……。

　──いずれ、ってのはいつだ？　そう聞いたはずだ、あのとき。思い出せない…………。

　覚かく醒せいに伴ともない、感知装置にオロゴが供給される。水の臭においがする。湿しつ気けが忍しのび寄り、表面がヒリヒリして、一気にイヤな気分になる。

　視覚装置が、悪夢を映し出す。ゆらゆら揺ゆれて、キラキラと陽光をはじく。我が憎にくき天敵であるところの、水みな面もだ。

　二連の尖とがった山さん峰ぽう。奥には古木の森。シェルクリーク川だ。渡わたると、ようやくショートリーフのあるトゥームスレッジ地方に入る。

　ヤホーィと歓かん声せいを上げながら、アリスは馬を全力疾走ギヤロツプさせる。浅あさ瀬せを渡わたる気だ。

「わたしを濡ぬらすなよ。アリス。絶対に濡らすなよ」

「サンドバレーの急流に落ちたときも言ってたわよね。なんで水が絡からむと怒おこりっぽいの？」

「いいか、よく聞け。銃じゆうは、金属で、濡らすと、錆さびる」

「……心配性なのね」

　これだけ言っても、勘かんの悪い小アリスは役割を悟さとってくれない。まったく腹立たしい相棒だ。

「内部のスプリングは特に錆びやすいし、万が一壊こわれたとしてわたしのような精せい巧こうすぎるチャームガンの分解、メンテナンスを行える凄すご腕うでの銃匠ガンスミスなど大陸中探しても数人しか存在しない。さあ、ここまで言ったんだ。まだ理解してないとは言わせないぞ」

「ふーん。何だかよく判わからないけど、大変ね」

「濡らすな。いいか、濡らすなよ？　ＯＫ？」

「判ったわよ」

「一いつ滴てきも濡らすなよ！」

「判った、って言ってるじゃない！」

　川の真ん中に、箱馬車がみえる。渡っている途と中ちゆうかと思っていたが、まったく動いてない。三人のカウボーイたちが懸けん命めいに馬車を押している。

「どしたの？」

　一番若そうだが、大おお柄がらなカウボーイが答える。

「車輪が川底にとられて立たち往おう生じようです」

　聞き覚えのある声……バカな、と思ったが、顔をみるとヤツそっくりだ。アリスに「名前を訊きけ」と囁ささやく。

「あなた、名前は？」

「パイクと申します」

　最悪だ。白い馬車の側面に、カーキのペンキで書かれた文字がある。ビッグホーン牧場──これで確定。

「手伝うわ」

「ありがたい！　では馬で牽ひいてください」

　アリスは馬をペースアップさせて、水しぶきを上げながら向こう岸に渡わたりきる。

　濡れた！　三滴濡れたじゃないかッッ!!　呪のろわれるがいいッ！

　カウボーイたちはアリスとアゴンロジの馬に牽けん引いん用の鞍くらを付け、ロープを取り付ける。馬二頭を加えて作業した結果、馬車の車輪は再び回り始めた。

「やったああ──っ！　ホォーウ！」

　呑のん気きにわたしで祝しゆく砲ほうを上げるアリスが忌いま々いましい。さっさと水すい滴てきを拭ふけ！

「助かった！　あんたたちのおかげだ。この金を受け取ってくれ」

「お金なんていいわよ。それよりどこへ行くの？」

「ショートリーフへ」

「あたしたちもそこに行くところよ。一いつ緒しよに行きましょう」

　……勝手に決めるな。

「お嬢じよう様さまもこの方々にお礼を」

　パイクが馬車のドアを開けると、そこには──、

　華はなやかなピンク色のドレスで着き飾かざった、お人形のような少女が座っている。波打つサラサラのブロンドに、端たん麗れいな顔立ち、海のような青い瞳ひとみ……。

　ロッキーだ。年は若いが、間ま違ちがいなくロッキーだ。恐おそろしいほど育った胸も、気の強そうな表情もそのままだが──、

　この違い和わ感はなんだ？　なぜ、清潔なドレスなど着ている？　投なげ縄なわとショットガンを肌はだ身み離はなさない無頼女トムボーイなのに、なぜ鏡と櫛くしを握にぎっている？

「きゃああ、かぁいいィ♪　お姫ひめ様さまみたい！」

　黄色い歓かん声せいを上げるアリスに、口を∧ムスツとさせる。

「なにかしら。この汚きたならしい荒あらくれ者たちは」
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「ロクサーヌお嬢じよう様さま、手伝っていただいたのに……その言い方は」

「助けてなどとは頼たのんでいませんわ」

「しかし、お嬢様はビッグホーン牧場をしょって立つ身です。礼れい儀ぎをわきまえ……」

「貴方あなたたちが欲しいのはパパの代わりですわよね？　誰だれでもいいのでしょう？　パイクがおやりなさいよ。権利など、譲ゆずって差し上げますわ」

「……お嬢様」

　あ──……キャラちがう……。仮に幼少ロッキーがこうだったとしよう。どうして凶きよう暴ぼうカウガールになったのだ……？

　アリスの頰ほおがプーっとふくらむのを見たパイクが、何度もあやまりながらドアを閉める。

「どうしゅて、この地へ来らのしゃ」

「馬うま泥どろ棒ぼうを追って。クラップラットというギャングなのですが……」

「クラップウルブスなら知ってるけど」

「ああ！　そこの頭領が、クラップラットの頭領の兄で、あろうことか街の小こ娘むすめ一人に壊かい滅めつさせられたという話で……さらにその小娘が、もう一人の兄まで街まち中なかで撃うったそうで」

　……────ッ!?

　大量のウジ虫が這はい回るような、とてつもない悪お寒かんが────銃身バレルを迸ほとばしっていく。思考回路カリオーブをよぎったのは、アゴンロジの言葉だ。

『未来を変えりゃというころは、変えら先の未来は予測れきない──という意味れもあるのりゃろ』

　シリンダー固定バネハンド・トーシヨン・スプリングがカタカタいっている。勘かんなどという、生やさしいモノじゃない。確信だ。凶悪なほどの予よ兆ちようがわたしを苦く悶もんさせているッ！

「メラニーが危ないッ!!　くっちゃべりをやめろ、アリスッ」

　わたしは声を張り上げてしまった。カウボーイたちが「銃じゆうが喋しやべった！」と驚おどろき、一人が川で尻しり餅もちをついている。

「……未来が変わったッ！　パイク、すぐ鞍くらを戻もどしてくれ！」

「……え？　ええ？」

「早く！」

　パイクはアリスたちの鞍を外し始める。

「影えい響きようが、思ったより密だったということだ。最初の未来ではクラップラットの首領は、兄を二人も殺されない。だからクラップラットは動かない。だが、状じよう況きようは変化した。クラップラットは馬を盗ぬすんだ。なんのためだ？　復ふく讐しゆうをするのに、より多くの手て下したを動かしたかったからだ。狙ねらいはおまえだ。居所を摑つかむため、誰のところに行く？」

　アリスの顔が青ざめる。

「──姉さん！」

「ロッキー、力を貸せ！　おまえらだけではギャングに勝てないだろう。共同戦線だ」

　馬車のドアが荒あら々あらしく開く。

「ロッキーなんて呼ばないでいただけるかしらッ？　わたくしの名は、ロクサーヌ・ラヴォワですのよ！」

「どうでもいい！　ショットガンはあるのか!?」

　老いたカウボーイが古そうなダブルバレルを持ってくる。

「ダメだ！　ロッキーはウインチェスター・ショットガンじゃないと、ネズミにすらカスらないんだ……確かショートリーフの保安官事務所に二挺ちようあったな」

「なにを言ってますのッ？　わたくし銃じゆうなんて持ったこともありませんわ！　だいたい、あなた銃でしょう？　銃ごときが人間に命じるなど……」

「銃のダンナ。ムリですぜ。お嬢じようはショットガンどころか馬にも乗ったことが……」

　最悪すぎる。集団戦では一番頼たよりになるロッキーが、戦力外ときた。

「だったら、なぜ馬うま泥どろ棒ぼうなんか追いかけてきた!?　完全に足手まといではないか」

「仕方ないのですわ！　お父様が死んで……わたくしが牧場を継つがねば……」

　もう……そんな時期か。

「いいか、ロッキー聞け」

「ロクサーヌですわ！」

　めんどくさいヤツだな。少女時代のロッキー……。

「ビッグホーン牧場は広大だ。これから土地の権利問題で嵐あらしのようにモメまくり、無法者たちによって荒あらされる」

　ロッキーも、カウボーイたちも表情を固くする。

「その争いを経て、箱入りお嬢じよう様さまなおまえも成長する。せざるを得ない……と言うべきか」

「あなた、銃のくせになぜ詳くわしく知っておりますの？」

「ミスターは未来から来たのよ」

　アリスの言葉に、失笑が起こる。

「ホントよ!?」

「いや、この反応がマトモだ。で、ロッキー。取引をしよう。素す晴ばらしい情報を与あたえられる」

「何ですの？」

「ちょうどいま、ユニオン鉄道と線路の敷ふ設せつ問題でモメているはずだ」

　カウボーイたちの顔から笑えみが消える。

「なぜ、それを……？」

「ユニオンの責任者とブラックジャックをして、勝ったほうが線路の進路を決められる、という取り決めになるはずだ。おまえは伝説の賭と博ばく師しをオールドレイクで雇やとうが、そいつは成りすましの偽にせ者ものだ」

　ロッキーが鋭するどく聞き返す。

「賭と博ばく師しの名前は？」

「《伊達男スウイート・ガイ》ジギー・ロックウェル」

　牧場主はパイクと顔を見合わせる。何を迷っている。当たりだろうが。さっさと悟さとれ。こっちは結末までお見通しだ。

「本物はサンダーロックヒルズにいる。噓うそだと思うなら両方に使いをやって調べるといい」

「……………………………………」

　パイクが首をふって告げる。

「……まさに、オールドレイクに使いを出したところです」

「なら、サンダーロックにも出せ。どうしても信じられないなら、二人を勝負させて勝ったほうを雇やとえばいい」

「あなたの言うことが本当だったとして、情報提供の見返りはなんですの？」

「ロッキー……おまえだ。おまえが欲しい」

「牧場主だと判わかったので、コネを作ろうという魂こん胆たんなら──、」

「牧場なんか要いるか。欲しいのは牧場主じゃない」

「は……？」

「呼んで欲しいと言っていたな。なら、呼んでやる。ロクサーヌ・ラヴォワ、欲しいのはおまえだけだ」

　妙みようなことが起こった。お嬢じよう様さまの顔が────みるみる真っ赤に染まっていったのだ。
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　その日の午前にはショートリーフの玄げん関かん口、吊るし岩峠ハングドマン・ロツク・パスに辿たどり着いた。

　遠くからでも異変に気づいた。小さいながらも活気のあった街だ。軽い砂すな風かぜが舞まっているとはいえ、真昼に商店を閉じるなどありえない。通りに人ひと気けはなく、ガラスが割れたままの建物が放置されたりしていて、まるでゴーストタウンのようだ。

　見晴らしの良い吊るし岩ハングドマン・ロツクの高台から観察してはや二〇分──。めぼしい変化はない。

「どうしますの？」

「街で待まち伏ぶせされたら目もあてられない。斥せつ候こうを出すか」




「────その必要はない。ギャングは教会にいる」




　その声。旅の道連れの誰だれでもない。不意打ちだった。それも……あまりに近きん距きよ離りからの。

　ふり向く一いつ瞬しゆんがもどかしい。アゴンロジの接近すら見破った集音装置をかいくぐる──そんな芸当が出来るのは、この世に一人しかいない。

「撃うてッ、アリス！」

　ふり向きざま、わたしを抜ぬいて銃じゆう口こうを据すえ────……、




　…………その銃口が、相手の心臓をポイントする前に、止まる。




「──どうしたッ!?　なぜ、撃たないッ？」

「落ち着いて、ミスター。丸まる腰ごしよ」

　バカな、と言おうとして──言葉を呑のみこむハメになるとは。

　丸腰──だ。チャームガンはホルダーに入ったままで、眼帯アイパツチの逆にある眼まな差ざしは殺気すら放っていない。

「熱くなるな、サラマンデル。争う気はない」

「──……ホークアイッ、」

　初対面なはずなのに、わたしの名前を知っている。しかも、こっちの世界では使っていないほうの名前を、だ。

「撃て、アリス！」

「ムリよ……ミスター」

「撃てというんだッッ！」

「予言する者よ。落ちちゅくと良い」

「冷静だッ」

「とてもそうは見えませんわね……」

「こいつを生かしておいたら、アリスが死ぬ！」

「どゆこと？」

　ホークアイが動いたので、アリスもビクッと銃口をポイントしたが──、

　ヤツは背中のサーベルを地面に投げただけだ。ライフルも、拳けん銃じゆうもホルダーごと投げ出す。

「……どういうつもりだッ？」

「忠告に来た。すぐ帰る」

　視覚装置をホークアイに戻もどす。表情を殺しきった顔をして、わたしをみつめている。何を考えているのか、まったく判わからない……。

「今回は手を引け。悪いようにはしない。わたしに任せろ」

「あたしのお姉ちゃんが……」

「メラニー・ヘイワードは無事だ。人質にされているが、折おりをみて逃にがす」

「信用できるものか」

「サラマンデル。おまえは危険だ」

「同じ言葉を返してやる」

「ゾォードがなぜ世界を滅ほろぼそうとするのか、考えたことは？」

「な──、」

　絶句、せざるを得なかった。長きに渡わたるアリスとの旅路で、ゾォードは常に《敵》だった。それ以上でも、それ以下でもない。だが、それで通用していたのだ。ライトニング・ワイルドが《復ふく讐しゆう者》だったから──。

「ヤツは史上最悪の魔ま女じよ、それだけだ……」

「最悪の魔女となる理由はある。恐きよう怖ふだ」

「恐怖？」

「ゾォードは《最果ての聖地ノーマンズ・エンド》の秘魔女だった」

「メソ文明人メソデイアンの末まつ裔えいと聞いたぞ」

「それは彼女が、自分を畏おそれさせようと撒まいた噂うわさの一つだ」

　アリスが目を上に向けて、アホみたいな顔で考え始めている。

「ノーマンなんとか、って聞いたことあるよね？」

「火山がそこにあると、以前わたしが話した」

　旅の最終目的地と、ゾォードの生まれ故郷が一いつ緒しよだなんて偶ぐう然ぜんにしても出来すぎている。

「あしょこの聖地といえら、始まりのマコシカ岩……」

　魔女生せい誕たんの聖地で、最も強大なオロゴを有する、岩の神殿遺跡メソ・テンプルだったと聞く。

「フォート・マウント・ソー条約で、モザード族の永久保有が認められ、ゾォードたち魔女の一族は穏おだやかに暮らしていた。が、事態は急変する」

「条約のあとにあった出来事といえば──ゴールドラッシュだな」

「正解だ。金の鉱脈が次々に見つかり、合衆国が結んだ条約は破は棄きされた。騎き兵へい隊たいが送られ、モザード族の戦士は排はい除じよされ、ならず者と鉱夫どもが押し寄せ、聖地は蹂じゆう躙りんされ──子供だったゾォードは大勢の大陸人にくり返し母を犯おかされ、残ざん酷こくな笑い声に嬲なぶられながら亡なき者にされる光景を目にしたのだ」

「まるで見てきたように語るな」

「見てきた……と言ったら？」

「なんだと？」

　ふっ、と笑って話題を変えやがった。

「そんな生おい立たちを持つゾォードは、大陸人から憎にくしみを向けられると過か敏びんに危機感を募つのらせ、兇変者デイザスターとしての潜せん在ざい力りよくを解放していく。憎まれるたびに策さく謀ぼうを募らせ、呪じゆ術じゆつを鋭するどく研とぎすますようになる。しかし同時に凶きよう気きも増してしまう。壊こわれて、壊れて、最終的には──……、」

　岩の向こうからつむじ風がやってきて、砂埃を巻き上げていく。だが、ホークアイを避けるように風は去っていく。万物を見通す目をした男に屈くつした、とでもいうように──。

「すべての大陸人を殺さなければ自分が殺される、という凄すさまじい強きよう迫はく観かん念ねんに駆かられるのだ」

　誰だれもが無言だ。わたしでさえも、一ひと言こともない。

「なんて…………哀かなしい……魔ま女じよなの……」

　アリスの声が泣きそうなほど掠かすれている。アホめが。ゾォードに同情してやがる。

「だから危険と言ったのだ。ゾォードが魔女マスクとして急成長するのに必要な因子を与あたえているのは、おまえに他ほかならない」

「だったら、あの魔女を狂くるったまま放置しろと？」

「わたしにはプランがある。ゾォードをこれ以上成長させず小悪党で収まってもらい、その間に散らばったパーツを集め、決着をつける」

「よけい説明になってませんわ。パーツってなんですの？」

「何かの原因であるべき場所に、あるべきモノがなくなった。わたしがそれをみつけ出せば、終わるのだ。すべてが……な」

「おまえの言う終わりというのは──、アリスに銃じゆう口こうを向ける行こう為いも含ふくまれるのか？」

「どゆことなの？」

「口を挟はさむな。さあ答えろ、ホークアイ」

　ホークアイは口ごもり、すこし考えてから答える。

「場合によっては」

「今回は、そうさせない。絶対だ」

　かぶりをふり、拳けん銃じゆうを拾う。

「決けつ裂れつか。そうだろうな……わたしもそうする。最初から判わかっていたことだが」

「他人と自分を混同するな」

「おまえはわたしだ、サラマンデル」

「似た者同士だとでも言いたいのか？」

「言葉通りの意味だ」

　ライフルとサーベルも身につけて、ホークアイは去っていく。

「待って。もうちょっと話しあったほうが……」

「よせ、アリス」

　追いかけ始めの一歩を制するかのように、回転草タンブル・ウイードが転がってきてアリスのすねに当たった。
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「どうしますの？」

　ホークアイが立ち去ってから一五分。街の様子に変化はない。馬に乗るよう指示した。

「街に行く」

「ホークアイって人と戦うの？」

「あの口ぶりでは連中の仲間だろう。次は丸まる腰ごしじゃない。撃うてるな？」

「…………う……」

　ロッキーが口を挟はさむ。

「そもそも、あの方は何者ですの？」

「未来では、アリスの最後の相棒だった。近接も遠えん距きよ離りも負け知らず、伝説級のガンマンを何人も黙だまらせた早撃ちで、わたしの知る限り最強の銃使いガンスリンガーだ。あいつと組んでからアリスの腕うで前まえが急きゆう上じよう昇しようした。アゴンロジに代わる第二の師し匠しようと呼べるだろう。だが……、」

「だが、何ですの？」

「いまは話したくない。この話は終わりだ」

「あの者がかりゃむと、予言する者は太陽を失ゆ」

「太陽──？」

「用心によーじんちぇろ。輝かがやけりゅ太陽ひゃら、それにゅ」

「おい、いまのはさすがに聞き取れなかったぞ！」

「用心しろ。輝ける太陽からそれる、よね？」

　なんで通じるんだ、こいつら。

「大事なセリフは嚙かまずに言え！　というか、もう嚙むというレベルは通り過ぎて、単に口が回ってない」

「アゴちゃんは可か愛わいいからそれでいいの！」

「師匠にちゃんづけのおまえも、大たい概がいだが……ええい、話を戻もどすぞ」

「あの人に任せたら、メラニーさんしばらく捕ほ虜りよってことですわね？」

「非ひ道どい目に遭あわされるかもしれないな」

　アリスがみるみる青ざめる。

「そんなのイヤッ！」

「なら、指示に従え。ロッキーだって馬を取り戻したいだろう？」

「……ですわね。ええ……」

「決まりだ。行くぞ」

　アゴンロジの視線が少し痛いが、いまはそんなことを気にしている場合ではない。

　街の入り口を迂う回かいさせ、裏の牧場で馬を降りて保安官事務所に入る。ガラスが割れ、ドアが叩たたき壊こわされている。床ゆか板いたに血けつ痕こんもある。

「保安官……？」

「アリスかい」

　奥でピートの声がする。くぐもった声だと思ったら、ボコボコに顔を腫はらしている。

「なにがあったの!?」

「クラップラット団だよ」

「保安官は？」

「逃にげ出した……」

「それより、メラニーはどうした？」

「彼女は捕つかまって……わっ!?　銃じゆうが喋しやべった！」

　アリスがピートの首根っこを摑つかんで、ガクガク揺ゆさぶる。

「捕まったですって!?　保安官のくせに何してたのよ！」

「……ごめん！　でも助手だし！　敵が多すぎてッ」

　わたしは事務所を見回す。

「ロッキー、例のショットガンがある。持っていけ」

「本気ですの……？」

「ああ。おまえが必要だ。さっさと取れ」

「こんな公衆の面前で言わなくても……ですわ」

　ロッキーがまた顔を真っ赤にしている。なんなんだ……？

　壁かべにかけてあるショットガンを手に取るが、腫はれ物ものに触さわるみたいにぎこちない。下部のレバーを、目を閉じてカコンと引いている。あー……イライラする手つきだ。ダンスホールのデビューというなら微ほほ笑えましいが、撃うちあいでの未み熟じゆくは命に関かかわる。

「ピート、スピンコッキングをしてみせろ」

「へ？　あ、うん……」

　ピートは片手でレバーを握にぎり、銃をくるっと回して給弾コツキングする。ぎこちない動作で、銃でアゴを打って悲鳴を上げている。悪い見本──にも拘かかわらず、ロッキーは動作を理解したらしい。

　慎しん重ちようにウインチェスター・ショットガンを回すと見事にコッキングをした。

「……できたわね」

「当たり前だ。おまえはショットガン・クイーンと呼ばれる女なんだからな。あと一挺ちよう持って二挺銃アキンボしろ。弾だん薬やくも収納箱チエストの上にあるから持て。ピート、ヤツらの居場所は？」

「教会だよ」

　ホークアイの情報は正しかった。欺だますつもりではなさそうだな。なら、真意は何だ？

　考えていたらアリスが駆かけだしやがった。

「待て！　全員で行け！」

「でも、お姉ちゃんがッ……」

「救いたいなら、なおのこと冷静になれ。感情に任せて戦えば味方をも危険に曝さらす」

「……ッ!!」

　じわ、とアリスの目元に涙なみだが盛り上がる。

「…………ミスターは銃じゆうだから、人の心なんか判わからないのよ！」

　ズキッ、と心に何かが突つき刺ささる。アリスは腕うでを握にぎられ、ふり返る。アゴンロジだ。

「哀かなしいこりょを言うものではない」

「……ごめん」

「あやまることはない。本当のことだ。ピート、人数は？　敵のことを詳くわしく話せ」

「人数は大勢いすぎて判らない。ラテン系が四人。先住民の賞しよう金きん稼かせぎが一人混じっている。ライフル持ちが五人、一人が二に挺ちよう拳けん銃じゆう。顔中に刃は物ものの傷きず痕あとがあるヤツがラットの頭領だ」

「二挺拳銃はどんなヤツだ？」

「妙みように赤ら顔で、右の頰ほおに火傷やけどがあって、顎あごヒゲを生やしている」

「レッド・モスか。マズイな。強敵すぎる」

　伝説級のガンファイター・モスに、ホークアイ。ヘタするとゾォードもいる。ここが勝負どころだ。勿もつ体たいないなどとケチっていたら、全ぜん滅めつもある。

　わたしはアリスの胸をナナメに横断しているガンベルトをみる。

　刻紋弾エンブレムド・バレツトの使いどき──、だ。

　アリスを促うながして保安官事務所を出る。視覚同調キヤストアイして街を探さぐらせる。

「……ミスター」

「ああ、判っているアリス」

　酒場の窓の、カーテンの隙すき間まから覗のぞく目。大きな雑貨店の屋上にも人ひと影かげがある。

　教会は、丘おかの上にある。その横に幻げん灯とう映写会の小屋が立っていて、その屋内、窓まど際ぎわにも見張りが隠かくれている。崖がけのところの岩場にチラチラみえる光の反射は──ライフルの銃口か。

「一度退ひくぞ。銃を持って馬に乗れ」

「敵ですの？」

「まだ距きよ離りは詰つめられていないが、このままでは包囲される」

　かなりの大人数だ。クラップはネズミラツトのほうがよく群れるというわけか。

「馬に乗れ。涸かれ渓だにに行くぞ」

「ミスターの埋うまってたとこ？　なんで？」

　返事する前に、アリスは気づいたようだ。吊るし岩ハングドマン・ロツクの陰かげに潜ひそんでいる者の馬が、チラッと鼻はな面づらを出したからだ。

「あの追っ手には撤てつ退たいしたとみせかけて、撒まいて先回りする。土と地ち勘かんのあるおまえには、それが出来るな？」

　アリスは唇くちびるをきつく結んで頷うなずいた。
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　追っ手を撒まいてから、ショートリーフに砂さ漠ばく側がわから近づく。

　ここからだと、アリスの目を使えばハッキリみえる。

　教会のある丘の上には、馬と見張り。みえているだけでも五人いる。崖がけ上うえの撃うち下ろし陣じん形けいで守りを固めている。小屋の窓にも人ひと影かげがある。

「どうやって近づきますの？」

「街の酒場や雑貨店、幻げん灯とうの小屋、そして教会と崖……それぞれにギャングを配置している。突とつ撃げきしてきたら崖で足止めし、街の人員が後方に回りこんで挟はさみ撃うち、という流れだ」

「こっそり近づけばよくない？　岩もごろごろしてるし」

「それが可能なのは、おまえとアゴンロジだけだ」

　ピートが申し訳なさそうに発言する。

「あの……酒場や雑貨店を先に潰つぶしてしまえば良いのでは？」

「軍隊のセオリーなら、そうだ。だが相手はギャング。メラニーの命を盾たてに使うことなど何とも思わない。人質がいる以上、最初から一つしか方法はない。奇き襲しゆうだ」

「たった二人で奇襲なんて、ムチャだわ」

「誰だれが二人と言った？　一人だぞ」

「へ──？」

「アリス、ロッキーから手鏡を借りろ」

「キレイになって欲しいの？」

「……いいから、借りろ」

「割らないでちょうだいね」

　ロッキーはツンツンした顔で鏡を渡わたしてくる。

「ミモザの一本樹の向こうに丘きゆう陵りようがあるだろう？　ロッキーとカウボーイたちは、あそこの涸かれた水路を伝って出来る限り崖に近づけ。アゴンロジは先行してみつからないように北側の崖を登れるか？」

　アゴンロジが頷うなずこうとしたとき、ロッキーが進み出てくる。

「わたくしも先行しますわ！」

「おまえは初の戦せん闘とうだろう。大役は任せられない」

「必要と言いましたわよねっ？　ショットガン・クイーンと呼ばれる女とも」

「うッ……、」

「問題ない、予言すりゅ者。わりぇが教えゆ」

「出来るのか？」

「うみゅ」

「なら、ロッキーとアゴンロジで先行隊。ピートがカウボーイたちを指揮しろ」

　ため息いきを銃口から漏もらしたのち、作戦説明をする。

「段取りはこうだ。先行隊とアリスが先に動く。アリスは教会に潜せん入にゆうし、ミモザの樹きに鏡の光を当てる。これが襲しゆう撃げきの合図。まずピートのカウボーイ隊が撃うち始める。この銃声に紛まぎれて北の崖がけから回りこんだ先行隊がライフル使いを潰つぶす。潰したら空に笛矢ホイスリング・アローを放て。これを合図にピートたちも突とつ撃げきして崖をよじ登り、丘おかの上を制圧する。そしてライフルを奪うばい、撃ち下ろし陣じん形けいを取って代わり、酒場からの増ぞう援えんを迎むかえ撃て」

「判わかりましたわ。わたくしの活かつ躍やく、みていただきます」

「いや、ちょっと待てロッキー。惜おしいが、色つきカラーズを使う」

「ハイ……？」

　アリスが満面の笑え顔がおでこっちをみてきやがる。

「どれ使うの!?」

「白き《立ち上がる熊マチユナーザー》だな」

「これね！」

　ガンベルトから見事《立ち上がる熊マチユナーザー》を抜ぬいた。

「順番に並べて、憶おぼえたの！」

「アリスにしてはマシな努力をしたな」

「しては、って何よ!?」

「そんなもの要いりませんわ！」

　アリスとロッキーが並んで怒おこる。姉妹かおまえらは。

「《立ち上がる熊マチユナーザー》なら銃じゆう弾だんすら防ぼう御ぎよできる。ロッキーは先行させるが、これを使うのが条件だ。イヤなら、ピートたちのほうに戻もどすぞ？」

「うぅ……仕方ありませんわね」

　アリスに刻紋弾エンブレムド・バレツトを込めさせる。また適当な手つきで込めやがって。これが終わったら、練習メニュー増量だな。

「おっけー、できたよ？」

「よし。ロッキーを狙ねらえ」

　銃口を向けられたロッキーが、ビクッと退ひく。

「怖こわいですわっ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。怪け我がはしない」

「怪我しない弾丸なんて、あるわけないですわっ！」

「喋しやべる銃だって、あるわけないだろう？」

「……、ま、まあ」

「わたしを信じろ、ロクサーヌ」

　そう言った途と端たんにロッキーの頰ほおが赤くなったが、何なんだ──？

「身を任せますわ。初めてですので、痛くしないでくださるかしら」

　そのモジモジは、何のモジモジだ……。

「撃うて、アリス」

「んーっ」

　すっごいダルそうに片手撃ちしやがった。当たったからいいが、練習の成果がまるで感じられない。二晩くらい絞しぼってやるか。

　撃たれて顔を腕うででかばっていたロッキーが、おそるおそる身構えを解く。自分の身体からだが淡あわい光の壁かべに包まれているのを不思議そうに眺ながめている。

「これでよし。次だ、アリス……」

「なにすんの？」

　次の瞬しゆん間かん、アリスがトンデモないことをやらかした。

　あまりに唐とう突とつで、あまりに容よう赦しやない《ボケ》だったために、制止が間に合わなかった──、

　このアホは、わたしをくるくる回して──ホルスターに入れやがったのだッ！

「ああああああああァァァ──ッ！」

「ほへっ？　なにッ!?」

「《立ち上がる熊マチユナーザー》が消えたではないかッ！　よりによって──なんてことをォオオオッ！」

　ロッキーは自分の身体を見回して、「確かに消えてますわね」とため息いきをついている。

「へっ？　へ？　消えるのッッ!?　ミスター言ってなかったじゃない！」

「銃じゆうを下ろしたらチャームのスタンバイが消える、と言ったろうが！　術は、チャームガンを構えることで保たれる。下ろしただけでもゆっくり弱まってしまうというのに、手放すなどもっての外だぞッ」

「わかんないよおおおっ！」

「糞くそアホめ！　超ちようアホめ！　アホというカテゴリーに入れるのもおこがましい、とても神こう々ごうしい領域のアホめ！　命よりも貴重な刻紋弾エンブレムド・バレツトをムダにするとはッ──」

「ごめんなさああああいっっ」

「待れ《予言する者》」

　ホルスターから、わたしを取ったのはアゴンロジだ。

「もう、にょいのだ。稲いな妻じゆまをゆるちゅてやれ」

「判わかってるのかッ？　こいつは──、」

「どちゅらにしても、あの光があっれは隠密おんみちゆれきまい」

「──ッ！　だ、だが……」

「金色こんじきの髪かみの者はきちゅんと教え、役割を果たせりゅようにしれおく」

「…………。おまえがそう言うなら任せるが」

　レンズでアリスを睨にらんだら、気づいて「ひッ」ってビクついている。……まあ怒おこるのはあとだ。それよりも、士気を上げなければ。

「全員、役回りは理解したな？　敵を倒たおすのが目的ではない。『生きて帰る』を優先して危なければ撤てつ退たいしろ。──よし、征いくぞッ！」

　気合いの声一いつ閃せん、見事に息が合った。カウボーイがいると、こういうとき盛り上がるな。

「あちょは任せりょ」

　アゴンロジは、わたしを返して移動を開始する。アリスには木こ陰かげに入らせた。

「……いいか、次は失敗するなよ。絶対にするなよ。絶対に絶対に、絶対だぞ！」

「判わかったよ!?　絶対判ったよ!?　ホントにホントに、ホンットに判ったよッ!?」

「青き《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》」

「ハイこれ！」

　ガンベルトから《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》を抜ぬいた。色つきカラーズ記き憶おくは真面目まじめにやったらしいな。

「いいか？　こいつを撃うつと姿が消える。足音などの音も消える。その反面、敵の音も消えてしまうし、わたしも指示が出せなくなる」

「……う、メリットばかりじゃないのね」

「いいや、メリットは絶大だ。目の前で銃じゆうを撃うっても、銃声どころか発射炎マズルフラツシユすらゼロになる。相手は弾だん道どうでこちらの位置する方角を特定するぐらいしか出来なくなる。デメリットなど微び々びたるものだ。そう……使い手がよほどのアホでなければ、な」

「…………なにが言いたいのよ？」

「なんでも。とにかくわたしは指示を出せない、ということを念頭に置け。段取りはわかっているな？」

「こっそり教会に入り、お姉ちゃんをみつける、守りながら戦う」

「ダメだ。いいか？　教会に入り、メラニーをみつける。窓から手鏡で合図をして、ピートたちに銃じゆう撃げきを開始させる。敵が陽よう動どうに乗って教会の中を手て薄うすにするから、見張りを倒たおしてこっそり外に連れ出せ。メラニーを岩場の陰かげに潜ひそませてから、敵を背後から撃ちまくれ」

「……う、うん」

「大だい丈じよう夫ぶだろうな？　大丈夫だから『うん』って言ったのだな？　大丈夫じゃなければトンデモないことになるぞ？」

「三回念押さなくても、大丈夫だってば！」

「よし、じゃあ《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》を使え」

「うん」

　シリンダーをスライドさせ、次じ弾だんに刻紋弾エンブレムド・バレツトを装そう塡てんする。

「普ふ通つうに撃てばいい」

「狙ねらいは？」

「どこでもいい。対象自分の弾は、空くう砲ほう扱あつかいだ」

　地面めがけて撃った。銃声なし。弾着もない。変化があったのは、アリスとわたしのみだ。

　姿が蜃しん気き楼ろうのようにゆらめき、ぼおっと消えていく。それと共に、世界からすべての音が消えていく。奇き妙みような感覚だ。いつも音にまみれて暮らしていると、一いつ切さいない──となると、急に不安になる。さらに、姿も影かげも消えるのだ。世界から置いてけぼりをくらった気分になる。

　アリスも不安になったのだろう。しばらくウロウロと歩き回って…………、

　いや、絶対に不安じゃない。指で、砂に絵を描かいてやがる。消えているはずの指が絵を描く《感覚》が楽しくてたまらないのだ。

　このアホ！　刻紋弾エンブレムド・バレツトを何だと思ってるんだ！　はやく行け！

　心の声が聞こえたのか、ようやくアリスは移動を開始する。駆かけ足あしだ。足音はしないが砂すな埃ぼこりが舞まう。気づけよ……とハラハラしながら念じていると、ようやく駆け足をやめ、静かに歩き始める。ああもう、ストレスで錆さびてしまいそうだ。

　丘おかを登り、見張りのわきを抜ぬけて教会に向かう。気づかない、というか気づきようがない。なにせ姿も見えなければ音も聞こえないのだ。

　アリスの足が止まる。その理由は、すぐ気づいた。教会のドアが閉まっている。これでは中にこっそり入れない。アリスに話した作戦の中では、そこまで想定していない。指示したくても声が出せないので、動向を見守るしかない。

　アリスは迷ったあげく、教会のわきに回りこんだ。窓から中を覗のぞきこむ。

　いいぞ。めずらしく冴さえているじゃないか。わたしも視覚同調キヤストアイしてアリス視点で中の様子を窺うかがう。入り口付近に三人。ドアを開けたらバレていたろう。

　スタンダードな身しん廊ろうのみの木造教会。ひどく古くて壁かべも腐くさりかけだ。中にあるのは長なが椅い子す、説教台と祭さい壇だんの東側がわにオルガン、西に開いているドア。中に寝しん台だいがみえるので、おそらく牧師の住居だろう。オルガンの前に縛しばられたメラニーが座っている。見張りが二人。残りは長椅子に座っている。

　アリスは先へと進む。教会の隣となりに崩くずれたレンガ壁がある。おそらくは別の建物を作って放置された跡あとだろう。教会の裏側に牧師の住居口のドアを発見。そっと開けて教会に侵しん入にゆうする。

　ここまでは及きゆう第だい点だ。状じよう況きよう判断も良いし、動きもサマになっている。問題が起こるとしたら、ここからだ。レッド・モスと頭領が長椅子のどこかにいるのは判わかるが、正確な位置が判らない。コソコソわきを抜ぬけるには手て強ごわすぎる相手だ。しくじるなよ……頼たのむから、撃うちあいになるなよ。

　住居から身廊へ。説教台の裏をゆっくりと抜けていく。




　アリスが足を止める。




　おかしい。見張りがこっちをみている。床をみる。床板が古くなっていて、アリスに踏ふまれたことでたわんでいる。

　……音が出たのだ。

　アリスの足元なら音は消えるが、床ゆか板いたが長くなっているので、反対側がわでテコのように軋きしんでしまったのだろう。見張りが集まる。若い男が何か言う。しっ、と指を立て、ヒゲのラテン人が拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつを起こす。

　炭鉱労働者の服を着た先住民の男が──ショットガンを構え、注意深く歩み寄ってくる。

　アリスは長なが椅い子すへと静かに寄って、男たちが通り過ぎるのを待っている。

　長椅子から、立ち上がる人ひと影かげがある。顔に無数の刀かたな傷きず──クラップラットの頭領だ。何か言っている。口の動きをみたが、読み取れたのは『モス』だけ。

　見覚えのある、ブルドッグのような顔の男が身を起こす。病的なほどの赤ら顔。焼けただれた右頰ほおに、もじゃもじゃの顎あごヒゲ──《嚙かませ犬いぬ》レッド・モス、だ。右と左に年季の入ったコルト短身拳銃シエリフズを構え、油断なく視線を巡めぐらせている。

　早撃ちフアストドロウもさることながら、こいつの真価はハンマーコックという技わざの熟じゆく練れん者しやということだ。撃った反動で銃を跳はね上げ、親指に引っかけて戻もどして撃鉄を起こす。つまり、ありえないほどの速射ができるのだ。もっとありえないことに、こいつは両手でミスなくハンマーコックができる──いわばダブル・ハンマーコックの使い手なのだ。

　やってくれたな……アリス。この状態から撃ちあったら、万に一つの勝ち目もない。動くなよ……？

　動いた……。

　緊きん張ちように耐たえきれなくなったのだろう。長椅子伝づたいに移動している。くそッ、みつかるぞ。

　メラニーの前まで来たが、前に見張りが二人。後ろから戻もどってきた三人の男たち、レッド・モスも様子をみに寄ってきている。




　囲まれた──。




　こいつは悪夢だ。わたしが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いたアリスを返してくれ。こんなのアリスじゃない。アリスの顔をした鼻タレの小こ娘むすめだ。

　さあ。どうする気だ、アリス。ここまで来たからには何か策があるんだろうな？

　いきなり、だった。

　アリスが身動きしたかと思った瞬しゆん間かん、メラニーが大口を開けて、笑いだしたのだ。くすぐってやがる！　メラニーのわきをくすぐっているのだ。ハンパな笑いじゃない。一いつ斉せいに銃口を向けてくる。銃口がギリギリまで迫せまって──、

　アリスはビクッとかわした姿勢のまま、止まっている。

　…………。

　銃口が据すえられたまま、時間だけが流れていく。

　緊きん張ちよう状態は──いきなり終わりを告げた。メラニーが何かを言い、男たちがムカついた顔をしながら拳けん銃じゆうを戻もどす。モスまでシェリフズをホルスターにしまう。お開きになったかのように散り、進路が開けて……、

　……助かった…………のか？　寿じゆ命みようが百年は縮んだ。誤作動ジヤムしたらアリスのせいだぞ。

　窓まで接近。手鏡を出して、合図を送る。反射光が外の見張りの尻しりに当たるという信じがたいミスをしながらも、なんとかバレずに済んで──、

　銃じゆう撃げき開始だ！　長なが椅い子すに戻ろうとしたモスが再びシェリフズを抜ぬき、教会のドアへと駆かけていく。頭領も跳はね起きてライフルを手に続く。

　残ったのは先住民と若い見張り一人だ。先住民は手て強ごわそうだが、不意打ちで始末できる。

　──って、若いほうを先に撃うちやがった！　このアホタレッ!!

　案の定、先住民は長椅子に身を伏ふせて、アリスの視界から消える。あたふたと迷って、とりあえずナイフでメラニーの縄なわを切って──、

　アホ……そいつは、考えうる限り最悪のミスだ。自由になったメラニーが逃にげだしたが、先住民が椅子から銃だけ出して撃ってきて、メラニーは怯おびえながら伏ふせる。

　ドアに人ひと影かげ。出ていったはずのモスが、引き返してきた。もうダメだ……そう思った瞬しゆん間かん、教会の窓が割れて何かが飛びこんできた。

　斧トマホークだ。柄え頭がしらにロープが繫つながっていて──、

　空を飛ぶように、ロープを巻き上げて天てん井じようまで移動した影かげがある。

　アゴンロジだ！

　宙を舞まう間にもう片方のトマホークを投げ放ち、先住民の頭をかち割る。

　モスが天てん井じように向けて撃ち始める。ダブル・ハンマーコックの猛もう連射で、瞬またたく間に一二発の銃じゆう弾だんが放たれる。幸運にもアゴンロジのスカートの、股またのところに穴が空いただけで済んだ。モスが外すなんてめずらしいと思ったら──、

　たまたま口の動きがハッキリみえた。穿はいてねえッッ！　──と、叫さけんでいる。

　動どう揺ようしたか。その角度からじゃモロみえだろう。判わかるぞ、モス。
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　アゴンロジはリールを解放してロープをしならせながら移動し、一回転して長なが椅い子すに着地。投げたトマホークを巻き取りながら、途と中ちゆうでスイングして、リロード中のモスに投げつける。

　モスは後ろに跳とんでトマホークをかわし、反撃の体勢に入る。空くうを切ったトマホークが、壁かべに突つき刺ささると思いきや、アゴンロジがロープをぐいっと巻いてブーメラン・カーブさせる。首筋を分厚い刃はがかすめ、モスはビビって反撃もしないまま長椅子の向こうに伏ふせる。

　強い！　アゴンロジ強いぞ！　それに較くらべて弟で子しは……ッ！　ボーッとするな！

　急に──音が聞こえ、姿も現れる。《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》効果終しゆう了りようだ！

「アリス撃てッ！　アゴンロジを援えん護ごだ！」

「はひぃ！」

　モスの潜ひそむ椅い子すにショット。木片が爆ばく発はつするように飛び散って、モスはたまらず床ゆかを転がって教会を出て、外から中ちゆう腰ごしで撃うってくる。

「伏ふせろ！」

　伏せた途と端たん、銃じゆう声せい──アリスの肩を銃弾がかすめ、軽く血が飛沫しぶく。

「いツッ！」

「かすり傷だ」

「簡単に言わないでよ！　たたッ……」

　モスの姿が入り口にない。アゴンロジはこっちに回りこんで合流。アリスの隣となりに伏せる。

　素す晴ばらしい。モスを追いかけていったら待ち伏せをくらう。さすが師し匠しよう。

「メラニー、見張りの拳けん銃じゆうを奪うばえ！　隠かくれながら、奥の窓ガラスを撃て」

「あ……あいよ！」

　メラニーは言われた通り、若いヤツの死体から銃を取って撃ちまくるが、まったく当たる気配がない。まあいい。目的は攪かく乱らんだ。

「アゴンロジ、反対側がわから出るぞ。先頭を頼たのむ」

「任せにょ」

「アリス続け！　最後にメラニーだ。さっき見張りに囲まれたとき、なんて言ったんだ？」

「ネズミにおったまげてんのかい。タマタマナツツついてんの？　──ってね」

「たいしたタマだな。メラニー」

「……ところで、あたしはいま誰だれと話してるの？」

「銃じゆうだよ。コンニチワー、ボク、ミスター・マグナム……」

「やめろ。そんなキャラじゃない。さっさと走れ！」

　住居側がわのドアから外に出る。二人のギャングに出くわした。アゴンロジがトマホークを相手の胸に突つき立て、アリスが一人撃うつ。アゴンロジは背が低いので頭あたま越ごしに撃てるのだ。

　二〇バレッセルほど走ったところで後ろから銃じゆう声せいがして、アリスの足あし下もとで土つち煙けむりが上がる。

「隠かくれろッ」

　アリスは怯おびえるメラニーをひっぱって岩の後ろに入って腰こしを屈かがめる。動作が遅おそくて一発太ふと股ももをかすめる。メラニーがネックになって、持ち前の素す早ばやさが発揮できなくなってるな。

　アゴンロジはちょっとしたくぼみに伏ふせている。普ふ通つうの人間ならカバーにならない深さだが、小さいので全身隠かくれている。幼女有利……、なのか？

　アリスは岩から顔を出そうとして、したこま射しや撃げきをくらって「ヒィ」とひっこんでいる。

　制圧射撃サプレツシヨン・フアイア。隠れた相手の行動を、間断のない射撃をくらわせて挫くじくテクニック。これをやられると、アリスのような小心者はビビリ始めて動けなくなる。

「わたしだけ出せ」

「へ？」

「銃口の下に視覚装置ボルトレンズという、人間の目に該がい当とうする部品があるのだ」

「わ、わかった……」

　銃わたしだけ岩から出す。ギャングがガンガン撃ってくるが、まあ当たったところで死ぬまい。

　敵は五人。おそらくは幻げん灯とう小屋から来た連中だろう。モスは……いないか。さっきみたレンガの壁かべに隠れて撃ってきている。

　一人がヤバイものを持っているのが見えたぞ。

「不味まずいッ、ダイナマイトだ！　アリス、あいつを撃て！」

「どいつ？」

　アタマを出して、また制圧射撃くらって「ヒィ」とひっこんでいる。

　レンズを動かして周りをみる。鉄てつ柵がある。

「走れ！　あの鉄柵を乗り越こえて──、」

　全員が駆かけだした途と端たん、遠い銃声がしてメラニーの足下で土煙が上がる。

「きゃああ撃たれた！　撃たれたわッ」

「落ち着いてお姉ちゃんッ！　当たってない」

　銃声のした方向に目を向けると、茂みブリツスル・ブツシユの切れ間から、ライフルを構えたギャングがみえる。四二バレッセル先──拳けん銃じゆうの射程圏外アウトレンジだ。

「戻もどれ！」

　パニックになってしゃがみこんだメラニーを引きずって、さっきの岩まで戻もどる。今度はアゴンロジも岩の後ろに来る。クソッフアツキン、ラチがあかない。ダイナマイトを投げられたら全ぜん滅めつだぞ！

　どうする──？　刻紋弾エンブレムド・バレツトを使うか？　しかしモスがいないときに使ったら、モス戦でまた使うことになり、貴重な弾たまを浪ろう費ひしてしまう。

「わたしを岩の上に出せ。様子を探さぐる」

　アリスは従った。猛もう然ぜんと撃うたれながら眺ながめる。ギャングが火ほ口くちをフーフー吹ふいてダイナマイトに火を点つけている。背に腹は何とやらか。カラーズを使うしか──……、




「──神を、信じますか──？」




　銃じゆう声せいの合間にふっと聞こえてきたのは、場ば違ちがいなほど穏おだやかな声だ。

　ギャングの銃声が、やむ。

　彼らのすぐ側そばに、聖書を持った男が立っている。牧師の服を着ているし、首には鉄てつ十じゆう字じ架かのネックレスをつけている。ギャングの笑い声が、レンガの向こうから聞こえてくる。

「よくみろ、牧師。俺たちゃギャングだ」

「銃じゆう撃げき戦やってんのに布教たあ、イカレてんのか？」

　導火線に火の点いたダイナマイトを、みせつけるように掲かかげる。

「いまから、あの女どもを吹ふっ飛ばしてミンチにすンだぜ？」

「あっちのほうが需じゆ要ようあんだろ。行ってやんな！」

　牧師が、にっこりと微ほほ笑えむ。

「なるほど、罪深いのですね」

「たりめーだ。クラップラットの男は、人殺しなんぞ毎日クソするのと変わりねえ」

　牧師の目から慈じ愛あいの光が失うせる。穏やかな微笑みが、暗黒嘲笑ダークサイド・ラフに変へん貌ぼうする。

「神なぞクソくらえだが、その罪贖あがなっとけ────小こ汚ぎたねえドブネズミどもが」

　地じ獄ごくのように重く低い、ぶっ殺しバンプ野や郎ろうのヴォイスと共に、聖書が落ちる。

　ページの間に隠かくされていたものが、陽光を反射して照り輝かがやく。

　銃だ。重厚なクロームシルバーに輝くヴォルカニック連発拳銃リピーター・ピストル。銃身サイドにある浮き彫りレリーフドクロの眼がん窩かが、不気味に赤く閃ひらめき──、

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、牧師ヅラの悪あく魔まは牙きばを剝むく。




　銃声──六発。




　レバーアクションの不利を不利とも感じさせない、人じん智ちを超こえた早はや業わざで全ぜん弾だん撃うち尽つくし、死刑執行エクスキユーシヨンを完かん了りようする。

「クソッタレ神の御心のままにドウ・アズ・フアツキンゴツド・デイスポーゼス──」

　そう呟つぶやいた途と端たん、投げられずに終わったダイナマイトが爆ばく発はつしてレンガの壁かべが吹ふき飛ぶ。

　爆風によろけもせず、炎ほのおを背にしながら悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

　助かった──。おかげで刻紋弾エンブレムド・バレツトを消費せずに済んだ。この時代でもバンプの強さは完成されている。むしろスマートなのと牧師偽ぎ装そうの分、未来のバンプよりも強いぐらいだ。

「あのステキな御お方かたのお名前は？」

　メラニーが手を組んで瞳ひとみをうるうるさせてやがる──おいおい、やめとけ。

「…………たしかサイラス……よね？　ミスター」

　寄ってきてメラニーの肩かたを優やさしく抱だくモンだから、アリスの姉は顔面フル紅潮だ。昔のバンプは女たらしケーキ・イーターだったわけか。デブ・バンプとの落差がすごい。

「通り名のバンプでかまわねえよ。マイフレンド」

「フレンドになったっけ？」

「お嬢じようさんじゃねえ。鋼こう鉄てつの紳しん士しに、だ」

「…………紳士というのは、わたしのことか……？」

　バンプの目が急に潤うるみ、キラキラ輝かがやく。

「そうさ。あんたの言う通りだった！　ロスアデーロに帰って二人に真実を聞き、自分の頭に拳けん銃じゆうを突つきつけるエンジェルを、マリアごと抱だきしめた──判わかりあえたんだ！　あんなに輝いた瞬しゆん間かんは初めてだった。おかげで道を踏ふみ外さずに済んだ。壊こわれそうだった絆きずなを取り戻もどしたんだ！　あんたはきっと、俺の神様だ！　天使なんだ！　キスしたい！　させてくれ！」

「よせッ、錆さびる！」

　しやがったッ──地獄に堕ちろゴー・トウ・ヘル！

「愛してるぜ！」

　うざい。すごく、うざい。アリスが早はや撃うちだったら撃ってもらったかもしれない。だが、いまはこいつの力が必要だ。モスとやりあって勝てるメンツは、現時点でバンプだけだろう。

　ドップラーな弾たまの飛来音が、わたしのナナメ上、八フィンガー先をかすめる。さっきのライフル使いだ。茂しげみの向こうから威い嚇かくで撃ってくる。

「這はいずって右に移動しろ」

　茂みを横にズレる。アリスが元いた場所に弾着する。

「はうぅっ……」

「マイフレンド、あいつをどう始末する？」

「おまえのガタイは良い的だ。ここに残ってメラニーを守ってくれ」

「判ったぜ」

　ライフル使いライフルマンのほうを向いて、地形を確かく認にんする。正面はブリッスル・ブッシュが茂しげっている。右サイドは広場になっていて、左側がわの奥は鉄てつ柵さくつきの墓所だ。細い墓標は遮しや蔽へい物ぶつに使うには心こころ許もとなく、機動も封ふうじられて不利か。

　いや、大きな墓石が一つあるな。

「アリス、アゴンロジ──あの墓石まで移動だ！」

「うみゅ」

　滑かつ空くうするように飛び出ていった二人をライフルは追いきれない。二発来たが、どちらも外れ。悠ゆう悠ゆうと墓石でカバーする。

　背後から銃じゆう声せいが聞こえ、ふり向く。バンプが走っているのがみえる。メラニーをお姫ひめ様さま抱だっこした状態で、スピン・コッキングしながら撃うっている。敵がわたしたちの死角にいるので、誰だれと戦っているのか判わからない。アリスがスタート・ダッシュの姿勢になる。

「よせッ、戻もどるな。バンプに任せろ。あのライフルマンは手て強ごわい。始末してから動け」

　アリスは唇くちびるに歯を突つき立てている。こいつの感情表現は判りやすいが、判る分だけ心が痛む。

「ひきつけりょ」

　アゴンロジがライフルマンを指でクイクイ示している。

「やれるのか？　アゴンロジ」

「うみゅ」

　アゴンロジは弓を出す。鏃やじりを壺つぼに入れて毒をつけて、つがえる。

「アリス。ここを出て走ろうか」

「当たる射撃じゃない、ってヤツでしょ？　そうよね？　ミスター」

「確率的な話をするなら、明るい話題にはならないな」

「…………」

「そんな子犬みたいな目をしてもダメだ」

「ミスターは、あたしのカラダがキズモノになっても愛してくれるの!?」

「……ハイハイ。行け」

「責任とってもらうからね！」

　目を潤うるませながら、アリスは茂しげみから躍おどり出る。いきなり狙ねらわれて、首筋の辺りをヒューンと弾たまが抜ぬけていく。

「スラロームしろ！」

「判ってるわよ！」

　突とつ撃げきしながら右へズレ、鋭するどく左に切り返す。射撃が一いつ瞬しゆんやむ。いいぞ。嫌いやがっている。

　速度がノッてきて、アリスは跳ちよう躍やくストライド走法で走り回り、しまいには十じゆう字じ架かの墓ぼ標ひように飛び乗って岩場のヤギみたいにジャンプ・ムーブ──。

　エクセレント──こいつは読めない。アホも使いようというわけか。撃ってきたが、完全に威い嚇かくだ。予測射撃に慣れていないところをみると、相手はいわゆる的撃ち名人ボトルシヨツト・ブルだろう。

　焦あせり始めたらしい。岩から大きく身を乗り出して撃ってきているが、これはライフルマンとして一番やってはいけないパターンだ。

　銃じゆう声せいにあわせてアゴンロジが矢を放つ。上向きに放たれた矢は、空で大きな弧こを描えがいて落下する。先住民の鏃やじりは骨で、矢そのものが軽く、ヒラヒラと頼たよりない軌き道どうを描えがく。どう考えても当たらない方向だったのに、風に乗って急カーブし、ギャングの首に突つき刺ささる。

　──お見事！

「アリス、崖がけ側がわの敵の背後に回って……、」

　言葉が凍こおる。妙みような足音を聞いて──ふり向いた途と端たんに、みえたのだ。アゴンロジに、猛もうスピードで駆かけ寄る影かげ。たくましい脚あし、鋭するどい牙きば、身の毛もよだつような咆ほう哮こう──、

　ピューマだ。しかも、毛皮に刻まれた白いまだら模様には見覚えがある。

　ゾォードの使い魔フアミリアーだ。

　悪お寒かんが銃身わたしをざわめかせる。アゴンロジの死因は、《牙》なのだ。それもゾォード絡がらみの牙となれば──……いまの状況そのものではないのか!?

　アゴンロジは矢をつがえて一発射たが、毛皮が矢をはじく。

「アゴちゃあああああん──ッ!!」

　アリスが悲鳴を上げた。




　やめろ──、




　アゴンロジが死ねば、アリスの心が壊こわれてしまう。

　わたしは見てきたのだ。どんなにアリスが傷つき、心を凍こおらせ、復ふく讐しゆうにすべてを擲なげうってきたかを。復讐のために多くの犠ぎ牲せい者しやを生んできたかを。

　させない。

　させるものか。歴史はくり返さない。

　あんな哀かなしい目をしたアリスには──二度と────したくないのだッ！




「アリス、《立ち上がる熊マチユナーザー》だ──アゴンロジを撃てェ!!」




　瞬しゆん間かん──アリスの瞳ひとみが、豹ひよう変へんする。

　練習であれほどアホなお手玉をくり返したあのアリスが、稲いな妻ずまのような素す早ばやさでリロードの予備動作を済まし、曲芸のようにわたしを跳ねスナツプさせ、薬室から弾たまを空へ飛ばし抜ぬいたかと思うと、ガンベルトから引き抜いた《立ち上がる熊マチユナーザー》を装そう塡てん、と同時にファニングで射しや撃げき──

磨みがき抜かれた芸術品のようなショットをみせたのだ。

　弾はアゴンロジの頭に炸さく裂れつ、突とつ撃げきしてきたピューマの爪と牙が白い光の壁かべにはじかれる。体当たりの勢いだけはくらったようで、アゴンロジは後方にはじき飛ばされる。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　間かん髪はつ入いれず、チャーム起動。わたしのボディが、赤く光りだす。

「いくぞ、ライトニング・ワイルド……」

　ようやく落ちてきた弾たまを、握りグリツプに添そえていた小指でキャッチしながら答える。

「いいわよ。ミスター」

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈いのる──インスタント・クラフト、赤き燃やし尽くす風アシール・ウノレ》」

　シリンダーが高速回転する。銃わたしの表面が炎ほのおを発し始める。

「燃やし尽つくせ！」

　銃じゆう口こうから放たれた炎の竜たつ巻まきが、ピューマを凄せい絶ぜつに炎えん上じようさせる。弾だん丸がんをはじく毛皮も、炎に対しては護まもりにならない。のたうったあげく、動かなくなる。




　救った──……‥




　アゴンロジを救ったぞ、アリス。歴史は変わった。おまえは、復ふく讐しゆう者になる必要はない。

「近くにゾォードがいる。ここで倒たおすぞ」

「わかってる」

　何も言わなくても、アリスは撃げき鉄てつをハーフコックし、ローディングゲートを開ける。

「青き《卓越者カイオワ》だ」

　ガンベルトから《卓越者カイオワ》を抜ぬき、込める。地面に向けて撃うつ。《眼め》の形を光線で描えがいた望遠照準器テレスコピツクサイトが、リアサイトの上に出現する。

「《卓越者カイオワ》の索さく敵てき機能だ」

《眼》越ごしにみると、建物や岩いわ陰かげの向こうにいる人ひと影かげが緑色に浮き出る。アリスは素す早ばやく銃わたしを回し、状じよう況きようを確かく認にんする。

「ゾォードの影かげを探せ」

　状況は、それどころではない。ギャングたちの多た勢ぜいがこちらに押し寄せてきているのがみえた。酒場に相当な人数がいたらしく、カウボーイたちの防衛網もうが突とつ破ぱされ、バンプとロッキーに抑おさえてもらっているが、時間稼かせぎしか出来ていない状態だったのだ。

　しかも、近くにヤツが潜ひそんでいる。ずんぐりした体格に、二に挺ちよう拳けん銃じゆう。レッド・モスだ。ダブル・ハンマーコックの必殺距きよ離りにいる。援えん軍ぐんが来しだい、襲おそいかかってくるだろう。

　だが、わたしはアリスに魔ま女じよを探させた。ケリをつける気だから、だ。

「いた！　崖がけの向こうよ」

　崖下、距離百バレッセル──。ギャング一人を連れている。

「一発目、青き《駿馬シユンカ・ワカン》──次に赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》」

　アリスは一発目と二発目だけを抜くと、《駿馬シユンカ・ワカン》《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》の順に装そう塡てんする。

「まだ撃うつな。同時に、始末する。ライトニング・ワイルドの名に相応ふさわしい働きをしろよ」

「稲いな妻ずまぐらいじゃ物足りない、って速さをみせてあげるわ」

「言うようになったな」

　アリスが素す早ばやくわたしを巡めぐらせ、状じよう況きようを把は握あくする。

　増ぞう援えんのギャングが雪崩なだれこんで来る。二〇人以上いる。一いつ斉せい射しや撃げきに圧おされたロッキーとバンプが後退してカバーに入る。多た勢ぜいによく戦った。ナイスファイトだ。

　あとは任せろ。

「あいつが、アニキたちを殺したヤツか！　野や郎ろうども──やっちまえッ」

　ボスの狙ねらいはアリス。クラップウルブスを壊かい滅めつさせ、兄を二人とも倒たおした少女だ。まあ一人はバンプが撃うったのだが、こいつらには判わかるまい。さぞかしアリスが憎にくいだろう。

　寄ってくるなら好都合、まとめてアリスに倒させる──。

　わたしは全神経を敵の位置捕ほ捉そくにそそぎこみ、ある一いつ瞬しゆんを待つ。アリスの視界内に、全員が入ってくる────、そのときを。

　アリスがわたしを巡らせる。ゾォードたち、教会のモス、ギャング──射界に収まる。

　刻ときは、満ちた。世界はわたしの手中にあるオール・イン・マイ・テリトリー。




「正義なき者よ、銃じゆう弾だんの葬送曲レクイエムを聴きけ──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」




　この交こう響きよう曲きよくは、血なまぐさい。

　少女の鼓こ動どうがグリップを通じて伝わる。わたしの思考リズムも、アリスの鼓動に、息づかいに同調させる。わたしはアリスとなり、アリスがわたしとなる。

　閃せん光こうのような、恍こう惚こつとした一いつ瞬しゆんがあり──、

　世界は変へん貌ぼうする。わたしは放つ熱、細胞の一つ一つ、感覚のすべて、生命の息吹いぶきに至るまで、アリスの肉体を共有している。

　頭は冴さえ渡わたり、視界はクリアとなり、出来ないことなど何一つ思い浮かばない。シンフォナイズは最高の戦闘用アームドチャームだ。

「さあ、天てん罰ばつの時間だ──アリス」

　指示の必要すら、ない。

　わたしの脳裏をかすめた《判断》は、アリスの脳神経に伝達されていく。

　反射行動、であるかのように──彼女はわたしの思い描えがく未来を読み取り、わたしの望む動きをこなす。

　地面にワンショット。

　時間が──鈍にぶる。

　奇き妙みような表現だと思われたろうが、これが一番よくこの状態を表している。ギャングたちどころか、空を舞まうカラスの動きまでスローモーションとなる。が、アリスの動きはそのまま。

　青き《駿馬シユンカ・ワカン》による、認にん識しき高速化と、行動速度上じよう昇しようの威い力りよくである。

　続いて、もう一発。射しや撃げきした瞬しゆん間かん、銃じゆう口こうに赤い円えん陣じんが現れる。円陣の中に、一八の小さな円を放射状に配置してあるそれは、最初はゆっくりと──しだいに高速回転していき──、

　やがて、銃じゆう弾だんを放ち始める。並みの速度ではない。

　喩たとえるならば、銃弾のハリケーンだ。駆かけつけたギャングに、さっと払はらうように銃口をひと薙なぎすると、たちまち血ち煙けむりの嵐あらしが巻き起こる。

　ギャングにはアリスが信じられない速さで動き、恐おそろしいほど精確な射撃をしてきているようにみえるだろう。だが、青き《駿馬シユンカ・ワカン》さえあれば、こんなものは神かみ業わざでも何でもない。

　別の方向から攻せめてくるギャングたちを、連射したまま狙ねらい続ける。一人潰つぶし、弾幕で樹きを真っ二つにしながら次のギャングを潰す。さらに教会を蜂はちの巣すにし、内部にいるギャングを壁かべ越ごしに撃うつ。

　レッド・モスがダブル・ハンマーコックしながら飛び出てくる。

《駿馬シユンカ・ワカン》の最さ中なかにあってさえ、彼は二発の弾丸を向けてくる。アリスは目にも留まらない速度で動いているはずなのに、まったくもって達人級だ。アリスは弾丸の軌き道どうを読み、ゆらりと身を傾かたむけて弾道をかわす。そうしながらレッド・モスに四三発の弾丸を叩たたきこみ、元が人間であったことさえ疑わせる何かに変えてしまう。

　すべてのギャングを片づけ、ふり向く。崖がけに駆け寄り、眼下の荒こう野やにある掘ほっ立たて小ご屋やにガドリング射撃。そこに潜ひそむ緑色の人ひと影かげ二つに、無数の銃弾を叩きこむ！

　巻き上がった噴ふん煙えんと、粉々に砕くだけた建物の破片が、結果を覆おおい隠かくす。

　唐とう突とつに────時間の流れが戻もどる。カラスは空を横切り、まだ倒たおれてさえいなかったギャングたちが一いつ斉せいに地面に倒れる。

「やったわ、ミスターっ！」

「気を抜ぬくな！　なにか妙みようだ」

「えっ!?」

　なにが妙なのか自分でも判わからず──とまどう。

　そうか！　すべてのチャームが、一斉に消えている──シンフォナイズも《駿馬シユンカ・ワカン》も《卓越者カイオワ》も《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》も──全部、消えている。それぞれに効果時間のズレがあるはずなのに。アリスの足元をみる。地面に燐りん光こうで描えがかれた犬の頭ず蓋がい骨こつがある。これは確か、《解術デイスチヤーム》の呪紋エンブレム──。

「逃にげろッ、チャーム・トラップが仕し掛かけられている！」

「へっ!?　だって、小屋はもう撃って……」

　アリスの反論は続かない。煙の中から、ゆっくりと歩み出てくる、青い肌はだの女。彼女の周囲は白い光こう壁へきによって守られて──、

「白き《立ち上がる熊マチユナーザー》……？」

　しかも、顔を覆おおっていた醜みにくい火傷やけどの痕あとも、完全に治っている。どういうことだ……白の《聖鳥ジトカラ・タンカ》でも持っていたというのか──？

　彼女に続いて出てきた人物に、わたしは声を失う。ホークアイだ。やはり裏切り者だったのか……忠告などと味方のふりをして近づいて、最初からゾォードの手て下しただったのかッ!!

　メラニーの悲鳴が上がる。地面から生えてきた巨きよ大だいなイバラが、彼女とバンプに巻きついて束そく縛ばくしている。駆かけつけようとするアゴンロジの足元が──地割れして突とつ然ぜん崩くずれ、右手だけでぶらさがる。

「姉さん！　アゴちゃんッ……!!」

　アリスが駆けだす。だが、その足が止まる。どうした、と訊きく間もなく──わたしもそれに気づく。周囲にあった巨大な岩々が持ち上がって────空中に浮いている。

「…………なに……これ……？」

　岩が一いつ斉せいに襲おそいかかってきて、アリスははじき飛ばされる。

「アリス──ッ!!」

　わたしはアリスの手から落ち、斜しや面めんを転がっていく。狙ねらいすましたかのように亀き裂れつに落ち、無数の岩が落ちてきて埋うめ始める。

　──やめろッ！　わたしはまだ、眠ねむるわけにはいかないんだ！

　誰だれも救っていない──アゴンロジも、バンプも、ロッキーも。アリスだって、死んでしまう。

　黒き《切断キヤクサ》がヤツの手に渡わたれば、もっと多くの人々が死ぬだろう──。

　破は滅めつの歴史が────くり返されてしまう。

　わたしを埋めるな！　再び出で逢あえたこのチャンスを、失わせないでくれ……ッ。





　亀裂が──わたしを呑のみこむ。

　岩が──わたしを押し潰つぶす。

　砂が──わたしを埋まい葬そうする。






　闇やみが──すべてを覆い隠かくす。

　なんて最悪の日バツド・デイだ。埋められてしまった。あのときと同じように。

　小さなアリスと出会う前と、同じように────闇に閉ざされてしまった。

　…………また……眠ってしまうのか。

　冷たい土の下で、何十年も────……。
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　空を黒こく煙えんが覆おおい尽つくし、まるで夜のように染めている。どこを向いても銃じゆう弾だんが飛んでいる。敵と味方の区別がつくヤツがいたとしたら、ホラ吹ふきか頭がおかしいかのどちらかだ。

　死はお手軽。一歩先がそう。アリスの目の前にいた兵士が、ガドリング砲ほうで喉のどを空くう洞どうにされる。皮肉なことに味方の銃弾だ。

　完全優勢だった政府軍はいまや風ふう前ぜんの灯ともし火び。革命軍のトンネル爆ばく弾だん作戦によって主力騎き兵へい隊たいが壊かい滅めつ、劣れつ勢せいに陥おちいっている。

　冷静な判断？　巧こう妙みような作戦──？　確かな足がかりなど、ここには一いつ切さいない。生き残るには死ぬ気であがくしかない。

「ライトニング・ワイルドが通るぞッ！　野や郎ろうども、臆おく病びようをしまいこめ──突とつ撃げきィ！」

　そう叫さけんだ騎馬の将校が、サーベルを向けた瞬しゆん間かんに砲弾キヤノンの直撃を受け、肉片になる。

　ダイナマイトを抱かかえた敵兵が塹ざん壕ごうに押し寄せ、ガドリング砲が砲手ごと消し飛び、一いつ斉せい攻こう撃げきしてきた敵と肉弾戦が始まる。

「盾たてとなってライトニング・ワイルドを守れ！」

　怯ひるまず壁かべとなったものの、敵に斬きり崩くずされて先せん陣じんが突とつ入にゆうしてくる。

　アリスは片手で撃うちまくる。寄ってきた敵兵に左手のナイフをくり出し、喉笛をかき切っていく。隣となりで戦っているホークアイがラテン人兵士を斬る。犠ぎ牲せい者しやの小指が、わたしの銃口にすっぽり入る。アリスは薙なぐように払はらって──また撃つ。

　ナイフをしまって閃せん光こうのようにリロードする。指がみえない。

「いいわね、その……カタナ・サーベル！」

　言い終えるまでには、とっくにリロードを終え、三発撃っている。

「ジパング語でカタナはサーベルの意味だ。一言でいい」

　残りを撃って、死体の背中を踏ふみ越こえながらリロード。

「二人とも、喋しやべる暇ひまがあったら戦え！　大砲の音が近いぞ！」

　わたしが怒ど鳴なりつけると、二人は一点突破で敵の騎兵隊に攻撃をかける。

　アリスがホークアイからカタナを借り、左手に構えながら騎兵に接近──気づいた敵がライフルを向けようとするが、ホークアイのウインチェスターが次々と潰つぶす。

　アリスは馬を撃ち、騎兵を落馬させ、カタナで躍おどりかかる。転てん倒とうした政府軍兵士の首を刎はね、腕を切り落とし、喉を突き刺す。

　斬ったあとにカタナを宙に投げ、リロード。投げたカタナをホークアイが受け止め、寄ってきた兵士をラウンドスラッシュで四人殺し。

　リロードを終え、アリスは撃ちまくる。敵集団が一列。弱いところから押し入って、避さけて撃うって避さけて撃って逃にげて撃って──カタナが血を吸いまくって──……‥

　城じよう壁へきがみえてくる。

　白い石の長い城壁が、炎ほのおと血と煤すすにまみれている。

「フォート・ウェンズリーだ！」

　大たい砲ほうの閃せん光こうがやまない。どこも煙けむりだらけでどこに飛んだかさえ判わからないのに、ただひたすら撃ちまくって──、

　誰だれもが、どうしようもなく、ただ生き延びたい一心で引き金を絞しぼり続けている。

　勝ち負けなど、生存という希望の延長線上に存在する、遠いファンタジーにすぎないのだから……。

「ゾォードはどこ!?」

　アリスだけは、見失わなかった。こんな地じ獄ごくの中でさえ──、

　彼女は復ふく讐しゆうを遂とげようとしていた、のだ。




　光が────あった。




　赤い光だ。光の球体のようなモノにみえた。

　光った瞬しゆん間かん、戦場から──音が消える。

　おそらくは空気が振動することすら拒否したのだ。

　次に衝しよう撃げき波はが、動く壁かべのように迫せまってきた。人が空中に舞まった。靴くつ底ぞこが巻き上げる砂煙のように、大量の人が舞った。

　人が燃えだした。出火元は、人だ。自らの肉体が呪のろいのように炎を発し始めたのだ。しかも普ふ通つうの火ではない。

　黒い火だ。燃えた皮ひ膚ふが、肉が、骨が、細かく切り刻まれていく。

　衝撃波が抜ぬけたとき、ようやく音が聞こえ────地獄のような阿あ鼻び叫きよう喚かんが、全方位から響ひびき渡わたってきて──……‥

　黒き《切断キヤクサ》が、とうとう使われた。

「無事か!?　アリス、おまえは燃え……」

「……なんなの……なんなのよ……これ…………こんな……地獄じゃない……ッ」

　アリスは無事だ。だが目は限界まで剝むかれ、視線は定まらない。唇くちびるはわななき、わたしを握にぎる手が大きく震ふるえている。心が砕くだけてしまったのだ。

「しっかりしろッ!!　気を強く持て！　黒き《切断キヤクサ》はファーストステップにすぎない。毒蛇ナドワだけは阻そ止しするんだ……」

　アリスの瞳ひとみが、何かを捉とらえる。

「ホークアイ！」

　炎ほのおがみえる。ホークアイは両手で顔を覆おおってひざまずいているが──その顔から、魔ま性しようの炎が噴ふき出して、血ち煙けむりが散って──……、

「行け！　ヤツはもう助からないッ！　フォート・ウェンズリーに行くんだ！」

「……イヤよ！」

「アリスッ!!」




「イヤよォォオオオ──ッ」




　銃じゆう身しんすら震ふるわせる絶ぜつ叫きようのあと、アリスはガンベルトから一本の銃じゆう弾だんを抜ぬく。

　白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》──だ。

「やめろッ──、最後の《聖鳥ジトカラ・タンカ》だ！　おまえ自身が傷ついたときに……ッ」

「もうイヤなのよ！　大事な誰だれかが死ぬのをみるのは……どうせサラマンデルには判わからないのよ！　銃だから、人の心なんかわからないのよ！」

「…………アリス……」

「いつもそう。使命のため。正義のため。復ふく讐しゆうのためッ！　もうウンザリなのよッ！　どうだっていい！」

　おい……復讐を全否定か。多くの犠ぎ牲せいを払はらってまで果たそうとしたのに。

「アリス……どうしたんだ……？」

「あたしは、ただ普ふ通つうに……みんなと笑って暮らしたかった……それだけなのにッ！　どうして全部、こぼれていっちゃうの……？　どうしてあたしの力で救えるものが、何一つ……ないの…………？」

　アリスの涙なみだが、わたしのアイアンサイトに落ちる。

　一いつ滴てき……二滴。何も言えなくなった。

「きっと……この旅の果てには何も残らない……だから、せめて……ホークアイだけは……」

　シリンダーを空け、《聖鳥ジトカラ・タンカ》を込める。装そう塡てんを終えて銃じゆう口こうを向ける。

　ホークアイ──に。

「好きな人、だけは………………」

　心臓がないのに、心臓が──痛く────感じた。

　あるはずないのに。銃だから、人の心など、判るはずもないのに。

　わたしはとんだ不良品だ。

　エラーを集めて回路を組み、〝愛〟のようにみえる思考代だい替たい物ぶつを作ってしまうなんて。




　銃声。




　炎ほのおが消え、ホークアイが顔から手を離はなす。

「……アリス…………まさか、使ったのか？　最後の《聖鳥ジトカラ・タンカ》を」

「そうよ。だってあなたが……」

　ホークアイが顔を上げる。その目に、氷のような冷たさを宿して。

　ローディングゲートを開け、一発の銃じゆう弾だんを薬室チエンバーに込める。




「なら、失敗だ────さようなら。ライトニング・ワイルド」




　黒き金属のチャームガン《バックベアード》の銃口が、こっちを向く。

「なに言ってるの……？　ホーク……」

「アリス、撃うて!!　こいつは本気だ！　先に撃て！」

「噓うそでしょ……」







　二つの銃声が────すべてを──────、




　終わらせた。




　　　　†




「ハロー。ミスター・マグナム」

「…………」

　察して欲しい。あんな凄せい絶ぜつな場面のあとに、すごい普ふ通つうの顔で掘ほり出してきて、一発目からコレだ。っていうか、なんでこいつは土まみれの顔で、ジャーキーくっちゃくっちゃ食いながら、モノのついでのようなやる気ない手つきで、わたしの土を払はらっているんだ？

「あ。ジャーキー欲しかった？　バンプがもういらない、ってくれたの」

「銃にどうやって食わせるつもりだ？」

「あー、うん。そうね。煮に汁じるにしないとね」

「ええい！　他ほかに話すことがあるだろうッ！」

「……わっ、怒ど鳴ならないでよ。銃口から土が飛んだじゃない」

「ゾォードは!?」

「判わかんない。逃にげたから」

「なら、誰だれも死ななかったんだなッ？」

「バラバラに逃にげたし。お姉ちゃんと師し匠しようはいるよ？　いま偵てい察さつ」

「なんでピンクのドレスなんて着ている？」

「似合う？　えへへ。お姉ちゃんのお古もらっちゃった……」

　それを訊きかれたら、胸のところがダブダブな件に触ふれざるを得なくなるだろうが。

「とりあえず……面々は無事か」

「──スルーしたッ!?　乙女おとめ心ごころズタズタ！」

「で、なぜ……ガンベルトをつけてないんだ、アリス……」

　アリスの動きが止まる。ぷんすかしていた表情も凍こおる。額から汗あせが流れて……。

「…………おまえ、まさか……」

「しかたなかったのよ!?　黒くてカッコイイ、ミスターダンディーさんがライフルでね、ガンベルトの肩かたのところを、こう、ヒューン──ブチッってね！　そりゃ見事にブチ切ってくれちゃって……地面に落ちて、弾たまが散乱しちゃって……ででで、いきなり現れたウルフのパックさんたちが、わんわん食っちゃうわーん！　って追いかけてくるのね！　アゴちゃんが『命あっての物種りゃ。ゆくりょ』ってひっぱるから、ひと摑つかみだけして逃げたのよ！」

「……………………アタマ痛くなってきた…………」

「ミスターのアタマって、銃じゆう口こうなの？　え？　銃口だから口よね？」

「うるさい!!　そんなのどうだっていいッッ！」

「わひゃっ……ごめんなさい！」

「残ったカラーズを見せろ！」

　アリスは刻紋弾をポケットから出し、わたしの前に並べる。





　青き《駿馬シユンカ・ワカン》──、

　赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》──、

　白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》──。



《駿馬シユンカ・ワカン》だけ二発あるが、他ほかは一発ずつしかない。




《黒》が無い…………。

　無い………………のか……。




「…………おまえ………………なんて……ことを………………」

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさあああああ──いッ！」

「…………あー……。なんかもう、どうでもよくなってきた……」

「気力を失わないで!?　ミスター、そーゆーキャラじゃないじゃない！」

「ちょっと待て……《聖鳥ジトカラ・タンカ》はアゴンロジが持っていたよな？」

「…………」

「……なぜ黙だまる？　詳しよう細さいを話せ。いいか、残らず話せ」

　概がい要ようはこうだ。逃にげるときロッキーたちとバラバラになってしまったのを口実に、『偵てい察さつに行くとき万が一はぐれたら大変』とアゴンロジを言いくるめて《聖鳥ジトカラ・タンカ》を奪だつ取しゆ、メラニーを連れてきたバンプと合流したときに、一発渡わたしたと。

「なぜバンプに!?」

「あの人の、ヘンなレバーついたピストル、チャームガンだったの！　喋しやべらないし性能悪いけど、一応そうなんだって！　追っ手が馬車を取り囲んだときに、隠かくし持ってたカラーズ使ったのよ。銃じゆう口こうから雷かみなりがバリバリって出て、ギャングが大勢倒たおれて！」

　バンプが魔弾の射手チヤーム・ガンナーだと……？　まったく知らなかった…………。

「そのあと包囲から抜ぬけ出すときにお姉ちゃんが撃うたれて……それで……治して……バンプが囮おとりになるって残って」

「まあ、なら仕方ない。で、もう一発は？」

「…………」

「治したときに、ジャクリーンがいたので……」

「ジャクリーン……？」

「ほら！　話したじゃない！　ピューマに襲おそわれて片かた脚あしになった、あたしの親友！　馬車はジャクリーンの家のヤツで、危険を承知で助けてくれたのよ」

「三発しかない貴重な弾だん丸がんを使ったのか？」

「…………」

「聞こえているだろう？　答えろ」

「使って…………もらいました……」

「……ふー……」

「ま、まあ、あと一発あるしね!?　可か愛わいいから許してっ、なんてね☆」

「……あー、…………」

「ツッコミまで勢い死んでる!?　無気力やめて、ミスター！」

「ナニもするな……もうおまえは……ナニもしないでくれ……」

「ああんっ、ごめんなさいってばああ！　人生棄すてたようなブツブツ声やめて！」

「これじゃゾォードに黒き《切断キヤクサ》をプレゼントしたようなものだ……」

「……ですよね！　ごめんなさあああああいィィッ!!」

　参った。勝てる気がしない。完全にドツボだ。しかもその状じよう況きようにしたのが、敵じゃなく味方アリスというのがショックすぎる。

　これまで必死になって守り続けたものが、全部ぶち壊こわされた。

　思えば、情に流されすぎたのかもしれない。こいつの言う通り、道具のくせに人の真ま似ね事ごとをしようとするから、こうなった…………のか。

　あのアリスだからと付きあってきたが、限界だ。ののしって絆きずなを断ってしまおう。

「ホント、ダメなアリスだな……」

「──そーじゃな」

　崖がけの向こうから、不意にアゴンロジの声が聞こえてきた。

「らから、きしゃまがいてやれ」

「アゴンロジ……」

　崖を上がってきた幼女はすきっ歯ぱをみせて、にこっと笑う。

「こやつは、きしゃまを失って泣きまくってりょ。ここに来ると言って聞かにゃかった。まだ早いと何度もとめりゃ」

「…………」

　ぐす、とすすり上げているアリスをみる。苛いじめられた子犬のような目をしている。

　こいつは、こいつなりに一いつ生しよう懸けん命めいやった結果か。ごまかそうと明るく振ふる舞まったが、へこんではいたし、わたしの身を心配していたと。

　いやいや、また情に流されているぞ。さっき別れると決めたろう。

「──どうせ、銃じゆうには人の心は判わからないさ」

「ちがうよッ！」

　アリスがわたしを抱だきしめて──、

　涙なみだを迸ほとばしらせながら、顔をぐっしゃんぐっしゃんにしながら、叫さけぶように言う。

「ミスター、ごめんねっ！　あたし間ま違ちがってた！　人の心が判らないなんて、冗じよう談だんでも言うべきじゃなかったのに……ミスターは、いつだってあたしのこと考えてくれてたもん！　あたしアホで、アタマ悪くて、どーしょーもなくて、気持ちばっかり先に動いちゃって……でもね、ミスターはねっ！　あたしが、あたしでいられるように、がんばってくれたもの！」

「おまえが……おまえでいる？」

「そうだよっ！　ミスターがいなきゃ、あたしきっと憎にくんでた！　お姉ちゃんを襲おそったギャングを憎み、ゾォードを憎み、師し匠しようだって失って……きっと世界を憎みまくって、誰だれも信じなくなっちゃったと思う──、」

　ゾッ──と、わたしの銃身を何かがかすめていく。

　脳裏に甦よみがえったのは、復ふく讐しゆう者アリスの──あの言葉。

『哀かなしくても、涙が流れなくなっていった。引き金を絞しぼる行こう為いに理由を求めなくもなった。感情が、いつしか消えていたのに──消えたことにさえ気づかなかった。心にあったカギを、失ったんだわ……』

　アリスの哀しげな横顔が────目に浮かぶ。

『……時は戻もどらない。でも、ときどき思うの。ゾォードを倒たおすために犠ぎ牲せいにしていった数々のもののほうが、復ふく讐しゆうよりも大事だったんじゃないか、って』

　いま、わたしの前にいるアリスは、幼おさな子ごのような瞳ひとみで……わたしをみつめる。

「ミスターが変えてくれた気がするの……突つき落とされたら戻もどれないぐらい、深くて深くてどうしようもない運命から、救い出してくれたんだ、って……そう思うの」

　この言葉を聞いた瞬しゆん間かんに、脳裏に描えがかれた《もう一つの未来図》──。

　アリスはジャクリーンが片足を奪うばわれ、泣なき寝ね入いりする光景をみずに済んだ。

　アタマのイカレたギャング野や郎ろうに、公衆の面前で姉が暴行される光景もみずに済んだ。

　魔ま女じよに関かかわって死ぬはずだったアゴンロジも助かった。

　逆の結果なら、どうだったか？　ジャクリーンが人生のレールから逐おい堕おとされるのを眺ながめ、姉の不条理な死を嘆なげき、アゴンロジを失ったとき当然のように誓ちかうだろう。




　────復讐、を。




　復讐者《ライトニング・ワイルド》はそうして誕たん生じようしたのだ。

　人間らしさを棄すてることで、眠ねむっていた全能力を解放する〝復讐する機械じかけオートマトン・オブ・アベンジ〟──涙なみだが流れなくなるのも、当然の結果にすぎない。

「ミスターは優やさしくて……そっけない優しさだから、あたし全然気づかなくて……ごめんね！ダメなアリスでごめんね！　うわあああんっ……」

　…………。

　脳のう天てんをカチ割られたような衝しよう撃げきだ……。

　まいったな……このアホに、救われる日が来ようとは…………。

　絶大な信しん頼らいを置き、数々の修しゆ羅ら場ばを越こえ、生しよう涯がいで唯ゆい一いつのパートナーと決めた、あの《復讐者》ライトニング・ワイルドよりも──、

　わたしはいま、この《アホ・ガール》ライトニング・ワイルドのほうに、気持ちを傾かたむけ始めているのか──？　むしろ、こいつのほうが、本当のアリスじゃないのか──なんてバカな妄もう想そうを描えがき始めてやがる……。

　まいったな……クソッタレ運命がッ！　こんなヘビーな再起を押しつけやがって！

　このアタマのネジがふっとんだダメアリスを使って、あの魔女の中の魔女マスク・オブ・マスク、知ち謀ぼうのゾォードと対決しろっていうのか！

　神など、いるものか！　いるなら少しは情けをかけるはずだ！

「……泣くな。うっとうしい」

「だああああああっ、てえええええええっ……えぐっ、ぐしゅうゥぴぃぃい」

「さっさと涙なみだを拭ふけ。忙いそがしくなる」

「はひぃ？」

「出発だ。ゾォードを止める。今度こそ仕留めるんだ。いいな、アリス」

　アリスの表情が止まる。しばらく呆ほうけたようにわたしをみて、やがて、ぐしゃぐしゃになった顔をさらにぐしゃぐしゃにして…………笑う。

「……うんッ！」

　土まみれのスカートで涙なみだを拭ふいて、顔を真っ黒にしている。……もうほっとこう。

「アゴンロジ──ヤツの行き先に見当は？」

「それは、こっちで調べましたわ」

　会話に割りこんできたのは、二挺ちようのショットガンを持った少女。どこに発注したのか、黄金ペイントのソードオフ・ウインチェスター・ショットガンを手に、以前とは比ひ較かくにならない見事な手つきジヤグリングでくるくる回している。

「ロッキーっ、無事だったのね！」

「もちろんですわ」

「俺も忘れてもらっちゃ困るぜ」

　そのうしろには牧師の服に身を包んだ、ヴォルカニック・ピストルの貴公子が立っている。

「ミスター・マグナムの征ゆくところになら、どこだってついてくぜ！　ケツほられたって文句は言わねえよ！」

　ああ──キモイ。はやくこいつより早はや撃うちになれよ、アリス。
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「……ロッキー、情報は？」

「道中に話しますわ」

「ついて来るのか？」

「ウチで一番の馬を岩で潰つぶしてくれた魔ま女じよに鉛なまりの弾たまをぶちこむまで、牧場に戻もどれませんわ！」

　ロッキーは凄すさまじい速さでスピンコッキングして、空に一発撃うつ。全盛期を思わせる、恐おそろしい早はや業わざだ。

　ショットガン・クイーンに、チャームガン二に挺ちよう、トマホークの達人もいる。

　さあて、ゾォード。今度はこっちの反はん撃げきだ。

　フォート・ウェンズリーのようにいくとは思うなよ？




　　　　†




「ユニオン鉄道だとッ……？」

　取り急ぎ馬上でロッキーの情報を聞いた。時代はまさに、鉄道会社の線路敷ふ設せつラッシュ。二つの大会社がシェアを奪うばいあう熾し烈れつな権益競争をくり広げているご時世だ。

「巨きよ大だい資本がゾォードの新しいスポンサーか」

「戦争を起こす気らしいですの」

「どうやって？　そうか、ユニオンには騎き兵へい隊たいがあったな……」

「鉄道警察騎兵隊ですわ」

　元々は列車強ごう盗とうに対処するために発足した私設警察隊だが、ベテランの退役兵などを集めてかなりの戦力になっている。

「騎兵隊を使って、悪事を働いているようですの」

「具体的には？」

「もうすぐ着きますわ。本人にお聞きになってくださいませ」

「本人だと……？」

　一分後。着いたのは、丘おかにある農場だ。ガラスが割れたままなので廃はい屋おくらしい。

　手前の畑にシカよけの粗そ末まつな柵さくがあり、車輪が外れて斜ななめに倒たおれている馬車がある。赤茶けて腐くさった牧草のデカい塊かたまりもみえる。

　立ち枯がれたコーン畑の中に瘦やせぎすの紳しん士しがいる。高こう齢れいな男だ。疑い深そうにチラチラ動く目。何日も寝ねてないようで、目の下が黒くなっている。馬を降りて近づく。

「元ユニオン社長秘書のジェラルド・ファンガーソンですわ」

「金は欲しいが、命も惜おしい。早くしてくれ」

　ジェラルドは帽ぼう子しを取って出てくるが、白い手て袋ぶくろをしたその手は震ふるえている。

「なにを怯おびえている？」

「ひッ、銃じゆうが喋しやべった？」

「な、わけないだろう。腹話術だ。わたしは男の声こわ色いろで腹話術しないと喋ることも出来ない、ひどく心の歪ゆがんだ女で……」

　アリスが水すい筒とうを取り出して、わたしに近づけやがった！

「ジョークだッ！　さあ怯おびえている理由を話すが良い」

「スティールが俺に賞金を懸かけて、追っ手を出してる」

「《魔ま犬けん》スティールじゃあるまいな？」

「知ってますの？」

「スティール・ボーマン──元詐さ欺ぎ師しの商売人で、信じられないぐらいにアタマがキレる」

「そいつだ。俺が逃にげ出したことを知って……」

「なぜ逃げた？」

「重役だったスティールが、オブザーバーとして魔女ウイツチを雇やといやがって、社長に近づいた。秘書だからな。悪わる巧だくみを全部聞いちまったんだよ」

　ジェラルドは周囲に目を走らせながら、怖こわ々ごわと語り始める。

　ユニオン鉄道の社長は、決定的な利益の出る重要な路線を欲しがっていた。バッファローラインと呼ばれる場所だ。ロッキーが保有するビッグホーン牧場も含ふくまれる、スタンピード地方。ここを貫つらぬく大河、レッドリバー。河を隔へだてる、ハバハリ族の自治領──。

　この三つを跨またいで線路を通せば、ユニオン鉄道が勝利を収めることになる。

「あんたとの賭かけ事ごとで、線路の敷ふ設せつ権が手に入るはずだったんだ。あんたらの耳に伝説のギャンブラーの噂うわさが入るようにし、ニセモノも用意した」

　ロッキーが眉まゆをひそめる。

「最初から欺だますつもりでしたのね！」

「そう怒おこるなよ……スティールの指示なんだからよ。見抜ぬいて勝ったじゃねえか」

「連中は何を話していた？」

「敷設権を失ったことで、ウチは大損害だ。スタンピードを避さけて大回りするルートでは収益は出ねえ。そこで、あの悪あく魔まが囁ささやきやがった──スタンピードはもちろん、ハバハリ自治領まで線路を通す方法があると……な」

「具体的には？」

　ジェラルドは、新聞を渡わたしてくる。アリスが受け取り、読ませてくれる。ハバハリ自治領で黄金の巨きよ大だい鉱脈が発見されたという記事だ。

　ガセだ。こんな話は未来にもない。だが、ゴールドラッシュが記き憶おくに新しいこの時代で、こんなことを書かれたら──、

「……最悪だ。自治領に採さい掘くつ者が押し寄せるぞ」

「ならず者も、護衛として破格の額で雇うとありますわ。採掘者がレッドリバーを越こえたら、ハバハリ族は容よう赦しやなく攻こう撃げきするでしょうね……」

　悪あく辣らつなバンプですら顔をしかめている。

「トラブルが頻ひん発ぱつして──やがて戦争勃ぼつ発ぱつ、って寸法か。エグいやりかただぜ」

　ゾォードの母親が殺されたときの話とそっくりだ。

　トラウマであるはずの過去でさえ、逆に利用している。精神が軋きしんでく音が聞こえるようだ。壊こわれれば壊れるほど、強くなる魔ま女じよ──それがゾォードなのだ。

「だが、そう旨うまくはいかないはずだ。レッドリバーはクラウン率ひきいる第七騎き兵へい隊たいが守備している。採さい掘くつ者もそうそう越こえられは……」

「ウイリアム・ヘンリー・クラウン少将なら、解任されましたわ」

「なんだって!?」

「背任の疑いをかけられて……」

　ジェラルドは首をふる。

「そいつは噓うそだ。クラウン少将は鉄道警察騎兵隊によって拘こう束そくされ、捕ほ虜りよになっている。第七騎兵隊に保留地へ向かう採掘者どもを放置させる手て筈はずさ。それだけじゃねえぞ。鉄道警察騎兵に先住民ハバハリの恰かつ好こうをさせて、付近の開かい拓たく地を焼き打ちし、大陸人の憎にくしみも煽あおってやがる」

　まずい。歴史改変だ。前の未来ではクラウン解任などなかった。ゾォードの心理変化が、歴史をねじ曲げてしまったのだろう。

「ゾォードの企くわだてを止めるぞ」

「どうやってですの？」

「クラウン少将を助ける。彼はいまでこそ第七騎兵隊の新任指揮官にすぎないが、いずれ英えい雄ゆうと呼ばれ将軍になる。先住民との激戦を交かわすうちに酋長ピースメーカーたちと繫つながりを持ち、和平への足がかりを摑つかんで、共生の道を築く。彼こそがスモーキー＆ロックスの正しい秩ちつ序じよだ」

「大人物が死にかけておりますのね……」

「向こうの未来ではありえない事態だ。このままでは彼を失ってしまう」

「殺されなかったってことは、何かの秘密を握にぎってるのかもしれないぜ？」

「だろうな。その情報でゾォードの足取りが摑めるかもしれないし、クラウンを助ければ第七騎兵が職務に従い採掘者を止める。ゾォードの悪事が暴あばかれてユニオン鉄道も支し援えんできなくなる上、もしかしたら戦場を通過する助力もしてくれるかもしれない」

「願ったり叶かなったりじゃねえか。で、どこに捕とらわれているんだ？」

「ホロゥズ・ロッ……──、」

　言葉が、途と切ぎれた。途切れるしか、なかったろう。銃じゆう声せいが聞こえたそのあと──ジェラルドの喉のどには穴が空いたのだから。

「狙そ撃げきだッ！　伏ふせろォオオ」

　次の弾だん道どうは危あやうくバンプの側頭部をかすめる。

「牧師を狙ねらうなんざ神への冒ぼう瀆とくだぜ」

　おまえが冒瀆を口にするな。

　伏せた体勢から、壊こわれた馬車の陰かげに入った。足音が三つ──。ライフルで援えん護ご射しや撃げきしながら追い詰つめるつもりか。

「アリス、ジェラルドをゆすれ！　なんとしても続きを言わせるんだ！　言え、ホロゥズ・ロッジのどこだ!?」

　アリスは抱だきかかえはしたが、ゆすりはしない。その慈じ愛あいに満ちた表情に呑のまれ、わたしは要求をやめる。自らの死を悟さとったのだろう。ジェラルドは震ふるえながら、哀かなしげな目でアリスをみつめている。喉のどから止めどなく流れる血が、やがて息を奪うばう。彼にも判わかっている。

　あとは──ジェラルド次し第だいだ。大会社の利益のため多くの人生を踏ふみにじってきたろう。その罪を悔くい改め、人の役に立って死ぬか──あるいは、ただ、死ぬか。

　彼が選んだのは前者だった。呼吸困難によって不気味な顔色になりながら、アリスの腕うでに、震える指で字を書く。自らの血で、描かく文字を。

　──ＰＩＴ──。

「……穴ピツト？」

「でかしたぞジェラルド」

　ジェラルドは一ひと際きわ苦しんで、やがて果てた。アリスが瞼まぶたを閉じさせようとしたとき、激しい銃じゆう撃げきが起こって馬車の破片が飛び散ってくる。

「バンプ、アリスとロッキーを出す。援護しろ！　アゴンロジはライフル使いをやれッ」

　素す早ばやく前転しながら、アリスは馬車の陰かげから干し草のデカい塊かたまりまで移動。ロッキーもスカートをこすりながらスライディングする。

　銃撃が追ってきたものの、絶ぜつ妙みようなタイミングでバンプが制圧射撃し、敵は岩陰にひっこむ。

「ロッキーはここで援護。アリス──突っこめムーブ！」

　走りだした途と端たんにライフル弾だんが飛んできた。しかし予測していたかのように方向転換スラロームしてよけ、柵さくを飛び越こえて回転着地ローリングしながら奥の岩へ。

　柵を越えるときに撃うたれそうになったが、ロッキーがショットガンで援護して黙だまらせてくれた。バンプの制圧射撃テクニツクを一いつ瞬しゆんで盗ぬすみ取って、自分のモノにしたのだろう。ショットガン・クイーンはなるべくして女王となる宿命か。

「五秒やる。息を整えろ」

　喘あえぐように大きく呼吸するアリス。四、三、二、一──ゼロ。

「終わりだ。息を潜ひそめろ。空をみて、アゴンロジの矢が通過するのを見逃のがすな」

「う、うん……」

「矢が当たる。悲鳴が聞こえる。敵がふり返る。その一いつ瞬しゆんで片づける。側面から突つっこんで、走りながらファニング三発で仕留める。外したら終わるぞ。いいな？」

「……その作戦、けっこうムチャじゃない？」

「おまえなら出来ると信じている。おまえはどうだ？」

「どうって？」

「わたしの作戦が信じられないか？」

　ぽっかり空いていた口が、ふっとゆるく微ほほ笑えむ。

「信じられないわけないじゃない。だって、ミスターだよ？」

　……またワケの判わからない理り屈くつを言いやがって。

　パツッ、と乾かわいた音と共に、空を飛来していく骨鏃ほねやじりの矢。

「──まだ出るなよ。だが、準備はしておけ」

　アリスはスタート・ダッシュの姿勢を取り、筋肉を張り詰つめさせる。

　内蔵された時計で精確な時間を測定し、矢が射貫ぬくタイミングを計算する。

「…………いまだッ！　出ろ！」

　狩かりを開始するケダモノのように飛び出て──、




「うわあああああァァ──ッ」




　悲鳴が上がる。ライフル使いに矢が突つき刺ささったのだ。

　木立に隠かくれてふり返っている敵がみえる。走りながら最初の一発をくらわす。命中──、残りの二人が銃じゆう声せいに気づいてこっちをみる。銃口を向け直そうとするところで、ロッキーとバンプの援えん護ご射しや撃げきに遭あい、怯ひるむ。アリスはさらに撃うつ。岩に隠かくれていた男が腰こしにくらって転がる。だが、ファニングの力加減を間ま違ちがえ、わたしの銃口がホイップして明後日あさつてを向いている。最後の一人が笑う。

「素人しろうとがッ」

　作戦も何もない。わたしはただ、叫さけぶ。

「アリスゥゥウウ──ッ！」

　少女の瞳ひとみに、猛もう禽きんの鋭するどさが宿る。ファニングで跳はね上がった、熱しきっている銃身を鷲わしづかみにして押し戻もどし、レッド・モス戦で一度みただけのハンマーコックで、アリスは──、

　──撃ったッ！

「………………………………な……ッ、だッ？」

　相手は、口をわななかせて…………倒たおれる。手て強ごわい連中だったが──何とか、勝利か。

　揺ゆれているので何かと思ったら、アリスが脚あしをガクガクさせてやがる。そのまま、地面にへたりこんでいる。

「……やっぱり……ムチャだったじゃない。怖こわかったし、掌てのひら、ヤケドでヒリヒリだよ……」

「なにを言っている。勝てただろう？」

　ぶつくさ言っているアリスを立たせて出発させる。次はホロゥズ・ロッジか──。




　　　　†




　ショートリーフの砂さ漠ばく沿い北回りに二日半の旅路の果て。草とサボテンばかりの切り立った岩山の羅ら列れつが、ホロゥズ・ロッジという名の僻へき地ちだ。

　岩山に粗そ末まつな小屋を建て、高低差のありすぎる道を床ゆか板いたの歪ゆがんだ階段でカバーし、丸太とロープの橋や、くりぬいた穴を通路に使う迷宮のような街が、ホロゥズ・ロッジ。

　虚ろホロウの名の通り、市街地の岩はチーズのように穴だらけになっている。

　住民は少ない。宿もなさそうだ。瘦やせたヤギ、数羽のニワトリ、貧弱な畑が生命線になっている。旅人にわける食料などないだろう。夕方なのに明かりに乏とぼしい市街を抜ぬけ、岩山の中腹に築かれた柵さくなしの空中通路を通れば、そこに着く。

「あれが、穴ピツト？」

「そうだ」

　段々になった斜しや面めんに、線路が敷しかれている。線路といってもトロッコ用の小さいレールだ。大きな陸橋があり、下まで一気に下りられるようになっている。

　建物がいくつか見え、窓は割れているものの明かりがある。中でも大きいのは煙えん突とつつきの作業所で、城じよう壁へきのように炭鉱全体を覆おおう断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを背にして立っている。

　太い木材を組んで造られた、大きな穴ピツトの入り口。ランタンや松明たいまつが灯ともされ、銃じゆうを持った男たちが見回りしている。

　わたしたちは高台になった大岩の陰かげから覗のぞき見ている。

「ホロゥズ・ロッジでピットといえば、炭鉱コールピツトのことだ。栄えた街の一つだった。だが……三年前に炭鉱は枯こ渇かつし、閉へい鎖さされた」

「人がいるみたいだぜ？」

「都合が悪いモノを隠かくすのにちょうど良いからな」

　羽毛がこすれるような微かすかな足音だけを立てて、アゴンロジが戻もどってくる。

「見えるらけれも二〇人以上おる。煙えん突とつのたちぇものと、熊くま星ぼしの方角の大岩にゅ長い銃」

「ライフル二人か」

「筒つつの目をもちゅ」

「スコープのことか……狙撃手スナイパーとは厄やつ介かいすぎるな」

　難しいな。アリスとロッキーが人間離ばなれした才能を持っていることは、よく判わかっている。だが、まだ〝育ってない〟のも事実。

　もし、いま炭鉱に突とつ入にゆうし、クラウン少将を救い出せたとしよう。ゾォードはわたしたちの反はん撃げきを知って、凶きよう気きを加速し、決戦を早める結果となる。前の未来の歴史からすれば、もっと後に起こるべき戦いなのだ。

　だが…………、

　短期決戦。ここにしか、勝機はないとわたしは踏ふんでいる。ゾォードは《復ふく讐しゆう者》の追つい跡せきを華か麗れいにかわし、アリスが辿たどり着く前に次のスポンサーへと乗り換かえ、姿をくらましてきた。

　手の内まで判わかっていて、動きが読める今この瞬しゆん間かんこそが、最大のチャンスでもある。




　──運命の、分かれ道だ────。




　こいつらの力で、やりきれるだろうか？　もっと成長させて機会を窺うかがうのがセオリーではないのか──？

　そもそも、こいつらをゾォードとの戦いに駆かり立てることは、わたしのエゴなのかもしれない。前の歴史は、こいつらとは関係ない出来事なのだから。

　前のアリスが自じ暴ぼう自じ棄きになったとき、叫さけんだ言葉が思考をかすめる。

『いつもそう。使命のため。正義のため。復讐のためッ！　もうウンザリなのよッ！』

　復讐はあいつが選んだ。だが、使命や正義を押しつけたのは、わたしなのだ……。

「悩なやんでるのは、戦術のことばかりじゃねえだろ、ミスター」

「……ああ」

「よかったら、話していただけません？」

「ゾォードの狙ねらいは、生いけ贄にえだ」

「は──？」

「黒き《切断キヤクサ》という弾だん丸がんは、恐きよう怖ふに染まった処女二〇人の生け贄で発射できる。教会の戦いで、そいつをゾォードに奪うばわれた……」

「なんておぞましい弾丸ですの」

「おぞましいのはここからだ。黒き《切断キヤクサ》は下準備にすぎない……」

「…………下……準備？」

「黒き《切断キヤクサ》で、敵味方区別なく虐ぎやく殺さつし、五千人ほどの生け贄を得られれば──ゾォードは黒き《毒蛇の空マアピア・ナドワ》を発射するだろう」

「なんですの……？」

「世界すら滅ほろぼせる、酸の雨を降らす弾丸だ。わたしのいた未来ではこいつが使われ、おそらくは…………」

　誰だれも何も言わなくなった。

「判ったろう？　ここから先は──剝むき出だしの、命の応おう酬しゆうだ。生き延びる一番の方策は、馬を走らせ続け、スモーキー＆ロックスからひたすら遠ざかることだ。そうしていい。むしろ、して欲しい。アリス……おまえもだ。

　考えてもみろ。おまえには動機がない。ジャクリーンの足すら治したいま、おまえがゾォードに復ふく讐しゆうする理由は何もない。すべて忘れて、遠い地でメラニーと暮らせばいい。ロッキーも、財産をまとめれば故郷の麗宮国ジユナイゼに帰れる。アゴンロジは部族の自治領に戻もどれ。バンプもラテン暮らしのほうが性しように合っているだろう？」

　返事がない。さすがに不安になって、訊きく。

「……おい。聞いているのか……？」

「ミスターはバカね」

「はあ……？」

「バカですわね」

「なんだと？」

「同意すりゅ」

「ちょっと待て、いまの話の……」

「どこがバカだか判わからねえなら、もういっちょ人生やり直したほうがいいぜ」

「マトモなことを言うなんて、ミスターらしくないわよ」

「……わたし、らしい？」

「ムチャな命令しまくって、人の命なんて何とも思わないのがミスターじゃないの」

「常じよう軌きを逸いつしたことばかり言うのに、なぜか当たったりしますのよね」

「動機だの何だの、気難しいハナシはどーだっていいんだよ。ミスターは、どうしたいんだよ？」

「わたし？」

「あんた自身──さ」

　そうだ。考えてもみなかった。

　銃じゆうであるわたしは、いつだって世界の傍ぼう観かん者で、《復讐者》ライトニング・ワイルドと共にあってさえ、けっきょくは彼女のために導き続けて──。

　わたしは何なのだ？　何のために、何をしたいのだ──？

「わたしは……」

　アリスを復讐者にさせないために、ずっと努力し続けて──いま、傷ついていないアリスがここにいて──失うはずだった仲間が揃そろっていて──、

　それで、終わりか？　これが、わたしの望んだ未来か──？

　………………いいや。ちがう。

　埋うめられたときのわたしは、こう思っていた。戦争も、滅ほろびも、アリスの死に較くらべれば些さ細さいな出来事だと。最初で最後の主人マスターを失ったことが、わたしにとって大きな傷きず痕あととなった、と。

　ちがう、と今では想おもう。

　アゴンロジがいて、ロッキーがいて、バンプがいて──全員救ったこの世界で絆きずなを知った。

　虐ぎやく殺さつされれば、多くの絆きずなが断たれる。そんな不条理な歴史にはＮＯを言いたい。

　終われない。欲しかったのは、こんな目先の平へい穏おんじゃない。

「わたしは、青い空を未来に残したい」

「決まりね」

「いまさら国に逃にげ帰るなんて、まっぴらですわ！」

「ラテンに戻もどれば、マリアのイチャイチャっぷりを、腐くさるほどみせつけられンだぜ！」

「言ったりぇありょう……《予言する者》が、世界を変えりゅと────な」

　アゴンロジが、馬を寄せて──わたしに笑えみを向ける。

「わりぇはもとより、《予言する者》を助けるよう使命を帯びてりゅ。逃げる気なりょ、まっりゃくりゃい」

「良いセリフなのに嚙かみすぎだ、アゴンロジ」

　アリスがぷっと吹ふき出した。

　みんな笑った。わたしまで──つられて笑った。




　────この瞬しゆん間かん、だろう。




　何かが変わった。わたしの中に確信と呼べるモノが生まれた。それは頼たよりなく、脆もろく、愚おろかだが、同時に強く尊い何かだ。

　わたしは信じたのだ。アリスだけでなく、アゴンロジを、ロッキーを、バンプを。

　一つとなった《力》を。

　猛もう然ぜんと思考が回転し始める。わたしの戦いは、こいつらのそれとちがい、始まる前に終わる。百手先を読み、敵が動く前に〝詰つませる〟パズル──それがミスター・マグナム・スタイルだ。

　六〇秒悩なやみ────パズルのピースが、すべて埋うまる。

　刻ときは、満ちた。世界はわたしの手中にあるオール・イン・マイ・テリトリー。

「始めるぞ」

　わたしの相棒たちが得え物ものを抜ぬく。トマホークに、ショットガンに、ヴォルカニック連発リピーター・拳銃ピストルに、そして──わたしマグナムだ。

「最初にバンプ、一番手前の見張りを人目につかないよう〝布教〟してきてくれ」

「──いいぜ」

　鋭するどい声を返してから、牧師は橋へと下りていく。丸投げで任せる、なんてわたしらしくもない戦術だ。だが、廃はい教会での戦いであいつが魅みせた巧たくみな話術──きっと、やれるはずだ。

　歩きながらヴォルカニック・ピストルを聖書に入れる。ページをナイフで切り抜き、すっぽり入るようにしてあるのだ。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　アリスと視覚同調キヤストアイする。闇やみを見抜ぬき、視界がクリアになる。

　バンプは人目を避さけられる場所から、監かん視しの目が届く場所へと入る。

「おいッ、止まれ！」

　手を上げて丸まる腰ごしをアピールする。距きよ離りは二〇バレッセル。撃うちあいになったら、一発や二発で終わる距離じゃない。もっと近づかなくては……さあ、どうする？

「牧師が廃はい鉱こうに何の用だ」

　監視所には二人いる。瘦やせたブロンドの小男なガンファイターと、前歯の欠けたヒゲデブの炭鉱夫だ。デブはショットガンを持っている。

「かつての落らく盤ばん事故で死んだ霊れいが、悪あく魔まとなっているとの連れん絡らくを受けまして」

　見張りは顔を見合わせている。そのあと、大笑いを始めた。

「そりゃあ、大変なこったな！」

「悪魔はいるさ。だけど牧師の必要はねえよ。聖水ぶっかけたところで、俺たちゃ悔くい改めもしねえ！」

「そうですか。誤報だったようですね……」

「判ったら、とっとと帰ンな」

「ときに、ちょっとしたご提案があるのですが」

「はァッ？」

「わたしの聖水は〝飲める聖水〟でしてね。飲んだ途と端たんに身体からだが内側がわから熱くなり、つらい仕事の疲つかれも消えてしまう……」

　おっと──巧うまいぞ。見張りの目が惹ひき込まれている。

「そいつァ……アレか？」

「むろん条件はございますよ？　一口飲むごとに、五分間説教を聞いていただきます。そして神の魅み力りよくに気づいていただけるのなら……、」

「あア、もちろん洗礼でもナンでも受けてやる。聖水をこっちに投げろ」

「吊つり橋ばしで投げたら落ちてしまいますし、薄うすいガラス瓶びんなので割れてしまうかもしれません」

　二人は顔を見合わせ、銃じゆうを下ろして『こっちに来い』とジェスチャーする。

　バンプは手を下ろして吊り橋を渡わたって、二人に近づく。小男がツバを飲む。

「さあ、よこせ……」

　腰こしに吊るしてあるガラスの小瓶を手に取ったバンプは──、

　ブロンドの小男へと、いきなり放ほうり投げる！

「お、おいッ……割れるだろ！」

　慌あわてて銃を手放し、小男が瓶をキャッチしようとする間の、ほんの一いつ瞬しゆん──バンプはネックレスにしている鋼鉄の十じゆう字じ架かを手に取り、親指でスイッチを押す──ネックレスの鎖くさりから外れ、三本の刃はが飛び出て、十字架は十字ダガーナイフになり──、

　踏ふみこむ動作と同時のサイドスイングで小男の喉のどを、一いつ閃せん────……

「うッ、あァ!?　この、」

　倒たおれこむ相棒をみて、デブがショットガンを構えたが──死は確定済みだ。バンプが十字ナイフの反対側がわのスイッチを押した途と端たん、前方の刃は先さきがスプリング音と共に射出され、たるんだ喉のどを串くし刺ざしにする。

　地に伏ふした見張りを崖がけ下したに蹴けり転がして、小男も摑つかんで投げ落とす。

「……あの人、牧師の服着てちゃいけない人ですわ」

「同感だな。お似合いなのは地じ獄ごくだけだ」

　未来のバンプは、なぜこの牧師戦法を棄すてたんだ？　……ああ、デブって服が着れなくなったんだな。しかも太った牧師など、リアリティもないか。

　監かん視し所に行き、アリスに命じる。

「探せ、あるはずだ」

「なにが？」

「こいつだろ？」

　バンプが木箱を蹴る。蓋ふたが開いて、中身がみえる。筒つつ状の本体にひもがくっついている。

「……ダイナマイト？」

「ビンゴだ、バンプ」

「どうしてあるって判わかったの？」

「大軍が来たら橋を吹ふき飛ばすためだ。アゴンロジに渡わたせ」

「へ？」

「狙そ撃げき手しゆのいる大岩は、オーバーハングになっていて下の構造が脆もろい」

「りゃるほろ……任せりゅがいい」

　アリスから火ほ口くちとダイナマイトを受け取って、アゴンロジが岩山へと姿を消す。尾お根ねを伝う危険なコースだが、ヤギのようにひょいひょい渡っている。

「いったん分かれるぞ。ロッキーたちは正面からだ。出来るだけ接近し、アゴンロジの爆ばく破はを合図に躍おどり出て、広場を制圧しろ」

「アリス、いいですわね。ミスターの命を危険に曝さらしたら撃うちますわよ！」

「危険なのは、あたしのほうなんだけどぉ……？」

　二人が崖道のほうに去っていく。ロッキーは何度もふり返って名な残ごり惜おしそうだ。

「あたしたちは、どっち？」

「そこの横穴だ」

「あれぇ？　こっち、道ないよね……？」

「誰だれが道を進めと言った」

「はァ？」

　穴の出口に着く。アリスの歩みが止まり、その額を汗あせが流れ落ちる。

「えっとぉ……ミスター。お間ま違ちがいでは？　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにみえますけどォ？」

「そうみえないなら、幻げん覚かくがみえているのだろうな」

「ムリ！　死ぬッ！」

「声がデカイ。そして泣くな。キャストアイしているからわたしもみえなくなる」

「鬼おに！　悪あく魔ま！　ミスターッ！」

「なぜ褒ほめる？」

　恨うらみつらみをブツブツ言いながら、わたしをホルスターに叩たたき入れる。

　銃わたしを手放したので視覚同調キヤストアイが切れた。強風で風鳴りがして聴ちよう音おんできないので、ここから先で敵にみつかったら命取りになるな。崖のくぼみに手をかけ、足をかけ、横向きに渡っていく。

　途と中ちゆう、何度も足あし下もとが崩くずれそうになりながらも進む。途中で下をチラッとみて、ひぎィッとヘンな声を発して膝ひざを震ふるわせている。

「……ねえ、戻もどろォ？」

「戻ると、おまえの体重を支えて脆もろくなった岩を踏ふむことになり、転落の危険が増すことになるが、それでいいのか？」

　血の気の失うせた、良い顔だ。絶望は人を必死にさせる。

　そこから急に動きが良くなって、煙えん突とつのある作業所がみえてくる。ある場所まで進ませてから、指示する。

「ゆっくりと下がっていけ。二階のところまでだ」

　アリスがしがみついているのは、作業所の裏にある崖がけだ。狙そ撃げき手しゆの背後を取れるはず。

　月明かりの下、手や足で探さぐりを入れながら進むのは相当困難な作業だが、この野生娘むすめは本能でこなしている。

　仲間を信じる──、それこそがわたしに欠けていたもの。信じて任せるのだ。なにせコイツは、スモーキー＆ロックスで生ける伝説となる女《ライトニング・ワイルド》なのだから。

　二階の窓がみえてきた。ランタンの明かりが漏もれている。人ひと影かげがある。狙撃手か？　いや、二人いる……。

「もういい。わたしを抜ぬいて、構えろ。狙撃手を撃うて。アゴンロジの爆ばく破はと同時に、だ」

「どっち？」

「おまえもみえないのか」

「ガラスの汚よごれがひどいの」

「なら、ファニングで両方撃て」

「左手を岩から離はなしたら、落ちちゃう」

「だったら、ハンマーコックだ」

「練習してないし……」

「前の戦いでモスを真ま似ねてやったろうが。泣いてあきらめるか？　ベイビー・アリス」

　悪口にムッとしたのだろう。唇くちびるを尖とがらせ、わたしを構える。

「やるわよ。やればいいんでしょ」

「成功したらロリポップを買って良いぞ」

「一〇本買うわ」

　眼光が──猛もう禽きんの鋭するどさを帯びる。

「いっぺんに舐なめてやる」




　────……爆ばく音おんッ！




　崖がけが大おお揺ゆれして、ずる、と落ちそうになって────それでもアリスは撃うつ。

　一発フアースト・シヨツト──親指をひっかけ、間かん髪はつ入いれずに二発目セカンド・シヨツトッ！

　一発目でガラスが割れ、二発目で血ち煙けむりが窓まど枠わくを黒く濡ぬらし、ランタンが倒たおれて床ゆかに炎ほのおが広がり、ライフルを持った男と、拳けん銃じゆうを持った男がみえて────同時に倒れる！

「でかした！」

　アゴンロジが爆破した方面が死角でみえないが、落石が勢いよく転がっている。それに呑のまれたヤツもいて、敵は完全にパニックだ。

　銃声が幕を開ける。猛もう然ぜんと上がる連発銃リピーターの咆ほう哮こう。そしてショットガンの雷らい轟ごう。銃声の量でさえ、ヤツらが圧しているのが判わかる。

「滑すべり降りろ！　戦せん況きようを確かく認にんする！」

　ヤギのように岩を跳はね下り、地面に着地する。走っていって、広場に出る。

　バンプとロッキーが並んで前進している。走ってない。悠ゆう然ぜんと歩いている。

　敵が間合いを詰つめると、そのギリギリで反応して、一発撃うつ。そいつは膝ひざをつく。

　タルの陰かげに隠かくれても、ロッキーが無表情でタルを撃ち抜ぬき、分解して──、

　隠れる場所を失って恐きよう怖ふに歪ゆがむ顔を見ながら、回転装弾スピンコツキングする。

「────我が銃口の前に──、ひれ伏ふしあそばせッッ！」

　重い銃声。

　男が握にぎっていた拳銃の、シリンダーが抜けて吹ふっ飛んでく。分解された銃のパーツが、地面に転がるのをみて、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。我に返って、投げナイフを出そうとすると──、

　舞まうように旋せん回かいしつつ、左のショットガンを一いつ閃せん。

「女王に向ける刃はなど、存在してはなりませんわ」

　散弾はナイフの刃をへし折って吹き飛ばしていた。しかも、駆かけつけようとした仲間の喉のどに突き刺さっている。男は夜よ目めでも判るほど震ふるえながら、失禁して悲鳴を上げてうずくまる。

　来たな……《女王クイーン》覚かく醒せいだ。

　人格変化したあのモードこそ、ロッキーの真骨頂だ。どんなに意表を突ついても、どんなに音もなく忍しのび寄っても、敵なら撃うたれる以外の結末はない。

　どうやら近接戦せん闘とう最さい凶きよう《暴虐の女王シヨツトガン・クイーン》伝説が、始まってしまったようだ──。

　女王がリロードに入ると、今度はバンプが大暴れする。

「どうしたよ？　さっさと撃て。神を冒ぼう瀆とくしてみろ」

　装備からして相当年季の入っているガンファイターに銃じゆう口こうを向けられてもよけない。前進をやめない。血走った凶眼で睨にらみ据すえ、他ほかの連中を目も向けずに撃ち倒たおしながら、ぐんぐん迫せまる。

　ガンファイターは撃っているのに当たらない。いつものように撃っているはずだと自問自答しながら撃っているだろう。だが、外れるのだ。

「当たらねえッ？　なんでだ──、なんでなんだよッ!?」

　判わからないだろう。全盛期のバンプと戦ったヤツは、みんなそう言う。

「神の加護なのか!?」

　んなわけあるか。

　バンプの武器は、獣眼ビースト・アイズ──睨み据えによる精神的重圧プレツシヤーだ。あの眼めは、人間の本能的な恐きよう怖ふをかき立てる。心を呑のみ込み、相手の平常心をそっと闇やみに吸わせていく。

　ヘタクソなならず者ワルとちがって、怖さを臭わせず恐怖させる。そこがヤツの怖こわさだ。

「神の御み許もとに逝いきやがれ。クソムシどもが」

　スピン・コッキングが──終わる。

　恐怖に気づけた者は幸いだ。この悪あく魔まに断罪されることなく、逃にげ出すという道を選べる。

　だが、最後まで恐怖に気づかず、戦ってしまった者の末路は…………こうなる。

　弾たまが尽つき、尻しり餅もちをついた相手に、面めん倒どうそうにバンプは狙ねらいをつける。

「ひッ、ぶっ殺バンプされる──」

　銃じゆう口こうが吼ほえる。

　おまえは幸いだ。最後の銃声を聞けない場所を撃たれたので、痛みも感じなかったろう。

「ヒィィイイ──ッ！　なんだあの殺人牧師」

「牧師じゃねえ。冒ぼう瀆とくだ！　呆あきれたゴッド・ファッカー野や郎ろうだぜッ」

《神を陵辱せし者ゴツド・フアツカー》とは、ゴロツキが出したにしては良いネーミングセンスじゃないか。

「見物はここまでだ。征いくぞ」

「援えん護ごしないの？」

「ほっておいても制圧するだろう。炭鉱に入ってクラウン少将を救う」

　滑かつ空くうストライド走行に入る。あまりにも速い。馬が全力疾走ギヤロツプするときすべての足が地面を離はなれる《空間期》なるモノがあるのだが、アリスの走りにもそれがある。遠くの敵が気づいて撃ってくるが、まったく狙いがついてない。

　アゴンロジが上の棚たな地ちから下くだってきて、合流して同じ速さで併へい走そうする。

「アゴちゃん！」

「炭鉱に入るぞ、アゴンロジ」

　立ちはだかる男たちを撃うち抜ぬき、投なげ斧おので斬きり裂さき──先に進む。炭鉱入り口に辿たどり着いた。薄うす暗ぐらい坑こう内ないには松明たいまつが灯ともされ、レールが続いている。走った先に、分かれ道がみえる。

「右だ！」

「こっちでいいの!?」

「さあな。だが、わたしなら守りやすい地形にする」

「それって、あたしたちにとって危ない場所って意味よね!?」

「アリスのくせに正解を言うな」

「ムカッときたわ！　いまのは絶対許さないから」

　カーヴの先で待まち伏ぶせていた三人の用心棒たちに、ファニングで全ぜん弾だん叩たたきこむ。

「カラにするなッ」

「うるさいわよっ、倒たおしたからいいじゃない！」

　完全に八つ当たりか。やれやれ……。

　待ち伏せが三回あったが、どれも練度が低い。おそらくは、そのヘンのならず者を寄せ集めたのだろう。一番怪あやしいと思われる、広間のように掘ほり広げられたレールの合流地点に近づく。

「もうすぐだ。この坂の上に……」

　妙みような音を聞いた気がして、聴ちょう音おん装置に多くのオロゴを送る。金属表面の赤い輝かがやきが増したので、アリスがびびったらしく「ひゃっ」と言った。いつもの何倍も大きく聞こえるのでかなりうっとうしい。

　……と、聞こえたッ！　金属のこすれあう音。車輪──か？　レールから響ひびいてくる……ということは、トロッコだ！

「二人ともわきによけろッ！」

「ほへ？」

　アゴンロジが突つき飛ばしてくれて、何とか助かった。猛もうスピードでトロッコが抜ぬけていって──って、荷台にダイナマイト!?

「伏ふせろ！」

　今度はアリスが自分で伏せてくれた。一〇バレッセルぐらい離はなれたところで爆ばく発はつして、落らく盤ばんを起こしている。デカい岩が飛んできてアリスの背をかすめる。危なかった……。

　煙けむりでみえなくなったところで、銃じゆう声せいが上がる。

「撃うて！　撃ちまくれッ」

　敵の声だ。四人くらいか。こっちの姿もみえないのに気にせず撃ってきやがる。バカどもめ。まあダイナマイトを鉱道で使うような連中は、そもそも知能は低いだろう。

　小悪党ほど無能な連中を、私は知りません。だが、彼らは最適の棄て駒ポーンとなります──、

《魔ま犬けん》スティールの言葉だ。向こうの未来で語った通りのやり方をしている。

　爆ばく破はの影えい響きようで天てん井じようの岩がミシミシいっている。落らく盤ばんの岩で戻もどることもできない。これは派手にクレイジーな状じよう況きようだぞ。どうする……？

「アゴンロジ、ヤツらの背後に回れるだろう？」

「にゃかにゃか、ムチャを言ふ」

　そう言いながら、トマホークのロープを握にぎり、投石機のようにぶんぶん回し始める。

「アリス、前に出ようか。陽動する」

「狭せまいし、近いよね？　でも、当たらないの？」

「…………当たる」

「ミスターぁあああああッ!?」

「……じゃあ、脱ぬげ」

「ハァ!?」

「ボタンを外して胸むな元もとを空けて、メラニーが男を誘ゆう惑わくするときの言葉を並べたてろ」

「なによッ！　あたしが他ほかの男に色目使われてもいいってのッ!?」

　大だい歓かん迎げいだが、そう言ったら怒おこりそうだからやめておく。

「お色気戦法は自信がないのか？　魅み力りよくがないのはつらいな」

「できるに決まっているでしょ、ミスターのバカ！」

　肩かたから服をビッと破いて煙けむりから出ていく。胸の形が判わかる、かなり良い破き具合だ。貧相なので眺ながめたいとは思わないが。

「銃じゆうを棄すてて、両手を上げろ！」

　言われた通りにしているが──、しているのだが──……、

　からめるようにセクシー風に腕うでを上げて、腰こしをくねらせたポーズ。

「あらやだ、ガンマンさん。あたしと夜を過ごしたら、鉄の弾丸タマなんか要いらないってことが判わかるわよォ？」

　甘くとろけるように、と本人は思っているが〝外している感バリバリ〟の声で、そう言った。

　うわー……。

　……………………うわー……。

　これは、絶大に、ダメすぎるぞ。思った通り陽動としては大成功だが、セクシーとは別の次元で破は壊かい力ありすぎる。

　ならず者たちもきょとんとしている。もちろん、色気に中毒アテられたからではない。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、大だい爆ばく笑しようする。

「ひでえな、おいっ」

「演技にしたってもうちょっとがんばろうぜ！」

「なんだ、あの乳ちち！　子犬だってちょいマシだろが」

　そこで、天てん井じようにトマホークが突つき刺ささり、空中ムーブでアゴンロジが背後に回りこもうとしたのだが──、

　倒たおれざま、閃せん光こうのような速さでわたしを拾ったアリスが、電光石火のファニングで一瞬にして全員片づけた────のだ。

　天井にぶら下がったまま、アゴンロジがびっくりして硬こう直ちよくしている。

　…………。

「……ッ、おい……？」

「子犬よりは、あるもん……ッッ」

　脚あしを撃たれて呻うめいている男に、さらに二発。両頰ほおをかすめ、男は恐きよう怖ふで震ふるえている。

「子犬よりはあるもんッッッ!!」

「判ったから、落ち着け！」

「──おい、誰だれだ？　ならず者アウトローたちじゃないのか？」

　聞き覚えのある声だ。記き憶おくにあるよりも若々しい声だが、クラウン少将に間ま違ちがいない。

　怒おこりまくっているアリスをせかし、広場に行って縄なわを解かせる。

　ハンサム、ではない。精せい悍かんと言うほうがしっくりくる風ふう貌ぼうだ。口ヒゲを生やした狼おおかみ、といったところか。誠実で容よう赦しやのない、スモーキー＆ロックス軍人を象しよう徴ちようするような大人物だ。

　拷ごう問もんを受けたらしく、上半身裸はだかの胸に焼きごてやナイフの痕あとがあるが、気力が死んでない。さすが英えい雄ゆうだな。

「助かった」

「ゾォードはなぜ、あなたを生かしておいたのだ？」

　ぎょっ、と拳銃わたしに目を向けたのも一いつ瞬しゆんだけで、クラウンは落ち着いて答える。

「ハバハリ族の聖地の場所を知っていたからだ」

「なぜ、聖地の場所を？」

「黒くろ魔ま術じゆつの準備をするような話を、ゾォードがしていた」

「聖地の場所はどこだ」

　クラウンはわたしをみる。そしてアリスをみて、アゴンロジをみる。

「………………」

「ゾォードの敵対者だ。といっても、信じてもらえないかもしれないが、」

「ナイト・エイト・ソーサー」

「えっ……」

「レッドリバーを越こえた先の森の北西。丘おかになった場所に、くぼんだ円形の土地がある。そこがナイト・エイト・ソーサー。聖地だ」

「なぜ、教えてくれた？　クラウン」

　よろめいて歩きながら、少将は答える。

「誠実かどうかは目と声で判わかる。理り屈くつは問題を難しくする」

「わたしの目はレンズだがな」

「良いレンズをしている。45マグナム」

　英えい雄ゆうと呼ばれ始める前からすでに器がでかい。アリスもこれぐらいになってくれればな……。

　クラウンが別の出口に案内してくれて、外に出た。アゴンロジの肩かたにフクロウが留まる。

「《予言する者》よ。悪い知らしぇがある」

「……聞きたくないが、言ってくれ」

「五氏族がハバハリの大地に集結しゅる」

「五氏族!?」

　先住民族エルダーズ、五氏族──。

　ハバハリ族。チェリーク族。カザル族。モザード族。ハイクック族──大勢力を誇ほこるエルダーズ最強の部族が全集結する……歴史上、最も熾し烈れつな戦争となるだろう。

「第七騎き兵へい隊たいはわたしが止める。レッドリバーに連れていってくれ」

「ああ……」

　遂ついに、戦争が始まるのだ──。
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「グリンゴォ、グリンゴォ、たっぷり肥えた♪　妊にん婦ぷみたいにたっぷり肥えた♪」

　焚たき火びの前でアリスとロッキーが合唱する。

　夜の静せい寂じやくに響ひびき渡わたる少女たちの声に、バンプの口元がふっとゆるむ。

　いや、おまえこの歌、めっちゃイヤがってたろうに。デブじゃなきゃ許せるんだな……。

　スタンピード入りして二日目の夜。荒こう野やの棚たな地ちで焚き火をしてキャンプだ。戦場は目と鼻の先だから昼間は多くの避ひ難なん民と出会った。

　──にしては、和なごやかな空気だな。まったくこいつらは。決戦前なのに和なごみすぎだ。

　アゴンロジはロッキーの膝ひざに座ってだっこされつつ、ナイフで骨を削けずり、鏃やじりを作っている。ときどきほっぺを触さわられ、ぷるるん揺ゆらされているが、あまり気にしないようだ。

　わたしは空を見上げる。いつかみた、あの夜のような────月光の淡あわい空だ。

　あのとき、アリスは何と言ったか？

　そう……心のカギを失った、と言った。復ふく讐しゆうよりも大切なものがあるんじゃないか──と。

　わたしは、どうだろう？　心のカギはみつけたのだろうか？

　もしみつかっていれば、あのときのアリスに──もう少し、マシな言葉をかけてやれたんじゃないのか？

「どうかした？」

「は──？　どうかした、とは何だ？」

「哀かなしそうだった」

「表情を読んだみたいな口調だが、わたしは銃じゆうだぞ？」

「哀しくなかった？」

　大おお真面目まじめにみつめてくるアリスに、返す言葉がない。このアホは……本当に怖こわいアホだ。

「ミスター・マグナム」

　話しかけてきたのはクラウンだ。地図を広げている。

「避ひ難なん民みんたちの話では、騎き兵へい隊たいはここに陣じんを敷しいたようだ」

　指さしたのは、レッドリバーと呼ばれる河に接する平原。ハバハリ自治領の正面に位置した場所で、このあたりでは唯ゆい一いつ渡わたれる浅あさ瀬せだ。

「ナイト・エイト・ソーサーは？」

「ここだ」

　クラウンが指さしたのは、騎兵隊陣営からやや右寄りなものの、ほぼ正面。

「大仕事になりそうだな」

「どうして？　味方でしょ？」

「守備陣形に入った大たい砲ほうやライフル兵にとっては、先住民エルダーズもわたしたちも一いつ緒しよだ。前を動いていれば的になる」

「ふーん……」

　他人ひと事ごとの顔してやがる。ホントにこいつは。

「迂う回かい路ろはあるか、クラウン」

「次の橋はここになる」

「遠すぎるな。回りこんだらゾォードの企くわだてを阻そ止しできない。正面突とつ破ぱしかないか。戦場はどう展開する？」

「岸に陣じん地ちを築いたということは、騎兵では殲せん滅めつできない場所に先住民の主力がいる」

「森か」

「そうだ。主力を叩たたくには騎兵を馬から下ろさなければならないが、選せん択たく肢しとしてそれはない。決着をつけるには松明たいまつを持たせて森を包囲し、灼やき払はらうぞとアピールした上で──」

　地図の上のほうまで繫つながる山の道を指差す。

「このグラインド・パスだけを開放し、こちらに撤てつ退たいさせる意思があると暗に提示するしかない。ハバハリの酋長ピースメーカーは頭が切れる男だ。メッセージを受け取るだろう」

　さすがクラウンだ。これだけの情報で、争いの終結まで視野に入れているのか……。

「指揮権を取り戻したら渡と河かし、先住民を押し返す。流れに乗じて聖地を目指してくれ」

「判わかった。感謝する」

　作戦も聞かず和なごんでいる連中に声をかける。

「もう寝ねろ。明日には──戦場だ。しばらく眠ねむるチャンスはないぞ」

「まだ眠くない！」

「いいから、寝ろ！　アホ！」

「アホって言わないで！」

　ブツクサ言いながらも、やっと毛布に潜もぐりこんでくれた。意識遮しや断だんをかけながら想おもう。

　明日は決戦だ。こいつらを誰だれ一人死なせない。スモーキー＆ロックスの未来も守る。わたしはそのために、過去ここにいるのだから。
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　空を黒こく煙えんが覆おおい尽つくし、まるで夜のように染めている。遠くで雷らい鳴めいのような音が聞こえる。大砲キヤノンの音だ。どれだけ撃うっても途と切ぎれない。おそらくは壮そう絶ぜつな戦場になっているのだろう。

　草むらに火が移って、至る所から煙けむりが上がっている。先住民も騎き兵へい隊たいも、大勢死んでいる。まだ生きている者もいるが、助けを求める声は空から振ぶりに終わるだろう。医者の姿などない。どこも同じだ。救われるなどと甘く考えるなら、銃じゆうを握にぎるべきではない。

　目を疑う光景が続く。開かい拓たく地の村は焼やき打ちされ、難民となった開拓者の群れが街かい道どうを埋うめている。こうして戦場に近づくと目にするのは骸むくろと焼やけ跡あとばかり。

「ひどい有あり様さまですわね」

「助けようなんて思うなよ。助け終わるまでに日が暮れる。まだ黒き《切断キヤクサ》は使われていないな。騎兵隊の増ぞう援えんを待つつもりだ。そうなる前にゾォードを倒たおして──、」

「その必要はない」

　断ち切るようにかかった言葉。近くにある大岩上に、人ひと影かげがある。アリスが馬を急停止させる。

　黒ずくめの隻せき眼がんガンファイターが、静かにこちらをみつめている。

「抜ぬけッ！　撃うて！」

「争う意志はない、って前に言ってたじゃない」

「誰だれでもいい！　ヤツを始末しろ」

「話だけでも聞きゅのりゃ、《予言するもろ》りょ」

「……ッ、クソダムド」

　ホークアイは岩を下り、近づいてくる。
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「前回と同じ忠告をする。引き返せ」

「断る」

「ゾォードはこの時点で途と方ほうもなく育ってしまった。側近としてくいこんだわたしでさえ、勝率は低いだろう。だが、切り札はある。任せてくれないか？」

「《切断キヤクサ》を奪うばっておいて、ぬけぬけと……」

「あれは仕方なかった。ゾォードが気づいてしまったからな。渡わたさなければ怪あやしまれた」

「おまえは、こう言いたいのか？　最後には裏切ってゾォードを殺すから手を引けと」

「そうだ」

「信用できるか。勝手にやれ。こっちも勝手に戦う」

「戦っても勝てない。サラマンデル……おまえは選せん択たく肢しを誤った」

「選択肢だと？」

「このアリスは《親しい者の死》を経験することなく、育ってしまった」

「わたしが、守ったからな」

「そこが誤りなのだ。アリスが真の《ライトニング・ワイルド》として目覚めるためには、親しい者の死が必要だった──、」

「…………なんだと……？」

　自信たっぷりとか、そういったレベルではない。摂せつ理りを語るようにヤツは結論する。

「復ふく讐しゆう者しや《ライトニング・ワイルド》であることが、彼女を強くしていたのだ」

「待て。その言い方だとまるで……、」

　ホークアイが、素す早ばやくふり向く。銃声がどんどん近づいているのを察したのだろう。先住民の鬨ときの声こえが、断だん末まつ魔まの悲鳴と混じって──来きたるべき地じ獄ごくをイヤでも予感させる。

　アリスが口を開く。

「ホークアイはなぜ、ゾォードに関かかわるの？　たとえ大勢が死ぬとしても、普ふ通つうならこんな危険なことから逃にげ出すことを選ばない？」

　アリスでなく、わたしをみてホークアイは答える。

「大陸人を憎ぞう悪おしながらゾォードが手を結ぶのは先住民ではない。この矛む盾じゆんを考えたか？」

「いや……言われてみればおかしいな」

「わたしは《最果ての聖地ノーマンズ・エンド》の出身なのだよ、サラマンデル。モザード族居留地の調停官をしていた。彼らの信しん頼らいを勝ち得て、聖地であるマコシカ岩にも出入り出来るようになった。そこで幼いゾォードに出で逢あったのだ……」

　ホークアイの語り口は穏おだやかで、瞳ひとみは遠い昔を思い巡めぐらすような色に満ちている。

「その頃ころのゾォードは無む邪じや気きな少女だった。わたしは文明地の話をねだられ、求められるまま話したのだ。お金による売買のこと、ガンマンのこと、馬のこと、鉄道のこと、ギャングのこと……すべてを目を輝かがやかせて聞いていたものだ」

「最初は……大陸人に憧あこがれていたのね」

「いまも、かもしれない。あの悲劇を経て、矛盾が生まれた。大陸人に惹ひかれ、憎にくむ──相反する二つの心が、彼女を凶きよう気きに陥おとしいれる。そうしてしまったのは、わたしだ。わたしがゾォードを壊こわす元凶となった」

「あなたのせいなんかじゃないわ！　あなたに悪意なんてなかったし、ゾォードだってその頃ころは楽しかったはずだもの」

「気持ちの問題ではないのだ、ライトニング・ワイルド。誰だれも悪くないかもしれないが、わたしがいなければ、ゾォードは狂くるわなかった。すべての歴史は、結果でしかない」

　アリスは反論の言葉を失って、うつむく。

「出来るならあの時代にまで戻もどりたかったが、制限が……」

「制限だと？」

　銃じゆう声せいがした。──近い。ホークアイの顔色が変わる。

「悪いが、説明している時間はなさそうだ」

　拳けん銃じゆうを抜く動作をみてバンプが銃口で反応したが、ホークアイが狙ったのは自身のアタマだ。

「お、おいっ……ッ!?」

「忠告はした。いますぐ《切断キヤクサ》の射程から避ひ難なんしろ」

　何のためらいもなく、ヤツは引き金を絞しぼりきって。




　────そして、銃声もなく、青く光って消えた。




「……なんですの、いまのは」

「青き《蝗虫ドラツガ》──瞬しゆん間かん転移の効果を持つ刻紋弾エンブレムド・バレツトだ」

「君たちはとんでもない事態に巻きこまれているようだな」

　クラウン少将がため息まじりに言う。

「ゾォードは止める。少将は指揮権をどうにか取り戻もどして……、」

　言葉の途と中ちゆうで風鳴りの音を察して、視覚装置を空に向ける。

　矢だ。ロッキーの手前に落ちて馬がいななく。最初の一本を合図に雨のように降りそそいできて、岩場の陰かげから青い軍服を着た騎き兵へいの一団が次々に撤てつ退たいしてくる。矢をくらって馬が前まえ脚あしを跳はね上げ、たまらず落馬した兵士を踏ふみ潰つぶして逃にげていく。

　おそらくは渡と河かに成功され、追い詰つめられて撤退してきたのだろう。

「怯ひるむな！　とどまって撃うてェい」

　見覚えあるカイゼル髭ひげの将校だ。前の未来でも黒い炎キヤクサに部下を突とつ撃げきさせ犬死にさせていやがったな。部隊は、突撃してきた先住民エルダーズの餌え食じきになり始めている。クラウンが馬を返す。

「おいッ、少将──」

「第七騎兵隊だ。わたしの部下だ！　救わねばならない。君たちは先に行け！　生きていたらまた会おう」

　死体から取った旧式ライフルを構え、行ってしまった。

「ミスター……」

「あれも、生き方だ！　かまわず急げッ！」

　岩場を抜ぬける。平野になって岸がみえてくる。大河だ。レッドリバーと呼ばれている。正式な名前ではない。ここは古戦場。独立戦争で大量に流された血が、河を真っ赤に染めた史実があり──そう呼ばれるようになったのだ。

　そのレッドリバーが再び赤く染まっている。

　矢と銃じゆう弾だんの応おう酬しゆう。川かわ面もを骸むくろが覆おおい尽つくし、ダムとなって水を堰せき止めている。

　クラウンの情報通り、騎兵隊は河を防衛線にしている。馬車にガドリング砲ほうを設置し、戦車にして足止めしている。森の手前に大たい砲ほう陣じん地ちがあり、砲弾を惜おしまずぶちこみ続けている。立ちこめる煙けむりで視界は暗くなり、対岸も燃えさかってみえない。

　壮そう絶ぜつなことに、ここまでしても先住民の突撃は止まらない。雄お叫たけびを上げながら河から上がってきて、岸を守備する歩兵部隊に斧おので襲おそいかかっている。

「危ねえ！　後ろだ」

　ふり返る。アゴンロジの馬が前のめりに倒たおれる。撃ったのは第七騎兵隊の軍服を着た兵士だ。アゴンロジは一回転して静かに着地する。

「──アリス、拾え！」

　アリスは馬を返して、アゴンロジのほうに向かう。さっきの兵士がまた撃ってくる。アゴンロジは走り回ってライフルの狙ねらいをそらそうとするが、徐じよ々じよに追い詰つめられ──……

　そのライフルが、いきなり兵士の手を離はなれる。ロッキーの投なげ縄なわだ。銃じゆうをキャッチしてぶん回し、遠くに投げ棄すてる。

「ナイスだ、ロッキー!!」

「このくらい……何でもございませんわ」

　褒ほめた途と端たん、妙みようにツンとして顔を赤くする。ロッキーの少女期はどうも表情が読めない。

「……乗って、アゴちゃん！」

　アゴンロジはジャンプして馬に二人乗りすると、アリスの肩かたに片手をついて立ち、トマホークをぶん回す。

　怒ど濤とうの鬨ときの声こえが上がった。先住民の騎き馬ば戦士たちが側そく面めんから砲ほう台だい陣じん地ちへと殺さつ到とうしていく。ガドリング馬車にもダイナマイトを結んだ矢が飛来し、大だい爆ばく発はつのあと沈ちん黙もくする。大砲も次々にやられ、形成逆転だ。正面攻こう勢せいが始まったが、押し返す力はもはやない。どんどん渡と河かしてくる。

「不味まずいな。指揮官が悪い。これでは壊かい滅めつするぞ」

「ミスター、やべえぜッ」

　バンプの言う通りだ。いつの間にか騎馬戦士の進路に出てしまった。戦場は音が多すぎて、わたしの探知能力もキャパオーバーしてしまうのだ。

「いったん退けッ」

　陣営のほうに戻もどろうとした途端、今度は砲撃に曝さらされる。爆発と黒こく煙えんが壁かべのように迫せまってきて──……、

　完全に挟はさみ討うちだ。選べるのは斧おので死ぬか、大砲で死ぬかの二択しかない。

「ミスターッ!?」

「ダメだ、刻紋弾エンブレムド・バレツトを使うぞ。順番は──、」







「突撃サウンド・チヤージィィイイ──ッ！」







　サーベルを持った雄お々おしい騎兵が、騎馬戦士集団へと突つっこんでいく。

　その姿、その声、間ま違ちがいない────クラウン少将だ。

　大勢の騎兵を引き連れ、大だい音おん響きようのラッパと嵐あらしのような銃じゆう声せいを伴ばん奏そうにして先住民へと躍おどりかかる。矢の嵐あらしを受けて次々に死んでも、勇ゆう猛もう果か敢かんに斬きりこんでいく。

　攻せめ手てに回っていた先住民が、一気に陣形を崩くずされて分断される。進軍の流れを断たれ、散り散りになって各個撃破され──今度は大陸人たちが攻める番。

「河を渡わたれッ！　森まで押し返すぞッ」

　クラウンが采さい配はいを振ふるいだした途と端たん、第七騎き兵へい隊たいの呼吸が一気に変わる。彼の言葉で手足のように動き、戦場を勝利に塗ぬり替かえていくのだ。

　アゴンロジの顔色が変わったので視線を辿たどると、青い軍服の第七騎兵隊の一人がライフルを向けてきてる。しまったッ、連中にとってアゴンロジは敵にしかみえない！

　アリスもロッキーも、バンプでさえも騎兵に銃じゆう口こうを向け──、

　その様子をみた他ほかの騎兵まで、こちらにライフルを向けてくる。

「待てッ、銃を下ろせ！　ここは──、」




「────この莫ば迦か者が！」




　澄すんだ金属音がしたかと思った瞬しゆん間かん、騎兵のライフルが宙を舞まうのがみえた。アゴンロジを狙ねらっていたライフルの銃身は、真っ二つに切り飛ばされてる。やったのは、サーベルだ。あまりに信じられない光景に、戦場が、一いつ瞬しゆん──止まる。敵も味方も、サーベルを振ふり抜ぬいた男を呆ほうけたように眺ながめてる。

　ウイリアム・ヘンリー・クラウンを。

「この者たちは、命の恩人だ！　もし銃口を向けるなら、このわたしを敵に回すと思えッ」

　据すえられていたライフルが、一いつ斉せいに上を向く。クラウンに追いついてきた副官が叫さけぶ。

「第七騎兵隊、訓戒モツトーッ！」

「「「「「我が人差し指は、敵を撃うつために！　我が血は、指揮官クラウンのために！」」」」」

　騎兵隊は包囲を解いて、先住民たちとの戦いに戻もどる。アリスが馬上でへたりだす。

「助かったぁ……」

「気を抜くな！　この流れに便びん乗じようするぞ！　進めッ」

　……にしても助かったというのは同感だ。クラウンを助けていなければどうなったか。

「ひッ──」

　銃じゆう弾だんと矢が、アリスの馬の鼻先を横切っていく。突とつ撃げきに参加して矢や面おもてに曝さらされたのだ。

「馬を止めるなよ！　全速力を保ったまま祈いのれ！」

　レッドリバーへ突入する。先頭のバンプが撃ち始めた。先住民の戦士が襲おそってくる。

「よしぇ！　わりぇはチェリークのアゴンロジ！　《風と疾しつ走そうする者》でありゅ！」

　問答無用だ。槍やりを投げてきた。穂ほ先さきがアゴンロジの頰ほおをかすめ、彼女は仕方なくトマホークを放ち、戦士の喉のどを断つ。

　無数の矢が飛んでくる。際きわどい一本がアリスの背をかすめるが、もう運を信じる他ほかない。射撃域を突破すると、今度は混戦だ。トマホークを手に突撃してくる徒歩戦士の集団を、わたしで次々に撃ちまくって前進する。片手撃ちもずいぶん安定してきたな。

「リロードしろ！」

「まだ残ってる」

「目をかっ開けオープン・アイズ、小娘ガールッ！　ここは戦場だ！　できるときにやるんだ」

　側面から矢を射てきた騎き馬ば戦士はアゴンロジがトマホークで仕留める。

　周りを見渡わたす。ロッキーがショットガンをスピン・コッキングしながら、寄ってくる先住民を始末する。手た綱づなを口にくわえての、騎乗二挺銃キヤリバリー・アキンボだ。あきらかにムチャをして、当てる。並みの芸当ではない。ショットガン・クイーンは、生まれながらにして女王なのだ。

　際どい矢が飛んできたが、なんとショットガンで迎げい撃げきする。まだ撃うち始めて間もないというのに、たいしたタマだ……アリスがこんな成長してくれれば、と思うと泣きたくなる。

　バンプがいない、と思ったら──後方の煙けむりの中から自分の足で走って出てくる。馬を撃たれたらしいが……デブだったら、ここで死んでいたろう。ジャーキーやめてよかったな。

　敵てき影えいがどんどん増えてくる。撃って、次が来て、また撃って、撃って──、

　リロード。遅おそい。やっている間に敵が迫せまり、焦あせってさらに遅くなる。

　ギリギリ間に合って、トマホークで斬きられる前に撃った。

「冷静でいろ！　目の前に気を取られるな！　目でみて、音を把は握あくして戦場全体をイメージして、戦術を組み上げろ！」

「いっぺんに言わないでよ！　混乱しちゃう！」

　アリスの馬の足が川底に沈しずみこむ。深みにハマったか。

「馬を棄すてろ！　泳げ！　わたしを濡ぬらすなよ！」

「うるさいわね。判わかってるったら！」

　アリスは河に飛びこんで荒あらいストロークで泳ぎ、三バレッセルのところでわたしを濡らしやがった！　呪のろわれるがいい、このアバズレがッ！

　アゴンロジは浮いている骸むくろを足場にひょいひょいジャンプして先に進む。

「た、たすけなさいっ！」

　ロッキーがあっぷあっぷして、ショットガンをバタバタしている。

「まさか泳げないのか!?」

「貴婦人に泳ぎなど必要ありま……うぷっ」

　沈みそうなロッキーの襟えりを、追いついてきたバンプがにゃんこ持ちして助ける。

　助けてもらったのに、半眼で睨にらんでいる。

「貸しを作ったなどと思わないことね」

　ロッキー……昔は付きあいづらい子だったんだな……。

　岸に辿たどり着いた途と端たん、二〇バレッセル先に黒いカタマリが落ち──爆ばく発はつする。どうやら大砲キヤノンをくらったらしい。アゴンロジが吹き飛ばされ、転がってきてアリスにキャッチされる。

　肩かたに切り傷を作っているが、出血は少ない。大だい丈じよう夫ぶ──、

「──ッ、」

　一いつ瞬しゆん、何か違い和わ感を覚えた。視覚装置の光景がぼやけている。

「ミスター……どうしたの？　薄うすくなったよ」

「薄い……？　何を言って……」

　アリスに視覚同調キヤストアイして確かめる。確かに、金属の表面が透すけて、内部の部品がみえる。

「何か病気なんじゃねえのか？」

「わたしは拳けん銃じゆうだ。故障はあっても病気などない」

　近くに落ちた砲ほう撃げきにアリスがすくみ上がり、また視線を戻もどすと──、

「あ。戻った……」

「よく判わからないが、とにかく急げ！　この先にナイト・エイト・ソーサーがある」

　三人は駆かける。森にさしかかろうとしたとき、ホウホウホウと奇き声せいを発するモザード族の猛闘士ウオー・チーフが森から躍おどり出てきて、血まみれの槍やりをふりかざしながら襲おそいかかってくる。

　ロッキーがショットガンで撃つが、左手の盾たてで銃じゆう弾だんを受け流す。

「噓うそォ──!?　木の盾で!?」

「ゴーストダンサーだ！　ヤツらに銃弾は効かない。燃やすしか……」

「燃やせ、って言われても……」

　ロッキーが投なげ縄なわを投げて槍をキャッチしようとするが、逆に引き倒たおされて転んでしまった。

　アゴンロジが説得するが聞く耳を持たない。

　バンプが撃うって足止めする。防ぼう御ぎよは盾だけかと思いきや、顔面に当たっても、のけぞって止まるだけで、無傷でまた歩きだす。

「ミスター……アレ！　炎ほのおがくるくるって出る……」

「インスタント・クラフトを使うと、ゾォードに察知される。せめて本ほん陣じんに近づいて……」

「言ってる場合!?　みんな死んじゃうよ！」

「……う」

　一理ある。ありすぎる。どうする……？

　猛闘士ウオー・チーフを凝ぎよう視しする。頭上の羽根飾りウオー・ボンネツトが淡あわい光を放っている。

「アリス、見つからないようにダッシュであのウォー・ボンネットを奪うばえ！　アレさえ奪えば銃弾は通る！」

「またムチャ言って！」

　アリスは腰こしを低めて滑かつ空くうストライド走法に切り替かえ、猛もう速そくで煙けむりに入りこんで姿をくらます。黒こく煙えんで一歩先の視界も利きかないのに、まるで見えているかのように走り抜ぬけると、煙を飛び出て闘とう士しの後ろに回りこみ──、

　気づいて振ふりつけられてきた槍を、ジャンプしてかわしざま、柄えを踏ふんでもう一段ジャンプ──空中回転しながらウォー・ボンネットを摑つかみ取り、次の回転で背中を撃ち抜ぬき──転がりながら着地する！

　声すら失う────神かみ業わざだ。やったのが、このアリスというのが──本当に信じられない。

　猛闘士ウオー・チーフは胸に開いた穴に、驚きよう愕がくの目を向け──、

　やがて、正気の顔になって、アリスをみて畏い敬けいの念を込めて一礼して…………倒たおれる。

「早く褒ほめてよ！　いまのあたしすごかったよね!?　ビューティフルなショットだよね!?」

「あーすごい、すごい」

「キモチこもってないよね!?」

「いいから急げッ！」

　森に入って、敵てき影えいの濃こい場所へと潜もぐりこんだ。先住民エルダーズ側がわの陣じん営えいだろう。どうにか隠かくれて侵しん入にゆうするルートを探さぐっていたときだ。

「《予言する者》──あやちゅがおる」

「あやつ？」

　アゴンロジが指さす先に、十数人もの先住民の骸むくろがあり──その殺さつ戮りくの中心に、黒ずくめの男がいる。

　ホークアイ、だ。大木の根本に背中を預け、手足を投げ出すように座っている。

　肌は血の気を失ってロウのように白く、腹には血の染しみが広がり、息が荒あらい。汗あせも大量だ。助かる兆ちよう候こうは一つもない。

　アリスは黙だまってホークアイの元に向かう。

「……ゾォードに銃じゆうを向けたのか？」

「ああ」

　不思議なことに、ホークアイはわたしの視線を真っ向から受け止めている。わたしには《目》などないのに、この男は──なぜ見返すことができるのだ？

　思えばたくさん、不自然な言動があった。

　わたしをサラマンデルと呼び、わたしが人間のように〝眠ねむれる〟ことを知っていて、アリスが白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》を使った途と端たん──『失敗だ』と言ってアリスを撃うったのだ。

　幸いにも彼が先制で撃った色つきカラーズは不発で、しかもわたしに当たり、アリスが彼を撃って、アリスもまた撃たれ、黒い炎ほのおが新たな犠ぎ牲せい者しやを求めて蠢うごめき始めたので、そのまま去り──あの岩場で力尽つき、わたしを埋うめたのだ。

「おまえなら勝ち目がないのは、寸前で察したろう。なぜ挑いどんだ？」

　ホークアイは力なく笑う。

「おまえは、わたしだからだ。ミスター……」

「前にも言ったな。どういう意味だ？」

「冷たく割りきり、どれほど残ざん酷こくな行いをしようが、最後には人間に近づきたがる。賢かしこくも愚おろかな魂たましい──駆かけ抜ぬけた痛みが、苦しみが……消化しきれないほど残っている。だが、そう生まれて良かったと思える。いまこの瞬しゆん間かんは……な」

「…………何を言っている？」

　アリスが低く呟つぶやく。

「ミスター、この人、死ぬわ……」

「黙だまって見送ってやれ」

「お断りよ」

　揺ゆるがない意志のこもった言葉が、わたしのマスターの口から飛び出した。言いようのない不気味な感覚が、銃じゆう身しんを抜ぬけていく。

　恐怖を伴う既視感────、

「………………おまえ……まさかッ……」

　アリスがガンベルトから抜いたのは──刻紋弾エンブレムド・バレツト。ホワイトバード、だ。

　再び、悲劇が起ころうとしている!!

「やめろ！　前のおまえは、こいつに殺やられたんだぞッ！」

　アリスの表情に迷いはない。制止などムダだと物語っている。

「アゴンロジ、ロッキー、バンプ──誰だれでもいい！　アリスを止めろ！」

「わたくしはアリスに賛成しますわ」

「ハァ!?」

「わりぇも、この者に悪意を感じゅにゅ」

「待て！　悪意の問題じゃッ……」

「多数決だな。あきらめろ、ミスター」

「納なつ得とくできるかッ！」

　バンプは肩かたをすくめる。

「やめろ……やめてくれアリス……おまえのアホな行いは山ほど見てきたが、こいつはとびきりだ。頼たのむからわたしに従ってくれ……」

「ミスター・マグナム……あたしはアホでいいわ」

《聖鳥ジトカラ・タンカ》を込め、シリンダーを戻もどすと──ゆっくりとホークアイにポイントする。

「後こう悔かいするぐらいなら、アホなこともやって────納なつ得とくして死にたい」

「…………あああああああぁぁ……クソッ、なんてアリスだ！　妙みような具合に育ちやがって。わたしのアリスを返せッ！」

「あたしがアリスよ、ミスター。ライトニング・ワイルドはここにいる……」

　アリスの指が────わたしの引き金トリガーを、そっと……絞しぼる。




　撃うち、やがった……。




　激げき突とつ前の緊きん張ちように静まりかえった戦場に、重い銃声がこだましていく。

　アリスの射しや撃げきを合図に轟とどろきが始まった。鬨ときの声こえ、蹄ひづめの響ひびき、砲ほう声せい、大気さえ震ふるわせるほどの、無数の銃じゆう声せい──……

　硝しよう煙えんが晴れる。

　ホークアイの驚きよう愕がくに満ちた顔。シャツをめくる。出血が止まり、銃じゆう創そうが埋うまり、何もなかったかのようにふさがっていく……。

「バンプ、ロッキー、銃口をヤツに据すえろッ！　おかしな動きをしたら撃うて」

　銃口を突つきつけられたホークアイの顔から緊きん張ちようが消え、ふっとゆるむ。

「二度もわたしに《聖鳥ジトカラ・タンカ》を使うとはな………………アリス……おまえは…………本当に、どうしようもないお人ひと好よしだ」

「二度……だと？」

　ホークアイはガンベルトから一つの弾たまを抜ぬいて、掲かかげてみせる。

　白のシリーズ──日輪の紋もん様よう。ホークアイが、サンダーロックヒルズの時計店で買っていた、謎なぞの刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。

「こいつは白の《太陽神ツオハノアイ》──時間跳躍タイム・ジヤンプの効果を持つ」

「時間跳躍だと!?　まさか……」

「おまえをこの世界に送ったのは、わたしだ」

「不発だと思っていた弾だん丸がんが……」

「戦いを仕切り直すために撃った。もう一人仲間が必要だと痛感していた……だから、おまえを選んだのだ」

「…………」

　バンプとロッキーが銃を下ろしたので、ホークアイはアイパッチをズラし、眼がん窩かの空くう洞どうに指を突っこむ。弾丸を取り出して、アリスに渡わたす。

　紛まぎれもない。見覚えがありすぎる刻紋弾エンブレムド・バレツト。

　アリスが口をぽっかり開ける。

「…………これって……」




　────白き、《聖鳥ジトカラ・タンカ》だ。




「絶対に要いると思って、探し回った……みつけたが、弾の残存オロゴが少なすぎてわたしでは発動できない。だが、巨きよ大だいなオロゴを持つアリスなら使えるはずだ。一発で必ず仕留めろ」

「仕留める？」

「今回だけでもおまえらは三度、ゾォードを倒たおした」

「なに──？」

「天幕で爆ばく薬やくを撃ち、一度目──谷で背中を撃って、二度目。三度目は教会の小屋で……」

「死んでいないはずだ。現にヤツは──、」

「死んだ。死んで、生き返ったのだ。ゾォードは屍蘇生ゾンビパウダーの秘術を継けい承しようする魔ま女じよだ。あの青い肌はだは、メソ文明人という種族のものではない。単にメソ文明人は秘術で肌を青く染めていたというだけの話で……」

　言葉を失った──。

「撃うっても、砕くだけ散らせても、燃やしてさえも復活するゾォードを倒たおすには、〝癒いやす〟しかない。そのために必要なのが、白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》──」

　そうか。ホークアイが撃った色つきカラーズは《太陽神ツオハノアイ》で、最初からアリスではなくわたしを狙ねらって放たれた一発で、不発ではなくこうしてわたしを過去へと送りこんだ。

『……アリス…………まさか、使ったのか？　最後の《聖鳥ジトカラ・タンカ》を』

『なら、失敗だ────さようなら。ライトニング・ワイルド』

《聖鳥ジトカラ・タンカ》でしか殺せない事実を知るホークアイには、あの世界の戦いは〝詰みチエツク〟だと悟さとることが出来たのだ。

　初対面でわたしの名を知っていたのも、ゾォードのことを知りすぎているのも、それなら頷うなずける。きっとあの出で逢あいでさえ、二周目、三周目と未来を重ねていたからだろう。

「わたしが〝眠ねむれる〟のを知っていたのは？」

「いくつかの未来で、おまえはその力に目覚めた。人間のように心を持ち始め、最終的にアリスを《天使の一撃エンジエル・エンフオース》に導くことになる」

「なんだ。それは……」

「いずれ判わかる。近いうちに、きっとな……」

　すべての謎なぞが…………解けた。誤解していた。ホークアイは最初から味方だったのだ。

「決着は、おまえらがつけろ」

　ホークアイは《太陽神ツオハノアイ》をチャームガン《バックベアード》に装そう塡てんする。

　彼は思い出したようにもう一発、ガンベルトから弾たまを抜ぬき、指ではじいてアリスに渡わたす。

「一いつ緒しよに戦わないのか？」

「ゾォードには《解術デイスチヤーム》がある。あれで《太陽神ツオハノアイ》の効果が消されてしまったのだ。残り一発なのでな……託すしかなさそうだ」

　いつもの冷たい表情を崩くずす。

「いまさら託すだと……、」

　──ッ、またあの違い和わ感だ。目の前がぼやけ、思考力が落ち始める。

「ミスター、また薄うすくなってるよ!?」

「クソシツト、これは一体なんだ……ッ？」

「さっきもなったろう。わたしが死にかけたので、タマゴよりもニワトリが先になっただけさ。いま消えている原因は、迷いだ。名な残ごり惜おしんでしまった……」

「なんだと……？」

「お別れだ。わたしは、時の連れん鎖さを閉じなければならない。おまえになりにいくんだよ、サラマンデル」

「は……？」

「チャームガンを作るには、一人の生いけ贄にえが必要だ。生け贄の人格が、チャームガンの人格となる……」

「……………………まさか……おまえが…………」

　ホークアイは微ほほ笑えみながら、銃じゆう口こうを自分のあたまに押しつける。

「言ったろう？　わたしは、おまえだ。〝いま存在してるミスター・マグナム〟を確定させるために、わたしはある未来のダズリリの元へ飛ぶ。そこがおまえの始まりバースデイだ」

　銃声と閃せん光こうと、硝しよう煙えん。なにも起こらない──ように、みえる。

　ゆっくり……撃げき鉄てつを起こす。

「こいつは、対象がいったん死なないと発動しない」

　二発目の銃声がすべてを終わらせる。

「…………さよなら、もう一人の……ミスター」

　ホークアイは飛び散った血までもが、一気に光の粒つぶへと変化して────消えていく。

　アリスの目から涙なみだがこぼれる。

「泣くな。アリス……時間がない」

　森の奥から鬨ときの声こえが聞こえる。何十人、いや何百人──もっとかもしれない。

「いまが絶好の、黒き《切断キヤクサ》の使いどころだ」

「間に合わないってこと……？」

「このままでは、な──。さっきホークアイが渡わたしてくれた弾だん丸がんがあるだろう？」

「これ？」

　アリスは銀色の刻こく紋もんのついた弾たまを持ち上げてみせる。

「銀の《フクロウテコロツテ》──だ」

「効果は？」

「いいから使え。全員寄って、真下に向けて撃うて」

　アリスは銀の弾丸を装そう塡てんする。シリンダーを戻もどして、地面にポイントし、撃つ──。

　銀色に輝かがやく金属盤ばんのようなモノが地面に出現し、四人は放射光に包まれる。




　靴くつ底ぞこが────地面を離はなれる。




「浮いてる!?」

「しかも、おまえらの姿は効果外の者からはみえない。姿なき飛ひ翔しよう──銀の《フクロウテコロツテ》の効果だ」

「すごいですわね……」

「集中しろ。意識を強く向けた方向へと飛ぶ。勝手に撃うつなよ？　一回でも攻こう撃げきしたら《フクロウテコロツテ》は消しよう滅めつする」

　飛び始める。最初はつたない軌き跡せきを描えがいていたが、すぐに慣れた軌跡となる。

　上空に躍おどり出る。先住民の大集団が森を出て突とつ撃げきしていく。騎き兵へい隊たいは渡と河かを終え、一列に並んで迎むかえ討うとうとしている。

「……おったりょッ！」

　アゴンロジの指さした先──、

　高台の丘おかに、白人と先住民の混じった部隊。陣じんの中心には、青い肌はだの魔ま女じよがいる。

　地面に描かかれた十字の呪じゆ術じゆつ円えん。陣のふちにはクイが打たれ、人間が鎖くさりに繫つながれている。少女ばかりだ。泣き叫さけび、血を流し、助けを求めて逃にげだそうとする。

　一人、鎖が切れて逃げだしたが、茂しげみから現れたウルフに嚙かみ倒たおされ、喉のど笛ぶえを牙きばで抉えぐられる。列石のように放射状に寝ねかされた少女の死体がある。生いけ贄にえの数は足りている。黒き《切断キヤクサ》発動は間近だ。

　ロッキーが青ざめながら呟つぶやく。

「……おぞましい光景ですわね」

「勝てるのよね、ミスター……？」

「さあな」

「ミスターの作戦頼だよりなのよ!?」

「完かん璧ぺきな作戦など存在しない。死ぬときは死ぬ。ゾォードも同じだ。確かなのは、やらなければならないことがあって、やれるだけの材料が手元にある、ってことだ。覚かく悟ごを決めろ、アリス。こいつは誰だれにでも出来る仕事じゃない。運命がおまえを選んだ。アホの小こ娘むすめに世界を救えなんて、アタマのおかしい運命だがな……」

「……アホは余計よ、ミスター」

「降下しろ。敵は二八名。こっちは四人。なんてことない。七人ずつ倒たおせば完勝だ」

「六発までしか入らないよね……？」

「アリスをゾォードに回したら、計算あわなくねえか？」

「気にするな」

「……もはや作しやく戦しえんではにゃいな」

「青き《駿馬シユンカ・ワカン》と赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》をバンプに渡わたせ」

　アリスはガンベルトから青と赤の弾丸を抜き、バンプに投げる。

「ザコを片づけるのはおまえだ、バンプ。いいか、三秒だ。それ以上かけるなよ」

　受け取った刻紋弾を、銃じゆう身しん横のドクロレリーフにかざす。するとドクロの目が光り、弾だん丸がんの形がヴォルカニック・ピストル用の炸裂弾丸ロケツトボール・バレツトに形状変へん換かんされる。荒あら々あらしい手つきで銃じゆう身しん先せん端たんをひねって銃下の弾倉マガジンチユーブを露ろ出しゆつさせると、そこに刻紋弾を押しこんでく。

「これだけありゃ、クソ神の祝福フアツキンゴツド・ブレスすら要いらねえさ」

「アリスの装そう塡てん順は《駿馬シユンカ・ワカン》、《聖鳥ジトカラ・タンカ》……最初にゾォードを撃うつ。すべてはこの一発にかかっている。外したら、失敗だ。間ま違ちがいなく全員死ぬ」

「…………」

《聖鳥ジトカラ・タンカ》を装塡する途と中ちゆうで、手が止まる。グリップを握にぎる手が汗あせばんでいる。

「できないなら、バンプにやってもらう。オロゴが足りなくて発動できないかもしれんが、腰こし抜ぬけに賭かけるよりは……」

「できるわ、ミスター」

《聖鳥ジトカラ・タンカ》を込めて、ローディングゲートを閉める。

「正義なき者よ、銃じゆう弾だんの鎮魂曲レクイエムを聴きけ──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」

　血なまぐさい交こう響きよう曲きよくの開演だ。アリスの鼓こ動どうと、わたしの意識が《リンク》する。

　わたしはアリスとなり、アリスがわたしとなる。

「では、静かに降下しろ。もう喋しやべるな。作戦開始のタイミングはアリスの射しや撃げきだ」

　ゆっくりと地面に下りる。四人は間かん隔かくを空けて並んで立つ。

　真っ青な金属のチャームガンを手に、恍こう惚こつ状態で踊おどり回るゾォードを見据すえる。

　遂ついに、ここまで来た。

　長い道のりだったぞ、ゾォード。

《復ふく讐しゆう者》ライトニング・ワイルドと過ごした未来の過去。

　埋うめられて溶とけるまでの六〇年──。

　そして、この過去のような未来の旅路の果てで──……、

　アリスが、おまえの凶きよう気きを打ち砕くだく。

　地じ獄ごくでもだえ苦しめ。




　おまえを倒たおすのは────アホの、アリスだ！




「残りの生いけ贄にえを殺せ！」

　ゾォードがヨダレを撒まき散らしながら叫さけび──、

　アリスの瞳ひとみに、意志の炎ほのおが宿る。

　このアホがなぜ本番に強いのか、いま、わたしにはハッキリと判わかる。

　シンフォナイズで同調した意識の流れで──アリスが何も考えていないことが、判るのだ。迷いも、恐おそれも、倫りん理り観も、哲てつ学がくもない。勇気や正義感さえもない。

　付属物は一いつ切さいないのだ。

　アタマの中は──クリアに、ただ──一つ。

　撃うつ。

　このライトニング・ワイルドは、銃じゆうという牙きばを持つケダモノなのだ。

　閃せん光こうのようなファニング・ショット。

　青の《駿馬シユンカ・ワカン》が発動し、反射神経が増ぞう幅ふくされ──時間がスローに流れる。

　ゾォードの目が、ゆっくりと……驚きよう愕がくに…………見開かれる。

　だが……、魔ま女じよの唇くちびるが、動く。

　──『まっていたよ』──と。

　音は伝わらない──空気が震ふるえる以上の速度で動ける《駿馬シユンカ・ワカン》の効果中、音はくぐもって原型をとどめない。喋しやべるなどという芸当はできないだろう。

　だから唇だけ動かして、魔女は伝えたのだ。




　これは────罠わなだ！




　ゾォードも《駿馬シユンカ・ワカン》を使っている！　刻紋弾エンブレムド・バレツトの発動を感知して、待ち構えていたに違ちがいない。

　アリスが、腰こしだめ撃うちの姿勢でゾォードの心臓にポイントする。直感が告げる。こいつはミスショットになる、と。

　──撃つなッ！

　ビクッと、止まる。

　ゾォードがアリスと同じ速さで銃を向けてくる。

　──よけろッ！

　腕うでが上がりきる前に、ゾォードの側面に飛びこもうとして──そのとき、ゾォードの口元に浮かんだ笑えみが気になって、咄とつ嗟さに《オロゴの眼め》に切り替かえる。進路に犬の頭ず蓋がい骨こつの紋もん様よう、《解術デイスチヤーム》の隠かくしトラップだ！　わたしの〝恐きよう怖ふ〟を察したアリスが着地寸前に片手で身体からだを跳はね上げ、トラップを飛び越こす！

　さぞかし驚おどろいたろう、ゾォード。さあ、反はん撃げきだ──と視線を向けたが、笑みを浮かべてやがる。しかも、銃口を自分の腕に向けている……？

　発はつ砲ぽう。刻紋弾エンブレムド・バレツトを自身に撃ちこんだのだ。光の壁かべが出現した。ゾォードが使ったのは白き《立ち上がる熊マチユナーザー》──魔力の装そう甲こうで守られてしまった。《聖鳥ジトカラ・タンカ》を撃ったら弾はじかれる。

　バンプが猛もう連射し、敵も撃ち返し、ロッキーも撃ちまくり、アゴンロジが斧おのを鞭むちのように使って斬きり続け──弾丸が雨のように飛び交かい始める。死し闘とうだ。援えん護ごは期待できない。アリスだけで《立ち上がる熊マチユナーザー》を外さないと──。

　効果時間は《駿馬シユンカ・ワカン》のほうが短い。切れたら一いつ騎き打うちどころの話ではない。勝率は一気に悪くなる。考えろ、ミスター・マグナム。勝利を導き出せるのは、おまえだけだ。ここから逆転する秘策を考えてみせろ！

　電でん撃げきのように、脳裏をよぎった光景がある。ショートリーフの教会。メラニー救出の前に、アリスがやった途と方ほうもないミスだ。

『《立ち上がる熊マチユナーザー》が消えたではないかッ！』

『へっ？　へ？　消えるのッッ!?』

『術は、チャームガンを構えることで保たれる。手放すなどもっての外だぞッ』

　……────アリスのアホも、たまには役に立つではないか。

　チャームガン──だ。銃じゆうから手が離はなれれば、刻紋弾エンブレムド・バレツトの効果は切れる。《立ち上がる熊マチユナーザー》は物理的損傷をはじくが、衝しよう撃げきだけは消せない。

　──リロードッ、一番を二番に入れ替かえろ！

　前転しながらローディングゲートを開け、曲芸師ジヤグラーのようにわたしを二度跳はね上げ、弾たまを宙に飛ばして抜ぬくと、片手でダブル・キャッチ──、

　ここでゾォードが撃うつ。アリスの胸を銃じゆう弾だんがかすめる！　前のアリスなら負傷していたな──グッジョブ貧乳ッ！

　空中で通常弾を一番の穴に、《聖鳥ジトカラ・タンカ》を二番に入れ直し、ローディングゲートを閉じる。地面が迫せまる、手が着いて──、

　──アリス、拳銃落としデイスアームだッ!!

　アリスの意識が、再び獣けもの化かする。片手で着地しながら──、

　銃じゆう口こうを────ゾォードのチャームガンに向ける。

　爆ばく発はつするような閃きマインド・スパークが、アリスの脳を満たす！

　跳はねる小石が、吹ふく風が、飛び散る血しぶきが、衣きぬ擦ずれが、足音が、臭においが、そこにいる者の鼓こ動どうまでも含ふくんだ莫ばく大だいな情報量が──彼女の意識の中で混ぜ合わされ──……

　アリスの思考が閃ひらめく──……、

　世界はあたしの手の中にオール・イン・マイ・ハンド────と。

　その思考爆発が──一つの答えを、導き出す。




　────研ぎ澄まされた奇跡ゴツド・ハンドを──。




　葬送曲レクイエムが聴きこえる。これは幻聴そらみみか？

　アリスの背に天使の翼つばさがひるがえり、羽根が舞まう。これは幻影まぼろしか？

　神が啓示を下すかのようにリベレーシヨン・ライク・ザツト──……、

　聖天使アリスは引き金を、絞しぼる。

　閃せん光こうが────わたしの銃口から生じて──、

　回転しながら飛んでいく銃じゆう弾だん。
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　ゾォードも《駿馬シユンカ・ワカン》を使っているのだ。狙ねらいさえ読めれば、動くこともできる。

　こちらの意図を読んでほくそ笑み、後退跳躍バツクステツプして──……‥




　だが──、甘すぎる。

　わたしには判わかる。アリスの脳内は、いま全世界を把は握あくしている。飛び交かう無数の銃弾の、方向もスピードも、当たったときの衝しよう撃げき力も、誰だれに当たるかも、当たった結果どうなるかも、一見偶ぐう然ぜんにみえる事こと柄がらさえも、アリスの思考次元では《必然》でしかありえないのだ。

　ドン、とはじき返され──ゾォードの目が驚おどろきに剝むかれる。

　ロッキーの撃うった先住民が馬の背から転げ落ちてきて──その肩かたがゾォードの背中に当たったのだ。

　ゾォードには偶然にみえたろう。なにせ〝そう動いた〟のは自分なのだから。だが、どう動くかまでアリスは把握していたし、先住民の肩と当たることだけではなく、その衝撃、撥はね飛ばされてよろめく角度や速度までもが、すべて計算され尽つくしている。

　こいつはいま、アホではない。




《神》の代理エンジエルだ。




　ゆっくりとゾォードのチャームガンが────戻もどってくる。

　アリスが撃うった、銃じゆう弾だんの軌き道どう──に。

　ゾォードの顔が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。




《駿馬シユンカ・ワカン》が切れる！




　ゾォードの《駿馬シユンカ・ワカン》も、ほぼ同時に切れたらしい。青色のチャームガンが火花を散らし、手を離はなれ──回転しながら宙を舞まう。

　レクイエムはもう聴きこえない。天使の羽根もない。あるのは血しぶきと、断だん末まつ魔まと──呆ぼう然ぜんとアリスをみつめる、地じ獄ごく逝ゆきの決まった魔女だけだ。

　これがホークアイの言っていた《天使の一撃エンジエル・エンフオース》か。とてつもない力だ。ほんの一いつ瞬しゆんだが、

全知全能オールマイテイー・ゴッドの片へん鱗りんに触ふれた気がする──。

　アリスは、静かに撃げき鉄てつを起こす。

「…………バカ……な…………ありえない」

「だろうな。わたしも、そう思う。だが現実だ。貴き様さまはこのアホに撃たれて死ぬ」

「アホはよけいよ、ミスター」

　わたしの主マイ・マスターは猛もう禽きんの瞳ひとみで魔女を見据すえながら、地じ獄ごくを指先に宿す。




　銃声──。




「……ものすごくよけいよ」

　ゾォードが、溶とけていく。比ひ喩ゆ表現ではない。《聖鳥ジトカラ・タンカ》が着弾した場所から、青い肌はだが白く泡あわ立だち、水蒸気を上げながら消しよう滅めつしていく。生々しい絶ぜつ叫きようと共に、魔女は崩くずれ落ちる。最初は悲鳴を上げていたが、しだいに小さくなって、溶けかけた眼球でわたしを睨にらむ。アリスでなく、わたしを、だ。

　──赦ゆるさない。

　左半分、骨の剝むき出た唇くちびるの動きで、そう告げて────……最後の瞬しゆん間かんを迎むかえる。

　あとには骨と服と銃だけが、残って……‥、







　──……終わった、のだ。







　この瞬しゆん間かんに辿たどり着くまでに、どれほど苦しみ抜ぬいたろうか。多くの犠ぎ牲せいを払はらい、傷つき哀かなしみ、傷つけ哀しませ、何発の弾丸ギルテイを吐はき出したろうか。

　聴きいてくれ、復ふく讐しゆう者アリスよ。

　成し遂とげた──。

　フォート・ウェンズリーという破は滅めつの黙もく示し録ろくは、未来から《永遠に消え去った》のだ。

　これで人々は、新たな一歩を踏ふみ出せる。




　あのときよりも、ほんの少しだけ、笑い声が増える未来へと──……、




　雲が、割れる。晴れ間から覗のぞく陽光が、天使のはしごエンジエルズ・ラダーとなってアリスたちに降りそそぐ。

　バンプも、アゴンロジも、ロッキーも──ただ呆ぼう然ぜんと立っている。

「これって……、」

　ロッキーの手から、血まみれのショットガンが落ちる。手が震ふるえている。

「終わりました……の？」

　アゴンロジがロープを巻いて、敵の喉のどに突つき刺ささったトマホークを引き抜く。

「そのようりゃの」

　バンプが銃じゆうを回して、ホルスターに収める。

「どうなんだ、ミスター？」

「あとはクラウン少将がうまくまとめてくれるだろう」

「楽観論ですわね」

「そのようだ」

　意外な答えだったのか、ロッキーは泣きそうだった顔でくすっと笑う。

　鼻をすする音を聞いて、アリスを見上げる。たくさんの涙なみだが、頰ほおを伝っている。

「嬉うれしいのか」

「いいえ、哀しいのよ。ミスター」

　その瞳ひとみは、溶とけて骨になった魔ま女じよをみつめている。

「世界を壊こわさなければ、きっと判わかりあえた。友達になれた。ゾォードとも……きっと」

　そうかも、しれないな……。




　わたしは空を見上げる。雲の切れ間から、澄すんだ青空が広がって──……‥




　みているか？　《復ふく讐しゆう者》ライトニング・ワイルド。

　守ったぞ。この空を。

　青い、空を──……‥

『あたしは、ただ普ふ通つうに……静かに……みんなと笑って暮らしたかった……それだけなのにッ！　どうして全部、こぼれていっちゃうの……どうしてあたしの力で救えるものが、何一つ……ないの…………？』




　フォート・ウェンズリーで彼女が泣きじゃくって叫さけんだあの言葉が、脳裏をよぎった。




　おまえが、救ったんだ、アリス──。

　おまえが、わたしに道を示した。

　おまえと過ごした日々が、わたしに戦うすべを学ばせた。

　おまえが、世界を救ったのだ……。




　なあ、アリス。

　わたしをサラマンデルと名付けてくれたアリスよ。

　おまえはもう、わたしの記き憶おくの中にしか──いない。

　歴史の中にさえも──いない。

　だけど……受け継つがれる。




　もう一人のライトニング・ワイルドが──スモーキー＆ロックスに新たな伝説を作るのだ。




「考えた通りに進む人生などない」

「……ミスター？」

「アリス、空をみろ。やり抜ぬけたのは単に偶ぐう然ぜんだが、こいつを守ったのは、おまえだ」

　アリスは空を見上げる。

　呆ほうけたように開いた口が、微ほほ笑えみに変わる。

「…………そうね……」

　アゴンロジがゾォードのチャームガンを拾う。黒い弾たまを抜き、アリスに渡わたす。

「さて……次の旅だ」

「もうっ!?」

「黒のシリーズを火山に棄すてに行く。さっさと馬を捕つかまえろ」

「まあ、偉そうね。やだわ、偉そうな人って」

　ブツブツ言いながら身を起こす。




　なあ、アリス──。




　少なくとも、この世界のアリスは、アホだが……笑うときは、心の底から笑っている。

　おまえは、言ったよな？

『哀かなしくても、涙なみだが流れなくなっていった。引き金を絞しぼる行こう為いに理由を求めなくもなった。感情が、いつしか消えていたのに──消えたことにさえ気づかなかった。心にあったカギを、失ったんだわ……』




　哀しければ涙を流し──、

　ムチャを言えば怒おこり──、

　感情表現は実に子供じみているが──、

　おまえが失ってしまった《心のカギ》は、きっと──このアホが、まだ持っている。




　稲妻ライトニング・ワイルドのような早はや撃うちと称しようされた、おまえに遠く及およばない──、

　ただ本番に強いだけのヘタレアリスだが──……‥




　なあ、アリス……、

　そいつも悪くない、だろ──？
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　アホは、実在する。

　君たちは、アホは何も考えていないと思うかもしれない。だが、ちがうのだ。ヤツらは、考えたうえでアホをやる。全力なのだ。だから、恐おそろしい。

　わたしはいま、自分の銃じゆう口こうから飛び出た弾だん丸がんが──どうなったのかをみつめている。

　弾丸とは目にみえる速度で飛ぶモノではないから、結果はすでに判わかっている。

　にも拘かかわらず、わたしの頭脳は結果を受け入れようとしない。




「──あたしの名は、ライトニング・ワイルド──アリス」




　得意げに胸を張って語る少女に、誰だれもが驚きよう愕がくの眼まな差ざしを送っている。広場に集つどった二千人の市民たちが、揃そろって同じ表情をしている。異様な光景だが、流れから言って不自然ではない。凱がい旋せん式のこの日、合衆国フロンテイア・コモンズのリーダーたちが列席する場で──こともあろうか、何の脈みやく絡らくもなく大統領に発はつ砲ぽうしたアホがいるのだ。




「これは……クック・バレーの虐ぎやく殺さつへの制裁であるっ！　改心するといいわ！」




　撃たれた大統領が、自分の胸を──震ふるえながらさすり、穴がないことを確かめて──、

「……ひぃッ、えっ……無傷…………？」

「なにをやっておる！　暗殺者を捕とらえろッ！」

　くりんと曲がったヒゲの将軍が、警護の兵に命じる。スプリングフィールド・ライフルが一いつ斉せいにアリスに据すえられる。逃にげ場ばはない……しくじったッ──ぼうっとしてしまった。

　今回のアホは、あまりにショックがデカすぎたのだ……。

「銃を棄すてろッ！　抵てい抗こうするなら撃つぞ！」

　包囲が完成。バンプが駆かけつけるが、もはや遅おそい。

　乾かわいた風が、アリスの赤毛を揺ゆらす。おかしい。こいつ……なんでビビってない？　なんで笑っているのだ？

　緊きん迫ぱくした場を治おさめるように、大統領が兵士の列に割って入る。

　彼が次に発した言葉は、合衆国の歴史を変えた。




「わたしのアリスたんに、銃を向けるなァァァアアア──ッ!!」

　驚おどろきのあまり、将軍はズラを落としてしまった。




　　　　†




　白き《サンダーバードワキンヤン》によってアリスの言うなりになった大統領が、ハイクック族へ正式な謝罪を行い、正式な自治領割かつ譲じようを認めたのは二週間後のことだ。この土地はクックランドと名付けられ、すでに入植していた者には政府支し援えんによる移転までなされることとなり……、

　ライトニング・ワイルドの名は、山盛りの敵対者つきで大陸中に知れ渡わたることとなった。

　先住民排はい除じよ論者より賞金を懸かけられ、いまや立派な賞金首だ。こうしてスモーキー＆ロックスの荒こう野やをさまようときでさえ、安心して寝ねられない。

　なのに……アリスの表情が楽しそうなのが、逆にシャクにさわる。

　レッド・ストライプ・バレーの赤茶けた断だん崖がいにキャンプし、焚たき火びの横に毛皮を敷しいて寝転がって、夜空に満ちる星を笑え顔がおで眺ながめている。

　回転草タンブル・ウイードの丸いカタマリが、風に押されてコロコロ転がってくる。通り過ぎるとき、アリスはつま先でキックして、くすくす笑った。実に子供っぽい遊びだな。

「おいでなさいませ」

「うみゅ」

　焚き火の前で、ロッキーがアゴンロジをだっこして、矢作りを見守っている。

　ロッキーは女神のように美しいし、アゴンロジはふっくらとしていて天使のように可か愛わいらしいので、一見絵になる光景だが……、アゴンロジが下着さえつけてくれれば、の話だ。あぐらなので、スカートの下が非常に際どく、目のやり場に困る。

　アゴンロジのおさげをほどき、ブラシをかけ始める。アゴンロジは髪かみをとかされながらも、淡たん々たんと矢を作り上げていく。ブラシがぶつかると、やわらかいほっぺが、たゆんたゆんする。

「……ねー……ミスター」

　毛皮の上でごろ寝しているアリスが、わたしを持ち上げる。

「もしも前の世界と、いまの世界……どっちも平和になったとしたら、ミスターはどっちで暮らしたい？」

「前の世界は、滅ほろんだ」

「もしも、って言ったじゃない」

「歴史にＩＦはない」

「いにゃ。《予言する者》は歴史を変えりゃではないか」

　言われてみれば……。

　前の世界にあったザクサス共和国領は、アリスの起こしたヘッジの乱で消しよう滅めつしたし、歴史上最も熾し烈れつな先住民戦争となったレッドリバーの戦いは、この世界でしか起こっていない。さらに、今回のクックランド樹立もそうだ。歴史は、〝ＩＦもしも〟へ向けて舵かじを切ってしまったのだ。

「ねえ、どっち？」

　アリスはわたしを熱心に見上げてくる。その目が……なんというか……、

「……なぜ目をうるませている？　火ひの粉こが目に入ったのか？」

「ううう、うるさいわねっ、いいから答えてよ。ミスター、こっちの世界がいいわよね？　むしろ、こっちのアリスがいいわよね!?」

「いや、それはない！　アリスに関していえば、向こうのアリスは完かん璧ぺきだ。ライトニング・ワイルドの名に相応ふさわしい早はや撃うちに、雄お々おしい振ふる舞まい。こっちに来て落差にガッカリだ。おまえが、あのアリスの少女期なんてまだ信じられ……」

　…………妙みようだ。声が、しない。心なしか、周りの音まで消えた気がする……。

　寒気を感じてアリスをみる。瞳ひとみが──、幽ゆう鬼きのように冷たい。

「…………ふーん……そう…………ミスターは、そんなふうに考えていたんだね……あたし気がつかなかったよ…………そっか……幻げん滅めつかあ…………ごめんね、幻滅させちゃってね……そうだよね…………あたしアホだもん……」

「いや、アリス。ちょっと言いすぎたかもしれ……」

　最後まで言うことはできなかった。




「ミスターなんて、どっか行っちゃえッ!!」




　アリスは全力でふりかぶって────わたしを、投げた！

　レッド・ストライプ・バレーの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきは、実に四〇〇バレッセルの高度がある。月明かりの渓けい谷こくを、回転しながら落ちていく。

「おにょれは……拾えなくなったらりょうするのだ！」

「ああ！　ついッ！」

　落ちながら、上の呑のん気きな会話を聞く。

　…………やれやれ、だ。まあ、これからずっと……こんな感じなんだろうな。サラマンデルだった頃ころには、谷底に投げられるなんて想像すらできなかったが。

　アリスの笑う顔も──、

　アリスの露ろ骨こつに怒おこりまくる顔も──、

　本音でぶつけてくる感情も──、

　何もかもが、新しくて、鮮あざやかで──……‥

　わたしは、楽しくてたまらないんだ。

　やっと谷底だ。岩に当たって分解しないかとヒヤヒヤしたが、砂のたまったところに着地して、グリップが引き金のところまで埋うまる。




　さようなら。復ふく讐しゆう者のアリス──。




　わたしは、ここで生きていく。

　このトチ狂くるったスモーキー＆ロックスで、新たなアリスの旅を支えていくよ。

　サラマンデルではなく、ミスター・マグナムとして──……‥




　なあ、アリス。一つだけ訊きかせてくれないか？

　わたしを六〇年生き延びさせるほど深く埋うめたのは、優やさしさなのか？　友情なのか？　それとも──、




　わたしは眠ねむる。答えはきっと、夢の中で聞けるはず……。

　銃じゆうが夢をみるなんて、ナンセンスにもほどがあるが、きっとアホ・アリスのいる世界だからこそ、こんなナンセンスも現実になるのだろう……。

　目覚めると、夜明けだった。

　神こう々ごうしいぐらいに美しい朝日の中で、彼女はわたしを手に包むように持って、誰だれよりも優しい微ほほ笑えみを浮かべている。










「ハロー……ミスター・マグナム」










　わたしは、こみ上がる想おもいを込めて────相棒に、おはよう、と言った。







　　あとがき




　僕は滅めつ多たにない経歴をもったワナビでした。それを隠かくして投とう稿こうを始めました──。




　二年半くらい書いていて、一次突とつ破ぱ常連、二次、最終とぽつぽつ芽が出て、バイトで店を閉めて着信履り歴れきに残った番号に電話したら、いきなり電でん撃げき文庫編集部だったわけなんですけど。

　いやあ、そんなこんなで受賞の話が、がががが。

　でも、まあ……言わなきゃいけないことがあるんですよ。

　非常に言いにくいことなんで、電話じゃとてもムリでした。

　初めての打ち合わせで、授賞式のことを話し合っていたときの会話です。

僕「授賞式はちょっと出られません……」

編集さん「出て欲しいんですがッ（Ｗｉｔｈプレッシャー）」

僕「出られない理由が……」

編集さん「どんな理由が？」

僕「…………」

　こうした状態が何度か続き、もうどうしようもなくなって告白に至ります。




僕「すいません。実は僕、第三回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》受賞者の雅みやび彩あや人となんです」




　そこにいた編集さんたちが、揃そろってキョトンとしていました。僕が何を言っているか判わからなかったのかもしれません。それぐらい、あり得ないことだったので……。

　ええ、電撃大賞で二度受賞した男なんです。応募の経歴からは意図的に伏ふせてました。これが失敗だったかもしれません。

　もう、打ち合わせどころじゃありません。編集さんたちが猛もう然ぜんと話し合っています。

「とりあえず大賞の規定をもう一度確かく認にんしておきます」と告げられ、幕引きとなりました。

　僕の脳内では、このときエンディングテーマが鳴っていました。

　後日、「特に問題ありませんでした」って笑いながら言ってもらえるまで、生きた心地ここちがしませんでした……。

　授賞式に出たくなかった理由は、第三回の写真から顔バレしちゃうから、でした。

　まあ、なんで受賞を隠かくして投稿したかと言うと、実力勝負がしたかったからです。過去に余計な経歴があったら、そっちの色眼鏡でみられてしまう──と思ったので。

　でも、そうなると扱あつかいは『ド素しろ人うと』です。素人が二度獲とる、なんてそうそう出来ないことで、事実すっごく苦労しました。良い給料もらっていた会社を辞やめ、生活費ギリギリのバイト生活の中、自分のスタイルを一から見直し、古いものをガンガン棄すてて、余よ暇かをすべてつぎこんで一歩ずつ進みました。

　そして大賞受賞です。ご評価いただいた選考委員の方々には言葉にしがたい感謝の念をいだいております。特に担当の編集さんにはお世話になりっぱなしで、この恩をどう返したらいいのかなと悩なやむばかりです。

　高たか畑はた京きよう一いち郎ろう先生、時雨沢しぐさわ恵けい一いち先生には改かい稿こうのときの有益なアドバイスを頂きました。今回の原稿でそれを活いかせたかどうか、ハラハラしております。

　そして、佐さ藤とう竜たつ雄お監督！　『ムリョウ』の大ファンである僕が、受賞パーティで真っ先に探した人でした。あの作品をきっかけに、日本神話や神しん道とうに傾けい倒とうし、作品の中に活かしていったりしたので。オビの言葉まで頂いて、感謝感激すぎますッ！

　最初の師し匠しようであるところの、創そう元げん推すい理り文庫の小こ浜はまさん。あの日貴方あなたに背中を押してもらった僕が、いまようやく作家になります。

　僕に実績という《自信》をもたらしてくれた安やす田だ均ひとし大先生にも頭が上がりません。

　マグナム初稿に「一人称にすればいける！」と言ってくれた天羽あもう沙さ夜や先生にも感謝の念を。

　第二の師匠である芳ほう文ぶん社しやまんがタイムグループの田た沼ぬまさんへ。けっきょくライトノベルという道を選びましたが、徹てつ底ていしたオチのつけかた、キャッチーで短い文面など教えは活きてます。

　十じゆう文もん字じ青あお先生には「荒い」と評価されてる文体の悩なやみを相談したとき、物書きとして根本的で、とても大事な部分に気づかさせていただきました。

　何かと相談にのってくれるサディスティック姐ねえさん的な『みみとミミ』先生、二次選考通過の段階から「大賞候補作」なんて言げん及きゆうしてて本人すら信じてなかったのに現実になって、その眼力に啞あ然ぜんです。

　毎回アホみたいな絡からみに付きあってくれる草くさ薙なぎアキ先生と石いし原はら宙そら先生。苦しいときにアドバイスをくれた柑かん橘きつゆすら先生。みんな、みんな感謝してますっ！

　それから銃じゆう器きの扱あつかいなどに関してアドバイスを頂いた、『マカロニ・ウエスタン銃器「熱中」講座』の著者、蔵臼金助クラウス・キンスケ先生にも感謝の言葉を。国内で手に入らないモデルガンを作画資料にと貸してくださった恩は忘れません。

　バイト先の面々にもお世話になってます。特に寺てら田ださんと林はやしさんが居なかったら収入ゼロになって餓が死しＥＮＤだったかもしれません……。

　可か愛わいいイラストをつけてくれた蒲かば焼やき鰻うなぎさんにも感謝です！

　そしてツイッターにたむろするワナビーズの面々。君らと過ごした日々が、僕の第二の青春です。そして、この言葉を贈おくります。『夢は見るな。夢は勝ち獲とれッ！』

　最後に、買ってくれた読者の皆みなさんへ。本当に、本当に、本当にありがとうございます！

　──では、また！


二〇一二年　十二月十一日　茜あかね屋やまつり　
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茜あかね屋やまつり

いまや化石となりつつある昭和人類にて電光石火のレジ撃ちアルバイト・ファイター。

ツンツンしてますが、リロード中だけデレます。

「リロードは見るな、つったろ……っ！　恥ずかしいんだよ、このバカ（////」
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蒲かば焼やき鰻うなぎ

１９８０年生まれ。神奈川県在住。

なんでもやってみたくなる性分です。最近の趣味はＤＡＷ弄り。鰻は小骨が気になるので苦手です。








電撃文庫





アリス・リローデッド




ハロー、ミスター・マグナム











茜あかね屋やまつり








二〇十三年八月二十九日　配信
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